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　プロローグ







　　　　　※




　人間たちが作った街並みを眺ながめながら、僕ぼくは気分よく歩いていた。現在の時刻はどれくらいだろう。誰だれかに質問すれば教えてくれるかもしれない。

　遠くを見つめると二人組の男性がすぐ眼に入り、僕は揚よう々ようと彼らの元に寄っていった。

　そして僕は立ち止まる。

　彼ら二人も、僕を見た。

「ここで何してるの？」

　僕が先にそう尋たずねると、二人組の片割れ、髪かみを攻こう撃げき的てきな金色に染めた男が反応した。

「なんだお前？　ガキがこんな時間にうろついてんじゃねえよ」

　ガキというのは僕のことだろう。確かに僕の身体は、人間で言えば九歳か十歳くらいの体形をしている。実際の年ねん齢れいは僕自身もよくわからないが、もうずっと僕は同じ形を保っていた。

「こんな時間って、今は何時？」

「うぜえなあ、失せろよ」

　鼻と耳にピアスをつけた、もう一人の男が言った。彼は煙草たばこを吸っている。

「教えてくれたっていいでしょう？」

「あ？　なんだよこいつ……」

　ピアス男は何故か不ふ機き嫌げんな表情を作って、僕を思い切り睨にらみつけた。

「僕はただ、質問しただけじゃない」

　僕がそう言うと、ピアス男がゆっくりと立ち上がり近づいてきた。

「時間を知りたいなら料金を払はらってもらわねえとな」

「え？」

「持ってんだろ？　財さい布ふを出せって言ってんだよ」

「どうして？　時刻を知るのに対価が必要なの？」

「……いいから出せって言ってんだろ！」

　ピアス男は急に大声を出し、僕を威い嚇かくした。それがあまりに突とつ然ぜんのことだったので、僕は少し苦笑してしまう。

「お金は持ってないよ？」

「噓うそついてんじゃねえよ」

「本当だよ」

「こいつマジでうぜえなあ」少し後ろで見ていた金きん髪ぱつが呟つぶやいた。「金を持ってないなら、痛い目に遭あってもらうか」

「痛い目？　それは眼が痛くなるの？」

　僕ぼくは気になったことを尋たずねたが、二人は揃そろってその質問を無視した。

「こういうことだよ」

　ピアス男が腕うでを振ふり上あげ、それから笑った。

　僕は殴なぐられる。そう感じた瞬しゆん間かん、僕は両手の指先に力を込めた。

　彼が僕に暴力を振るう気なら、逆に彼の腕を切り落としてしまおう。だって彼の腕は、僕にとって全く価値のないものだから。

　しかし、ピアス男の拳こぶしが振り下ろされることはなかった。

　彼はそのままの姿勢で硬こう直ちよくし、それから後ろを向いて叫さけぶ。

「何だてめえ！」

　ピアス男は、先程までいなかった一人の青年に腕を摑つかまれていた。

「君、大だい丈じよう夫ぶ？」

　青年はピアス男の腕を摑んだまま、けれど彼を無視するように僕の方を見て聞いてくる。

「あ、うん」

　僕は思わず、頷うなずいた。




　　　　　○




　二月。土曜の夜だった。あと少しで春先なのに、大気は容よう赦しやなく街を冷やしている。深夜に近いということもあり、出歩いている人は本当に少ない。多くの人が家の中で暖をとっているのだろう。

　二人の高校一年生が、その静かな街を歩いている。休日に出かけた帰りだった。

「ねえ、あれヤバいんじゃない？」

　如月きさらぎ美み玲れいが右目を細めながら言った。彼女は遠くを見るときにそうしてしまう癖くせがある。

「何？」

　峰みね城しろ世よ水すいは袖そでを引っ張られ、彼女が凝ぎよう視しする方を向いた。

　そこには幼い少年と、見るからに柄がらの悪そうな男二人が向かい合っている。

「家族じゃないの？」

　世水が感想を述べると、美玲は信じられないという顔をして彼を睨にらんだ。

「あれが家族に見えるの!?」

「……いや、一いつ緒しよにいるわけだし」

　世水は平然と述べたが、それは不自然かもしれないと内心では感じていた。

「でも……」

　美み玲れいが何か言いかけた時、「いいから出せって言ってんだろ！」という男の大声が聞こえた。立ち位置から、少年に向かって叫さけんだようにも見える。

「ああ、やっぱおかしいよ！　助けないと……」

「あの子、噓うそついたんじゃないの？　怒おこられてるじゃん」

「いいから！　何でもいいから止めて！」

「わかったから、急かすなよ……」

　言われなくても、結局は世よ水すいもそちらに向かっただろう。彼は控ひかえめな性格だが臆おく病びようではなく、不良に恐おそれをなすような感覚も持ち合わせていない。

「早く早く！」

　美玲は世水の背中を押おすようにしながら促うながした。

　現在、時刻は十一時に近い。小さな少年が一人で外を歩いているとは考えづらいが、彼が対面している男たちの連れには見えなかった。

　世水はその後、美玲に促されるように不良の手首を摑つかんでいた。近くで問題の三人を見てみると、やはり家族とは思えない。ピアスを鼻につけた男の眼は血走っていて、割り込んできた世水を睨にらんだ。

「何だてめえ！」

「君、大だい丈じよう夫ぶ？」

　世水がそう尋ねると、少年はこくりと頷うなずいた。その子はまだかなり幼い。年ねん齢れいで言えば、おそらく十歳程度。ここで何をしていたのだろうか。

「無視すんじゃねえ！」

　ピアス男が激げつ昂こうして、世水に殴なぐりかかった。しかし拳こぶしが世水に届く前に、男は急にバランスを崩くずして倒たおれてしまう。

　世水が足を払はらったのだ。それがあまりに上手く決まり、ピアス男はおでこを道路にぶつけて悶もん絶ぜつしている。

「お兄さん、かっこいい……」

　少年が目を少し大きくして言った。彼は膝ひざをついた足元の不良に興味を示さず、熱心に世水を見つめている。

「へえ」世水が驚おどろいた。「……あれ、全然困ってなかった？」

「いえ、助けてくれてありがとう」

「ああ、どういたしまして……」

　そう返事をしてから、世水は残りの不良がいる方を向いた。金きん髪ぱつの男はすぐそばで茫ぼう然ぜんと立たち尽つくし、世水たちを見ている。

「この倒れちゃったお兄さん、さっさと連れていけよ」

　世よ水すいが、まだ座り込んでいるピアス男をちらりと見ながら言った。男は肩かたとおでこを手で押おさえ、涙なみだを浮うかべている。

　金きん髪ぱつは何か反論しようとしたが、結局は発言しなかった。彼は諦あきらめたように、もう一人に肩を貸して退散してく。

「少年、少年」美み玲れいがひょこっとどこからか現れた。「……怪け我がはない？　こんな遅おそくに一人でいるみたいだけど……迷子になっちゃった？」

　少年は数秒考えてから、質問の答えとは違ちがうことを言う。

「……こんばんは、お姉さん。このお兄さん、すごく強いんだね。お姉さんの恋人？」

「えっ、違うよ」美玲は両手を前に出した。「学生の間は、恋人とか作っちゃいけないんだよ？」

「そうなの？」

「うん。学生の本分は勉強だから」

「本分が全て？　他の要素は完全にいらないの？」

「え？　いや、どうかな、そう言われると……」

　美玲は意外な質問に戸と惑まどう。同時に、やけに落ち着いた子供だと驚おどろきもした。

「いい質問だね」世水が笑った。「確かにこの子の言う通りだ。美玲が彼氏を欲しくなったら、俺おれが擬ぎ似じ的てきに相手をしてもいいよ。練習だな」

　世水は美玲にそう言いながら、横目で少年の容姿を確認した。その子の眼は灰色で、髪かみの毛もそれに似た色だった。街灯の明かりも十分だったので、肌はだの色が浅黒いこともわかった。けれど不健康な感じはない。日焼けのようでもない。地肌の色がそうなのだろう。外国人なのかもしれない。

「か、からかわないでよ～」

　美玲が顔を紅あかくして、世水に軽くタックルした。けれど体重と体たい幹かんに差があるのか、彼を揺ゆらすこともできていない。

「……僕ぼく、もう帰るね」

　彼は微ほほ笑えんでから、振ふり返かえって歩き始めた。

　道は決して暗くなかったが、周囲は静まりかえっている。子供が一人で出歩く状じよう況きようには見えなかったので、美玲が少年を引き留める。

「君、一人で帰れる？　私たちが一いつ緒しよに行ってあげようか？」

　美玲からそう言われた少年は立ち止まった。しかし、彼はなかなか振り向かない。何かを考えているようだった。

「ねえ──」

　美玲がもう一度声をかけようとした時、少年は手を上げて指差した。

「あのマンションだから。すぐだよ」

　彼は振ふり向むかずに言う。川を渡わたったすぐ向かい、こぢんまりとした古めのマンションのことらしい。少年はそのままゆっくり歩きだし、小さな橋を渡っていった。すぐに姿が見えなくなってしまう。

　世よ水すいと美み玲れいは、少年が見えなくなるまでそこに黙だまって留まっていた。

「帰らないの？」

　世水が尋たずねると、美玲は難しそうな顔をしていた。少年のことが心配のようだ。

「あの子、無事に帰れるかな」

「少しは信用してあげれば？」

「うん、そうなんだけど……。というか、ちょっと変わった子だったね」

「一分くらいだろ、話したの。……性格なんてわからないよ」

　世水はそう応えたが、内心では美玲に同意していた。




　　　　　※




　面白い、と僕ぼくは思った。あのお兄さんのことだ。一目でわかる。彼の強さは、人の平均を大きく逸いつ脱だつしていた。ああいった者もいるのか、と僕は少し嬉うれしくなった。

　それが少しでしかなかったのは、結局は彼も人間の範はん疇ちゆうに収まっているからだ。僕の相手になるわけではない。この世界に、僕と対等な存在などいないだろう。そう思うと、また急につまらなくなってくる。

　でも、それだって別にどうでもいい。もう会うこともないはずの人たちだ。

　そんなことを考えながら歩いていると、てきとうに指差したマンションにすぐ到とう着ちやくしてしまった。これからどうしよう。

　僕は助けてくれたお兄さんたちの死角に入り、次に何をするか考えた。僕はまだ、この世界に来たばかりだ。目的は特に決まってないし、自由の身だと表現できるかもしれない。

　今とりあえずわかっているのは、僕には人間の血液が必要ということだけだった。身体はそれを求めているし、それは当然自身の精神も要求していた。

　僕の食事は、人とは全く手順が違ちがった。僕のそれは自身の爪つめの先から人の血を吸うことによって完了する。それこそが力の源となる。

　僕の先生は、僕に人の血液を与えてくれた。その時、決まって鮮せん度どの話を先生がしていたのを思い出す。

　新しん鮮せんさが大切なんだ。それが最も効力を発揮する──ということだった。

　幸い、この世界に人間はたくさんいる。それは当然なのだろう。人間の支配する場所だ。彼らよりも大きな動物だって見かけない。

　しばらく誰だれもいないその場に立っていると、段々お腹が空いてきた。お腹が空けば、必然的に人の血液が欲しくなる。それは当たり前だ。

　だから僕ぼくは誰だれかを殺そうと思った。人間が動物を狩かるのと同じ発想かもしれない。僕の中にある根源的な欲求が、それをさせようとする。

「さっきのガキじゃねえか！」

　後ろから大声が聞こえてきた。僕は自然と口元が緩ゆるんでしまう。運がいい。

　僕は振ふり向むいて、思った通りの二人を見て返事をした。

「……また会ったね」

　やはりそこには、さきほど絡からんできた二人の不良がいた。ピアスが目立つ方はおでこに大きなタンコブを作っている。

「お前、まだこの辺にいたのか。もう逃にがさねえぞ」

　ピアス男が瞼まぶたをさすりながら言った。きっと、その部分にも怪け我がを負ったのだろう。

「僕は逃げてない。逃げたのはそっちでしょ？」

　僕は可お笑かしくて笑いそうになった。僕は彼らから逃げていない。

「今度は許さねえ。生きて帰れると思うなよ」

「あのさ、もうよくねえか？　早く行こうぜ」

　隣となりにいる金きん髪ぱつが言った。

「あ？　なんでだよ」

「さっきのヤロウ、あいつは峰みね城しろだ。間ま違ちがいない。あれがモコさんの言ってた高校生だ。メールで写真が回ってきてる」

「……本当か？　……いや、でも今はそんなの関係ないだろうが」

「俺おれ、さっきの女の写真を撮とってモコさんに送ったんだよ。そうしたら、予定よりも早く来いって言われたんだ。遅おくれたら俺たちが殺されるぞ」

　二人は何か、僕にわからない話をしている。なぜか深刻な表情をお互たがいに作っていた。

「……女なんていたか？」

「隠かくれてたらしい。最後、俺らが離はなれてから出てきたのを見た。それで、撮ったわけ」

「……そうか。わかったよ。じゃあ、このガキをさっさと片付けて、すぐに行こう」

　ピアス男が笑みを浮うかべながらそう言ったので、金髪は諦あきらめたように肩かたを竦すくめた。

「しょうがねえ。一いつ緒しよにやった方が早いしな」

　二人は話がついたようで、僕の方を見て鋭するどい視線を向けてくる。

「じゃあ、二人ともだね」

　僕がそう呟つぶやくと、不良たちは眉み間けんにしわを寄せた。

「何がだ？　いや、もうお前の話なんか聞かねえ。生意気言ったのを後こう悔かいするんだな」

　ピアス男がそう呟いて、僕の眼の前に歩み寄ってきた。彼はさっきと同じように大おお振ぶりに腕うでを上げ、僕を殴なぐろうとする。

「死ねや！」

　彼が腕うでを振ふり切きろうとした時、ドシャリという音が聞こえた。

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。それから。

「あ？　……あ、あああああああああ!!」

　ピアス男が絶ぜつ叫きようした。彼の腕が、肩かたから千切れて路面に落っこちている。

　切断されたその部分から、鮮あざやかな血液が噴ふき出だしていた。

　それをやったのは、紛まぎれもなく僕ぼくなのだけれど。
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　　　　　○




　世界には人間界以外に、二つの世界が存在した。一つは魔ま界かい。そしてもう一つが天界だった。

　その天界の、ある場所の一室に二人の人物が向かい合っている。彼女たちはその世界の住人で、当然ただの人間というわけでもなかった。

　一人は成人した女性の姿をし、とても美しい。輝かがやくような蒼あおい瞳ひとみと、それに見み劣おとりすることのない艶つややかな漆しつ黒こくの長ちよう髪はつ。身には白いドレスを纏まとい、整った身体の線が淡あわく浮うかび上あがっていた。

　その女性の名はミルキという。彼女は天界に住む、天人だった。ミルキは部屋に一つだけある立派な椅い子すに座り、その前に設置された机に片手を置いた。

「色々と、簡単ではない事態が起こっているようだね」

　無表情というよりは真しん剣けんな顔で彼女はそう言う。眼の前に立っている少女に向かっての発言だった。

「そうなのですか？」

　少女が首を傾かしげ、不思議そうな表情を作る。

　少女の名はシュマロマ。彼女は天人ですらなかった。その見習いと表現するのが正しいだろう。

　天界にいる見習いは天使の人形エンジエドール。魔界にいる見習いは悪魔の人形デモンドールと呼ばれていた。しかし呼び名は違ちがっても、その本質には全く違いがない。彼らはどちらも天人や魔人に成る前段階の存在だった。

　子供にしか見えないシュマの体格は、人間で言えば十歳前後になる。中ちゆう途と半はん端ぱに伸びた金きん髪ぱつが特とく徴ちよう的てきで、肌はだ、眉まゆ、瞳など、どれも色素が薄うすい。全体的に華きや奢しやな印象を与える雰ふん囲い気きを醸かもし出だしている。

「あのラシカというドールが人間界に逃にげたことはもう知っているだろう？」

　ミルキが鋭するどい視線でシュマを見るが、少女はその真剣さがまだ理解できないようだった。

「その話は聞きました。……ですが、どうして私がここに呼ばれるのですか？」

「ラシカに関する問題が起こっているからだよ」

「……え？　それは人間界で、ということになりますよね。私たちに何かできる事こと柄がらではないはずですが」

「そうも割り切れない」ミルキは首を振ふった。「既すでにあちらで死人も出ている。ラシカは私たちの想像以上に危険な存在かもしれない」

「……ですが、人間界で起こったことは、その場の者たちが対処する決まりですよね」

「それはそうだ。しかし、これは彼ら人間たちの手に負える事態か？」

「……？　依より代しろが始末しますでしょう？　彼らにはその力があるのですから」

　人間界には、天人から力を分け与えられた者が複数いる。それらは天の依代と呼ばれ、人の世では処理することが難しい問題を解決することができる稀け有うな存在だった。

「いや、今ラシカがいる場所の近くに天の依代はいない。あの場はそれが不在の地だ」

「どこからか現れるはずでは？」

「それは難しいかもしれない。ラシカが降り立った場所は〝疑わしき街〟だ」

「神かみ代しろの街ですか!?」

　シュマが驚おどろいて背筋を伸ばした。それを見てミルキは瞑めい目もくしたが、すぐに見開きゆっくりと語りだす。

「……違ちがう。神代がいるかもしれない、と噂うわさされる街だ。馬鹿らしい。神と同等の力を持った依代がいるなんて話、どうして誰だれもが信じているのだろうか？　それは神自体か？　それとも神の力を授さずかった人間の依代か？　何もわかっていないのに、その噂を知る全ての者たちが強い興味を抱いだいている」

「それは、神代を見つければ神の力を与えられるという伝説があるからでしょう？」

「人間界、天界、魔ま界かい、そして繫つなぎの間……その全てを支配することさえ可能という戯ざれ言ごとだったな」

「けれど、それがもし本当だとしたら……」

「そう。魔ま人じんに世界を支配されるわけにはいかない。それだけは絶対に避さけなければいけない事態なのだ。たとえそれが存在しないに等しい幻想でも、私は可能性を含ふくめて根絶したい」

　ミルキは眼前にいる少女ではなく、どこか遠くを見つめるかのように言った。

「……疑わしき街ということは、以前マスターの依代がいた街ですよね？」

「そうだ。しかし、彼女はもう力を失っている」

「つまり、依代の早急な介入は望めないということですね？　ラシカはその街で何をする気でしょうか？　神代を捜さがす気ですか？」

「ドールがそれを見つけてどうする？　案外、目的などないのかもしれない」

「目的がなかったら、意味がないのではありませんか？」

「ラシカの主である魔人を知らないのか？　あのミングレストだぞ？　何を考えているのかなんて、私たちにわかるはずもない」

「ミングレスト……」シュマが表情を引きつらせた。「あの異常技術者マツドエンジニアですか」

「彼は無からの人格形成を研究し……それが不可能だと判断すると、その後は人格転移から物質への人格定着に夢中だったらしい。依代の力にも関わることではあるが、実に馬鹿らしく荒こう唐とう無む稽けいだ」

「マスターも、そういうものに興味はありますよね」

「興味はある。誰だれだってね。だがどうだ？　実際に行動を起こすような奴やつが今までいたか？　私の知る限り、そんなことをしているのはミングレストただ一人だ」

「つまり、ミングレストは自分の研究のためにラシカを人間界に逃にがした可能性があるということですか？」

「わからない。少なくとも表向きは違ちがうが、ラシカはミングレストに改造されていた。あのドールは人間の血を与えられていたんだ。その時点で何かあると疑うのは当然だし、それは絶対に犯してはならない禁きん忌きだ。驚きよう異い的てきな強さを得る代わりに、ドールの理性がやがて崩ほう壊かいしてしまうからね。ミングレストはそれを行った罪を疑われたことを悟さとり、ドールが捉とらえられる前に人間界に逃がしたという事実だけがはっきりしている」

「……それが表面的な構図なら、裏があるというのですか？」

「ただラシカを逃がすだけなら、疑わしき街を選ぶ意味がない。そこが不気味なんだ。何か狙ねらいがあるかもしれない。私も直接、ミングレストに問うてみる必要がありそうだ」

「人間界の方は……どうなさるのですか？」

「過去に私の依より代しろがいた街だ。放っておく気もない。それに、彼女がアクシデントに巻き込まれるのは本意ではない。それはまだ避さけておきたい……」

　ミルキが口元を押おさえながら漏もらすが、シュマには意味が伝わらなかった。

「マスターが直接関与するということですか？　しかし、人間界に行ってしまえば、いくら天界の有力者であるマスターでも、平へい凡ぼんな力しか扱あつかえなくなってしまうのですよね」

「人間を媒ばい体たいにして、私が血でもありったけ吐はけば、少しは人間界に関与することはできる。たとえば、僅わずかに時間を稼かせぐ程度のことならね。……だが、それでは根本的な解決には至らないだろう？　それよりもずっとスマートな手段が、一つある」

「何でしょう？」

　ミルキが語ったリスクについてもシュマはよく理解できなかったが、それ以上に賢けん明めいな手段となると皆かい目もく見当がつかなかった。

「君に人間界へ行ってもらう」

「ふぇっ？　私ですか？」

「そう。私自身が行けば、またあの街で何かが起こると誤解されるだろう。だが、見習いのドールである君なら誰も気にしない。ラシカも同じドールなわけだし、条件的にはそれは一番適しているだろう」

「あの、待ってください」

「何か不満か？」

「無理です」

　シュマは両手をきっぱりと前に出した。お断りのポーズらしい。

「何が？」

「私にラシカを止めろと言うのですか？　あのラシカですよ？　現在ドールの中で最も強いと言われている彼を、私がどうやって止めるのですか？」

「確かに、君とラシカではかなり性能差はあるね。しかし、それはラシカが不正な強さを得ていたからに過ぎない。何も、シュマが弱いと言っているわけではない」

「私は弱いですよ」シュマが当然のように言った。「と言うよりですね、私たちドールも人間界に行けば力は落ちてしまいます。私に何かできるとでも？」

「普ふ通つうのドールならそうだが、ラシカはあまりその影えい響きようを受けていないようだね。人の血液が彼に特別な強さをもたらしているのだろう」

「なら、なおさら私の出る幕ではないですね？」

「怖こわがっているのか？」

「ラシカをですか？」シュマが目を丸くした。「当たり前じゃないですか」

「……確かに、今までラシカは多数の天使の人形エンジエドールを破は壊かいしてきた。強さを示すことこそ、ドールの存在意義と考える者もいるからね。あの少年ももしかしたら、そういう思考を持っているかもしれない」

「ラシカは怖いです。私は壊こわされたくありません。よって、人間界にも行きたくありません」

「見習いの分際で……」ミルキがふっと笑った。「誰だれに似たのだろうか？　世界にはラシカより怖いものだってきっとある。シュマは恐おそれすぎだ」

「私に何かできるなら、人間界に行くことも了承できます。しかし、私は弱いのです。ラシカを止めることなどできません。意味のないことはしたくないんです」

「では、決まりだな」

　ミルキが嬉うれしそうに、にやりと笑顔を構築した。

「……何が？」

「君はメッセンジャーだ。私はラシカをシュマに止めてもらう気はない。今回、それを行うのは人間界に住む者ということだ」

「依より代しろはいないのでしょう？」

「一いつ般ぱん市民にやってもらう」

「え？　それは危険なのでは？」

「ラシカは勝手に止まる。シュマだってわかるだろう？　同じドールなのだから。私が依い頼らいするのは、動かなくなったラシカの回収に過ぎないよ」

「動かなく？　ああ！　そうか、それなら……」

「君が私の頼たのみを断る理由がなくなった。意味はあるからね」

「でも……」シュマは視線を下げた。「や、やっぱり怖いです」

「ラシカと直接の接せつ触しよくを避さければいい。それで安全だよ」

「それは、そうですが……」

「もしかして人間が怖こわいのか？」ミルキはまた笑った。「人見知りなのだね」

「そ、そうなんです、多少は……」

　シュマは頰ほおを紅あかして、小さくなった声で言う。

「今回の件は、君のように慎しん重ちような行動を選せん択たくできる者がいい。そう、スイアよりもシュマが適任だとうことだ」

　スイアとは、ミルキが所有するもう一体のドールである。少年型ドールのスイアはシュマと同じような体格だったが、彼の性格は軽率さを感じさせるものだった。

「えっと、うーん……」

「あちらの食べ物は素晴らしいぞ。特に、甘いものは別格だ」

「……お菓か子し、ですね？」

　シュマの瞳ひとみが、一いつ瞬しゆんきらりと光った。

「興味があるのだろう。ならば決まりだ。時間が惜しい。もう話していても仕方ない。今からシュマに指示を出す。私の知り合いがあの街にいるから、とりあえず会って欲しい」

「あっと、えっと……は、はい。了解しました……」

　シュマは自分の気持ちに整理がつく前に、主に押おし切きられてしまった。
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　人間界、天界、魔ま界かい。その三つの世界の架かけ橋はしである『繫つなぎの間』を経由して、シュマは人間の住む世界にたどり着いた。それは旅行と言えるほどの長旅ではなく、随ずい分ぶんあっけなく移動は終わってしまった。少女にとって初めての人間界だが、知識としては充じゆう分ぶんにその世界のことを把は握あくしている。常識的な行こう為いに関しては問題ないとシュマは自覚していた。

「ここで……本当に間ま違ちがっていないのですか？」

　汚きたならしい三階建てのビルを見上げ、シュマは疑い深げに呟つぶやいた。小さなリュックを背負った少女は、現在一人でそこに立たち尽つくしている。

『そこの二階だよ』

　シュマの耳にミルキの声が聞こえる。少女がつけているヘアバンドから聞こえてくるものだった。猫ねこ耳みみの装そう飾しよくがしてあり、その姿は他者から見れば子供が面白がってしているファッションとしか認識されないだろう。

「わ、わかりました……」

　シュマは緊きん張ちようしながら応え、ビルに入っていく。中は薄うす暗ぐらく、何故か階段も急に感じた。しかし、それはシュマの身体能力が著いちじるしく低下しているからだろう。この世界での彼女は本来の性能をまるで発揮できない。

『そのドアをノックして、誰だれも応答しなかったら無断で侵しん入にゆうしていい』

　二階に一つだけあるドアがシュマの視界に入ったとき、ミルキの指示が聞こえた。ミルキはシュマのヘアバンドからこの世界を見ていた。耳の部分にそういった機能も備わっている。

「ええ……？　りょ、了解です」

　シュマはドアをノックする前に、そこに取り付けられた曇くもりガラスから中の様子を窺うかがおうとした。小さなビルなので、二階にはその部屋しかないようだった。

『早くしなさい』

「あ、はい」

　シュマが慌あわててノックすると、すぐに室内から返事が返ってきた。

「はーい、今行きますよー」

　そう言う女性の声が聞こえる。パタパタと中から足音が漏もれ、すぐに凄すごい勢いでドアが開かれた。

「あれ、誰もいない？」その女性は目を丸くした後、視線を下げて気づいた。「あ、こんにちは。……えっと、何の用かな？」

　予想以上に小こ柄がらな訪問者だったからか、彼女は不思議そうな顔をしている。シュマを凝ぎよう視しして、何かを思い出そうとするが、特に思い当たらなかったようだ。

『シュマ、このバンドを彼女に渡わたせ』

「はい」シュマが頷うなずいた。「とりあえず、これを装着していただけますか？」

　シュマは猫ねこ耳みみを頭から外し、女性に手渡す。彼女は理解できていない様子だったが、とりあえずそれを頭に乗せた。

「似合う？」にこっと笑い、シュマを見る。その直後に、彼女は大きな声を発した。「……えっ！　ミルキさん!?」

　目をぱちくりさせながら、彼女は何度か小さく頷いた。驚おどろきを隠かくせないようだったが、彼女はヘアバンドを押おさえつつミルキとの会話を続けていく。

「…………わかりました」

　最後にそう言って、彼女はシュマに猫耳を返してくれる。

　シュマは小声でミルキに向かって話しかけたが、もう猫耳からの反応はなかった。役目を終えたということなのかもしれない。

「中に入っていいよー」

　彼女はそう言いながら部屋の中へと入っていった。短めに切きり揃そろえられた黒くろ髪かみを眺ながめながら、シュマは彼女を観察する。かなり若いようだが、おそらくは成人している。そういう落ち着いた雰ふん囲い気きが感じられた。

　シュマは彼女に促うながされるまま部屋に入っていく。中はそれほど広くなく、応接用らしきソファがテーブルを挟はさんで向かい合わせに二つあった。その奥おくにも無機質な机が窓の近くに二つある。

「どうぞ」

　シュマをソファに座らせると、彼女はテーブルに置いてあったバスケットを指差した。そこにはたくさんのお菓か子しが山積みにされている。

「もうお昼の時間だね。よかったらお菓子食べてね」

「えっと……」

「あれ、甘いものは嫌きらい？」

「あ、いえ、初めて見るものばかりなので……」

「そうなんだ？　これなんかどう？」

　女性はそう言いながら一つのお菓子を手に取った。包みを解き、それをシュマに渡す。

「これはなんですか？」

「ビスケット。シンプルな焼き菓子だから、人を選んだりはしないよ」

「えっと、では、せっかくですから……」

　シュマは恐おそる恐おそるビスケットを口にした。人間界のお菓子は絶品だという噂うわさに心を躍おどらせていた少女は、内心ではかなりの興奮を感じていた。

「どう？」

「あ、美味しいです……。とても甘いですね」

　シュマが眼を輝かがやかせ、バスケットを見つめた。感動で僅わずかに手が震ふるえそうになったが、何とかそれを抑おさえ込こむ。

「どんどん食べていいよ」

「ありがとうございます。でも、私はお菓か子しを食べに来たわけではなく、他の用件があってここを訪れたので……」

　お菓子への羨せん望ぼうをどうにか後回しにし、シュマは本題へと近づいていく。大切なことはいつだって素直な欲望とは別の場所にある。自身にそう言い聞かせながら発言した。

「ああ、さっきミルキさんが言ってたね」

「マスターが説明したのですか？」

「ううん。あなたが話してくれるって」

「そうですか。……マスターの性格なら当然そうでしょうね。では、私の話を聞いてください」

　シュマは少しだけ残念そうな表情を作ってから、事の経けい緯いを説明し始めた。

「まず、この街が今現在直面している脅きよう威いは、魔ま界かいからの招まねかれざる者が訪れているということです」

「魔ま人じんが来てるってこと？」

「いえ……」シュマはフルフルと力なく首を振ふった。「あなたはある程度、私たちの世界のことを知っているようですね。しかし、今回は魔人より遥はるかに酷ひどい。魔人や天人は人間界に来れば平へい凡ぼんな力しか発揮できません。ですが、今回の訪問者は化物です」

「モンスター？」

　流る美みが笑った。突とつ拍ぴよう子しもない表現だったからだろう。

「この街のどこかに潜ひそんでいる彼は、ドールです」

「あなたと一いつ緒しよ？」

「……そうです」シュマはまた驚おどろいたが、逆に説明がしやすいと思った。「ですが、私のような力なき弱者ではありません。彼……ラシカという名ですが、あの子は人間の血液を体内に取り込み、規格外の力を得てしまった。それが強まっていけば天人や魔人の力に匹ひつ敵てきしかねない。そして、実際に彼はこの街で既すでに殺人を犯しています」

　シュマはちらりと流美を見るが、平然と黙だまっているので再び説明を続ける。

「ドールは本来、人の血液を得てはいけません。それは後に中毒症しよう状じようを引き起こし、元の人格は破は壊かいされ狂きよう暴ぼう化かします。そうなった彼が人間界で暴れれば、多数の死者が出てしまうのは明らかです。それを止めるために、私はマスターの指示によってここを訪れました」

「彼、あの子、という呼び方は、ドールが少年の姿形をしているから？」

「そうです」シュマが頷うなずく。「彼は幼い少年の容姿です。フォルムの年ねん齢れいで言えば、私と同程度の状態です。実年齢は別ですが……」

「ふうん。彼がこの街に至った経けい緯いは？　世界のどこでもなく、どうしてここを訪れたのかしら？」

「ラシカは人間の血を摂せつ取しゆしていた事実が露ろ見けんし、身体を破は棄きされることになりました。それを嫌きらった主が人間界に彼を放ったのですが、どうしてこの場所だったのかは判明していません」

「そう。……ああ、そうか、まだお互たがいに名乗ってなかったね」

「……！」

　彼女がそう言いながら微ほほ笑えむのを見て、シュマは再び驚おどろいた。少女は人間の常識から外れる話をしたと思ったが、眼前の流る美みは動どう揺ようする素そ振ぶりも見せない。流石さすがはミルキが紹しよう介かいした人物であるとシュマは感心していた。

「私の名前は龍りゆう華か流美。ミルキさんの友人ってことになるのかな」

「……あ、はい。えっと、私はシュマロマです。すみません、突とつ然ぜん押おしかけてしまって」

「それは大だい丈じよう夫ぶ。それより……そのラシカって子は、好戦的な人格ということでいいの？」

「いえ、おそらくラシカ自身、本来はそういった性格ではないと思います。私は直接の知り合いではないのですが、彼は、どちらかと言うと大人しいという話を聞いたことがあります」

「なのに、これからも人を殺すの？　既に起こってしまった事件は、人間側からの挑ちよう発はつがあった可能性とかは考えられない？」

「もし最初の事件が外的な要因をきっかけに発生した事態でも、これから起こり得ることとは関係がありません。彼は血を既に摂取している以上、それを続けなければならないはずです。そうしてそれが長引けば中毒症しよう状じようは必ず出てしまいます」

「つまり、暴走状態に陥おちいるということね……」

　流美は口元を押さえ、何かを考えるような仕草をした。シュマはそれを見て、少しの間黙だまっていたが、彼女が固まってしまったので声をかける。

「あの──」

「待って」流美がシュマの言葉を遮さえぎった。「さっき、天人や魔ま人じんに匹ひつ敵てきすると言ったよね？」

「今はまだその域に達していないはずですが、後に至る可能性はあります」

「ドールが天人や魔人のような力を使うってこと？」

「天人や魔人の特別な力というものは、主に自分たちの住む世界でしか成り立ちません。つまり、天人なら天界、魔人なら魔ま界かいということです。彼らは確かに、人間界の人間と比べれば異能とも言える力を宿していますが、その力はこちらの世界にまで干かん渉しようすることはできません。力と表現するよりも、天人や魔人の影えい響きよう力りよくですね。それが、それぞれ自分たちの世界でしか完全には活かせないということです」

「……だから依より代しろ、というものが存在するのね」

「ああ、依代のことも知っているんですね？　そうです。依代は天人や魔人の力を分け与えられた存在ですが、彼らが人間の常識を外れる力を使えるのは、あくまでも、この人間界で生まれ育った人間であるという事実が重要なんです」

「だったらラシカは、明らかに魔ま界かいの住人でしょう？　この人間界で、特別な力を発揮することができるの？　小さな子供と同じ身体しか持ち合わせていないなら、人を一人殺すのだって簡単ではないと思うのだけれど」

「本来はそうなのですが、人の血液を摂せつ取しゆしたドールは話が変わってしまうのです。私たちドールは、正式な生き物ではありません。だからこそ、どこかの世界に染まっているということがないのです。もちろん、本当に力を発揮できるのは、いつも暮らしている世界であることは間ま違ちがいありません。私なら天界。ラシカなら魔界です。けれどラシカが人の血を体内に取り込めば、人間界に生きる人々よりも遥はるかに強力な力を得ます」

「強力な力って、電でん撃げきでも放つの？」

「え？　いえ、ラシカの動きはとても素早く、そして殺傷能力の高い爪つめを持っています」

「ああ、そういった感じの危険性ね……」

　流る美みは何を思ったのか、少し口元を緩ゆるめた。シュマはそれに気が付いたが、理由までは当然わからない。

「私はマスターに指示され、この街に住む方の協力を得るために来ました」

「協力ね。普ふ通つうの人が手伝って何かできるのかな」

「ドールには大きな弱点がありますので、この世界の誰だれでも彼を止めることは可能です」

「弱点……」

「それは雨と眼球なのですが──」

「あ、待って。それを私に説明するのって、二度手間になるよね？」

「……え？　どういう意味ですか？」

「だって、あなたを手伝うのは私じゃないもの」

「えっと……そうなんですか？」

「ラシカは素早く動く。爪の攻こう撃げきが怖こわい」流美はそう反はん芻すうしながら窓の外を眺ながめた。「そういう相手なら、私よりも適任がいる」

「誰ですか？」

「峰みね城しろ世よ水すいっていう高校生。私の使いっ走りだよ」

「え……？」シュマは驚おどろきを隠かくせなかった。「高校生ということは、子供ですか？」

「頼たよりないと思った？　でもね──」

『世水だって？』

「わっ」

　テーブルに置いてあった猫ねこ耳みみから急に声が発せられた。シュマはびっくりしてのけ反り、座っていたソファの背もたれにぶつかってしまう。流美も同様に目を丸くしていた。

「まだ聞いていたのですか？」

　シュマが猫ねこ耳みみに向かって話しかける。そこからはミルキの笑い声が漏もれてきていた。

「別に、彼でもいいでしょう？」切きり替かえたのか、流る美みは平然と猫耳に尋たずねた。「問題がありますか？」

『いや……。私は異を唱えるつもりはないよ。少々意外だっただけだ』

「…………？」シュマが首を傾かしげた。「えっと、その……世よ水すいという方も、マスターのお知り合いなのですか」

『私は彼を知っているが、彼は私のことを知らない。説明なら流美ができるはずだ』

「ものぐさですねぇ……」

　流美が口元を緩ゆるめて、楽しそうに感想を述べた。

「あの……」

　シュマが急かすように声を出したので、流美は小さく頷うなずいてから話し始めた。

「ミルキさんの依より代しろが、この街にいたのは知ってる？」

「あ、はい。それは聞いています。確か名前は……如月きさらぎ美み玲れい」

　シュマは何度かその名を聞いたことがあった。依代は天人や魔ま人じんの力を分け与えられる存在ではあるが、人間自身の潜せん在ざいする力と呼応し合って真の力を発揮する。

　そして如月美玲は、とてつもなく強い依代だったらしい。つまりは逸いつ材ざい。シュマたちドールの中でも、その名はある程度知られていた。

　しかし、それは彼女が力を有していた時期に限られる。如月美玲は依代の力を失い、その間の記き憶おくすらも無くなり、ただの平へい凡ぼんな人間になってしまったという話だった。

「どうして、今如月美玲のことが出てくるのですか？」

　シュマには話が見えず、突とつ然ぜん出てきた話題に困こん惑わくしていた。

「峰みね城しろ世水が、如月美玲の兄だからだよ」

「え？」

「美玲は自分が特別だったことを忘れてるけど、その事実を知る者は数名いる。一人は私。そして世水も、その一人ということだね。彼は彼女の一番近くにいた子だから、当然と言えば当然なんだけどね」

「お兄さん、ですか……」

「つまりね」流美がバスケットのビスケットを手に取った。「世水は、世界には特別な力があって、特別な奴やつらがいるという事実を理解している。だから彼ならラシカの存在を疑うことはないし、事の重要性もきっと吞のみ込こめる」

「ああ、そういう……。でも、たとえ如月美玲の身内であっても、その彼は普ふ通つうの子供なのでしょう？」

「いや、彼は頑がん丈じようだし、動きも速い。世水は元いじめられっ子だけど、今は百ひやく戦せん錬れん磨まだ」

　嚙かみ砕くだいたビスケットを飲み込み、流美は自信ありげにそう言った。

「えっと、人間レベルで頑がん丈じようと言っても……」シュマは考えるが、結局それは問題にならないことを思い出した。「でも……。そうですね。事情を理解してくれる方がいるなら、それにこしたことはありません」

　シュマには策があった。それを完かん遂すいすれば、手伝ってくれる人が危険な目に遭あうことはない。

『うん』ミルキの声がまた聞こえた。『なら、この件は彼に任せよう。シュマは、世よ水すい君を流る美みに紹しよう介かいしてもらえ。あとは手て筈はず通りに、ということだ』

「あ、マスター。まだ聞いていたのですね」

『流石さすがにもう行くよ。私は私で、それなりにやることがあるからね。流美、色々と迷めい惑わくをかけてすまない』

「いいですよ、別に」

『なら、あとは任せた』

　その一言を最後に、猫ねこ耳みみは何の反応も示さなくなった。

　シュマと流美の間に数秒の沈ちん黙もくがあったが、先に流美が声を出した。

「じゃあ、さっそく世水に連れん絡らくしてみるね」

　彼女は携けい帯たい電話を取り出して操作を始める。時刻は日曜日の午後一時だった。
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　日曜の昼過ぎからインターフォンを連打する音が聞こえたので、世水は少なからずこめかみに血けつ管かんを浮うかべながらドアに近づいた。通常ではそこまで血気盛んでない彼でも、休日の睡すい眠みんをこうも邪じや魔まされれば多少の怒いかりを覚えるのは必然だった。

　世水の住む部屋は狭せまい。母と二人暮らしである彼は自室から数秒で玄関の前にたどり着き、ドアスコープから外を確認する。

　視界に入った情報を把は握あくし、世水は軽い溜ため息いきをついた。怒りはいつの間にかどこかへ消えている。

　彼は部屋着のままドアを開き、その場にいた少女に声をかける。

「……美み玲れい、何か用？」

　世水の顔を見た美玲は、にこっと笑ってから「やあ」と言った。そのまま世水の脇わきをすり抜ぬけ家の中に入り、彼が先程まで眠ねむっていた自室に入っていく。黙だまってそれを見ていた世水も追いかけるように続いた。

　世水の体温がまだ残っていそうな布団の横にちょこんと座った美玲は、遅おくれて部屋に入ってきた彼を見上げながら言う。

「今まで寝ねてたでしょ？」
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「ああ……」

　世よ水すいは再び布団の上に座り込んで、両目頭を押おさえながら応える。

「もうお昼だよ」

「そうだな」

「今日の夜眠ねむれなくなって、明日の朝起きれなくなるよ。そうしたら学校に遅ち刻こくしちゃう」

「もし今日の夜なかなか眠れなくても、明日の朝は起きれるし、学校にも遅おくれない。それでいいんだろ？」

「それならいいんだけど」

「今日はどうした？」

「今からバイトだから、通り道にあるここに寄っただけ。どうせ寝てるなら、起こしてあげようかなって」

「それってお節介では……？」

「一いつ緒しよに暮らしてた頃ころも、こうやって私が起こしてあげてたんだよねえ」

「起こす時、決まって音に頼たよるんだよな」世水は片目を細める。「どこかから持ってきた鍋なべをお玉でカンカン叩たたいたり、わざわざクラッカーを用意していたこともあった」

「結局は単純に騒そう音おんを出すより、内容的なインパクトがあれば寝ね起おきもいいんだよ」

「それそっちの思い込みだよな？」

「そうかなあ」

　あはは──と楽しそうに笑う美み玲れいを見て、世よ水すいは昔のことを思い返す。

　彼女は基本的に明るく優しい人格で、いつだって楽しそうに生きていた。少なくとも、ある時期が来るまで世水は自身の妹である彼女のことをそう認識していたのだった。

　だが、彼女はまだ小学生という幼さで深刻な問題を抱かかえてしまった。彼女は身に余るその状態について、当時はかなりの悩なやみを抱えていたようだった。それは世水の想定できる範囲にあるような出来事ではなく、非現実的な世界に彼女が巻き込まれている状じよう況きようだった。

　世水はその頃ころの詳しよう細さいを把は握あくしているわけではない。美玲は何かしらの超常的な力を得て、討とう伐ばつすべき敵のようなものと対たい峙じしていたという事実しかわからなかった。

　一いつ緒しよに暮らす妹が深夜に家を抜ぬけ出だすことに気づき、世水は後を追ったことがある。そこで見た美玲の行いは、世水の一いつ般ぱん的てきな感性を完全に破は壊かいするようなものだった。

　まるで美玲は魔ま法ほう少女のように輝かがやき、宙を舞まい敵と戦っていた。それは夢だったのかもしれない。一度しか目もく撃げきできなかった光景を、世水は今でも半信半疑に感じることがある。けれど、それはやはり夢ではない。いくら信じがたい出来事でも、実際に直面したという事実は決して揺ゆらがなかった。

　そして、彼女の抱える問題はやがて変質する。

　どうやら美玲は授かった特別な力を失ったようだった。そして同時に、彼女はその力に関わる全ての記き憶おくを欠落した。

　しかし記憶というものは、そこまで都合よく部分的な消去を許さない。彼女は非日常に付ふ随ずいする記憶と共に、今まで歩んできた人生の記憶の一部までもを失った。

　美玲はどうして自分がそうなってしまったのか戸と惑まどい、思い切り悩んだ。彼女の苦く悩のうは一種の拷ごう問もんのような、扉とびらの見えない暗くら闇やみの部屋に閉じ込められたに等しい事態だった。

　今の美玲が楽しそうに笑っているのを見ると、世水は時々、眼にこみ上げるものを感じることがある。

　美玲は自身で記憶障しよう害がいと付き合っていく決意をし、その苦悩を乗り越えた。彼女は抱えた重い苦難と共に、自身の精神的な成長を遂とげたのだ。そのことについて、世水は一切関わっていない。彼は彼女の兄という立場でありながら、何の手立てもなくただ事態を傍ぼう観かんする以外に道はなかった。

　世水は今でも当時の不ふ甲が斐いなさを悔くい、次に彼女が困難に出くわせば必ず力になりたいと常々思っていた。

「──世水、ねえ世水聞いてる？」

　美玲が世水を覗のぞき込こむように話しかけていた。数秒だけ呆ほうけていた彼は驚おどろいて、三十度ほど背中を後ろに反らす。

「ああ、何だっけ？」

「聞いてなかったでしょ？　やっぱりまだ寝ね起おきなんだね～」

「いや、まあ、そうかな……。で、何の話だっけ」

「だから、バイトの給料日の話だよ。明日が十日だからね。世よ水すいに買い物に付き合って欲しいの。服とか買いたいんだよねえ」

「女友達と行けば？」

「バレンタインのチョコもあげたいし。二月十日と言ったら、もう誤差だから」

「それは兄妹の必然？　他の奴やつに渡わたせば？」

「相手がいないから、世水で練習しておこうかと」

「手作りでもないチョコを渡すのに鍛たん錬れんが必要なのか？　ちなみに俺おれは他の人からもらえるよ、多分だけど」

「それはどうでもいいの。世水が誰だれかに執しゆう着ちやくされていても、それに対処するのは世水以外にあり得ないんだから」美み玲れいが優しく微ほほ笑えんだ。「まあ私が世水にチョコを渡すのは一種のルーティンワークだね」

「自己満足に近いな」

「バレンタインってそのためにあるからね」

「うん、確かにそうかもしれないな……」

「美味しそうなチョコクレープのお店があるんだよねえ。一度行ってみたくって」

「そうか。それが目当てか。チョコを渡すどころか一いつ緒しよに食べる気か」

「目的があるから捗はかどるんだよ。当然の帰結だね」

「まあ、俺も甘いものは嫌きらいじゃないけど」

「むしろ好きでしょ？　じゃあ決まりね。明日の放課後だから」

「ああ、じゃあ、その方向で……」

「約束ね。……私はもう行くから」

　美玲はそう言ってから家を去った。

　世水はそれを見届けてから、まずは携けい帯たい電話の電源を切る。これでおそらく誰にも邪じや魔まされずに眠ねむれるはずだ。彼はそう考え、またその場で横になる。

　現時点の彼にとっては、二に度ど寝ね以上に価値があるものを見つけるのは難しかった。
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　月曜日になって、世水は一分の遅ち刻こくをするわけでもなく高校にたどり着いた。週末に睡すい眠みんのリズムが乱れることはあっても、彼は強引にそれを修正することができるタイプだった。

　そうして普ふ段だん通りに授業をこなし、世水は午前中の予定を何事もなく消化していく。やがて昼休みになり、彼は登校途と中ちゆうに購こう入にゆうしたパンを一人で大人しく食べていると、ある一つのことを思い出した。昨日の昼から二十四時間近く、携けい帯たいの電源を切ったままだった。今いま頃ごろになって気が付くというのは、彼が他者との交流に積極的でない証かもしれない。

　制服のポケットから携帯を取り出し、世よ水すいは電源を入れた。その数秒後にメールが届く。電源を切っていた間に送られてきたものだろう。

　複数あるが、その中で一番古いものを最初に開いてみる。

　それは着信通知を知らせるメールだった。名前を確認して、思わず世水の口から声が漏もれる。

「流る美みさん……？」

　驚おどろきはしたがすぐに気持ちを切きり替かえ、世水は教室から出ていく。

　当てもなく歩きながら、世水は他のメールを確認する。最初の着信通知以外の三通のメールがあったが、その全てが流美からのものだと今になって把は握あくする。

　一通目は『用があるので気が付いたら連れん絡らくしてね』

　二通目は『それなりに急用です』

　三通目は『早く』

　メールの文が段々短くなっていた。この文面だけでは流美の真意は測れない。一つ明らかに見て取れるのは、彼女がそれなりに急いでいるという事実だけだ。

　流美に電話しなければならないので、世水はてきとうな場所を探しながら廊ろう下かを歩いた。階段を上り、屋上へ続く道を進む。

　しかし、この学校の屋上は開放されていない。その閉ざされた扉とびらの前にある踊おどり場ばが、基本的には誰だれも訪れない死角的なスペースである。

　世水がそこを覗のぞき込こむと、今日は先客がいた。二人の女子生徒が、何やら楽しそうに立ち話をしている。一人は背の高いボーイッシュな少女で、もう一人はそれに対比したかのように華きや奢しやな容姿だった。

　世水がどうしようかとその場で立ち止まっていると、少女たちが彼に気が付いた。

「……峰みね城しろ世水？」

　小さな呟つぶやきだったが、二人が同時に発した声はよく響ひびく。少女たちは何故か、少し身構えているような様子だった。

「君、峰城君だよね。何か用？」

　背の高い少女が不思議そうに尋たずねてくる。

　世水はそれ聞いて思わず眉まゆを顰ひそめてしまった。彼は二人の女子生徒を知らない。

「あの、ちょっとこの場所を使いたいんですけど……」

　制服からどうやら先せん輩ぱいであることがわかったが、どうして自分の名を知っているのかは理解できなかった。

「なんか聞いてたのと違ちがうなあ……」

　少女が興味深そうに世よ水すいを見つめる。

「でもさ、やっぱり危ない人なんじゃない？　あんまり関わらない方が……」

　小こ柄がらな方が少し怯おびえるように囁ささやいた。

「まあ、それもそっか」

　頰ほおに指を当てて、数秒だけ考えるふりをしてから背の高い少女が応える。

「そうしようよ……」

「うん。じゃあ峰みね城しろ君、ここは使っていいよ。有名人には丁てい寧ねいに対応しないとな」

「ちょ、そういうのはいいから、もう行こう？」

　華きや奢しやな少女はびっくりして、相方の手を引っ張る。

「どういう意味ですか？」

　世水が聞き返すと、背の高い少女は面白そうに肩かたを竦すくめる。

「君は喧けん嘩かの超強い不良だって言われてるよ。でも、そういう雰ふん囲い気きはないなあ」

「俺おれは──」

「それだけだよ」彼女が世水の反論を遮さえぎった。「君と話していると新聞部の彼女に切り殺されそうだから、あんまり長話はできないけどな」

「……もう行こうよ～」

「うん」

　彼女たちはそう言いながら階段を下りていった。去り際に少女たちの会話がまだ聞こえたが、「全然怖こわくなかったな」「……確かに、むしろ優しそうだったね」「結構かっこいいかも」「ええ～でも木刀で叩たたかれるよ」「それはやっぱり怖いな」「そうだね怖いね」「あはは。やっぱり噂うわさ通り怖いのか」などという世水にはどうすることもできない類の話だった。

　世水は今の子達の会話を聞かなかったことにして、すぐに流る美みの電話番号をコールする。

　彼女が電話に出たら、それなりに久しぶりだと世水は考えた。しかし、懐なつかしい気持ちになるという程でもない。

　世水と流美は、数年前に美み玲れいを通じて知り合った。世水自身は、美玲が流美とどうやって知り合ったのかは知らない。まだ小学生の頃ころ、世水はクラスの複数の男子から酷ひどいいじめを受けていた。彼自身はその原因を理解することもできず、だから、それにどう対処していいのかも皆かい目もくわからなかった。そして、当時の世水が直面していた問題を間接的に解決したのが、美玲の連れてきた流美だった。美玲はおそらく、世水を助けるように流美に頼たのみ込こんだのだろう。

　そういう経けい緯いがあったから、世水は流美に頭が上がらない。

　ツルルルル──と電子音が流れ続ける。そして少しすると、プッという音と共に声が聞こえてきた。

『やっと繫つながった!!』

　それは大きな声だった。そして、確実に流美の声だとわかる。

「……お久しぶりです。で、何の用ですか？」

『世よ水すい、今学校？』

　流る美みは挨あい拶さつすら省き、すぐにそう尋たずねてきた。

「はい」

『へえ、ちゃんと通ってるんだ。偉えらいじゃん』

「普ふ通つうですよ」

『普通は案外難しい。あなたの師し匠しようがよくそう言ってたよ』

「そうかもしれません。それで、何か用があるんですよね」

『電話ではちょっと、伝えるのが簡単じゃないの。だから学校が終わったら事務所に来てくれない？』

「え、大事な話ですか？」

『そう』

「どれくらい？」

『人の命に関わる』

「冗じよう談だんですよね？」

『それは不ふ謹きん慎しんだ』

「……そうですか」世水は驚おどろいた。「だったら、今から学校を抜ぬけて行きましょうか？」

『駄だ目めだよ。勉強が遅おくれている人は、しっかりと授業を受けないと』

「それは人の命よりも大切ですか？」

『詳くわしいことを説明すればわかるけど、一刻を争う事態ではないの。本質的な部分だけを見ればそうじゃないかもしれないけど、私たちが手を出せる事こと柄がらには、まだ少し時間があるんだよ』

「……どういう意味ですか？　全然わかりません」

『君が昨日、私の連れん絡らくを無視したから、二度手間になるのに色々話を聞いちゃったからね』

「話を聞いた？　誰だれに？」

『いいから、学校が終わったらすぐに来て』

「あ、はい」

　有無を言わせない鋭するどい口調で流美が要求したので、世水は思わず首しゆ肯こうする。

『じゃあ、また後で』

　世水が返事をする前に、流美は電話を切ってしまった。仕方がないので携けい帯たいをポケットに押おし込こみ、自分の教室へと戻もどることにした。

「あっ」

　一歩踏ふみ出だしたとき、世水は美み玲れいとの約束を思い出した。身体を動かしたことによって、記き憶おくが活性化されたのかもしれない。

　チョコレートと人命を天てん秤びんにかけるが、その計測は一いつ瞬しゆんにして終わってしまう。

「……話って何かな」

　世よ水すいはわざとらしくそう呟つぶやいて、美み玲れいの怒おこる顔を想像しないように努力した。
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　放課後になり、世水は急いで学校から流る美みの元へと向かった。

　世水は流美の事務所を数える程しか訪れたことがなかったが、簡素なその間取りは以前と変わっていないようだった。

　世水が事務所に入ると、最初に小さな女の子が視界に入る。

　まるで人形のように容姿が整っていると彼は思った。腰こしの近くまで長く伸ばされた金の髪かみは、何かの繊せん維いで構築されているような繊せん細さいさを演えん出しゆつし、肌はだも雪のような白さが全身を覆おおっている。

　その少女は普ふ段だん着ぎとは思えないほどの美び麗れいな刺し繡しゆうの施ほどこされたドレスを着ていた。

「初めまして、世水さん」

　世水と目が合った少女はそう言って頭を下げる。世水はそれを見るまで、本当に彼女が生きているのか確信が持てていなかった。

「……こんにちは」

　挨あい拶さつをお互たがいに交わし、それから流美が二人を紹しよう介かいした。

「じゃあシュマちゃんが世水に直接説明してあげて」

「わかりました」

　少女が頷うなずき、世水がどうして呼び出されたかの説明が行われた。

　彼女の話を聞き始めた世水の表情が、段々強張っていく。いくつか予想していた類のことが完全に的外れだったからだろう。

　異世界からの招まねかれざる来訪者。その少年の危険性。彼は既すでに事件を起こしてしまい、それを止めるために訪れた少女。人間の誰だれかがそれを手伝わなければいけない。

　そういった突とつ拍ぴよう子しもない内容だった。

「…………へえ」世水の口から声が漏もれる。「色々と……今いま更さらそんな感じの話を聞くとは思ってなかったな」

　彼は口元を押おさえ、何かを思い出すような仕草を作った。最初に思おもい浮うかべたのは、おそらく過去の美玲で間ま違ちがいない。

「しかも、美玲が使っていたあの不思議な力は、君の関係者が原因だったのか。それはつまり、美玲の記き憶おく障しよう害がいにも絡からんでるってことだろう？」

　世水がそう言いながらシュマを睨にらんだので、少女の表情が一いつ瞬しゆんにして固まった。怖こわいと思ったのかもしれない。

　世水が真しん剣けんな表情をしたのは、美玲の今に至るまでの状態を反射的に思い出したからだった。

　美み玲れいは今でこそ自分の記き憶おく障しよう害がいと前向きに付き合っていく覚かく悟ごを決めたようだったが、それが発生した当時は当然のように彼女は酷ひどく悩なやんでいた。それは世よ水すいの妹が初めて直面する絶望的かつ陰いん鬱うつな事態で、深夜に彼女が部屋で泣いているのを世水は何度も聞いた。

　世水は彼女のために何かしたいといつも考えていたが、記憶を取とり戻もどす方法などわかるはずもない。彼は妹が苦く悩のうしているのをただ傍ぼう観かんすることしかできず、自身の無力さを痛感し続けた。同時期に彼が肉体的な強さを求めたのは、自身の不ふ甲が斐いなさを払ふつ拭しよくしたいという強い願望が心の奥おく底そこにあったのは明らかだった。

　しかし結局、世水の努力は美玲の力にはなれなかった。美玲はいつしか自身の抱かかえた問題を受け入れ、自力で精神的な成長を遂とげてそれを克こく服ふくした。

　世水が当時を振ふり返かえって眼に悲ひ哀あいを漂ただよわせていると、目の前にいる少女は声を発せずにいた。どんな言葉をかければいいのか思いつかないのだろう。

　しかし、流る美みはそれを気にせず手を何度か叩たたいた。

「まあまあ、今はその話は置いておいて……」

「……そうですね」

　世水が何とか頷うなずくのを見て、少女はほっとしたようだった。

「急にこのような話を持ち込んで申し訳ありません。ですが、これはこの街にとって危険過ぎる状じよう況きようなのです」

「質問がある」世水が手を軽く上げた。待て、のポーズのようだ。「そのドールはどうしてそっちの世界からこの街に来たんだ？」

「そうですね……。それはもう少し、私たちのことについて説明しないといけないかもしれません」

　シュマは座っていたソファで背筋を伸ばして、僅わずかに緊きん張ちようしている様子だった。

　世水は黙だまってそれを見ながら、少女が何を言うのかに集中している。常識を超える話をされるなら、感覚を研とぎ澄すまさなければ理解するのは難しい。

　逆に、流美はあまり険しい表情を作っていなかった。彼女は既すでにシュマの話をそれなりに聞き、ある程度は事の次第を受け入れているのかもしれない。あるいは世水に全てを押おし付つけるつもりで、この件に関する思考をもう放ほう棄きしている可能性も充じゆう分ぶんにある。

「ドールという存在は、将来の天人や魔ま人じんの候こう補ほです」

「候補？」

「はい。私たちは見習いなのです。ですから、今はまだ人ではないのです」

「……人じゃない」

　世水は聞いた言葉を反はん芻すうするが、それを理解するのは簡単ではなかった。目の前で話す少女は、住む世界は違ちがっても同じ人間にしか見えなかった。

「私たちの身体は作り物の器です。この身体は私の指示通りに制せい御ぎよされてはいますが、生身というわけではなく、血すら通っていません」

「まさか」

「そのまさかです」シュマは眼を細めた。「そして、私たちの身体に血液はご法度なのです」

「………………」

　世よ水すいは驚おどろいたが、表情は変えないように気を付けた。ある程度の動どう揺ようを悟さとられたくなかったのかもしれない。

「ですが、ラシカが人の血液を摂せつ取しゆしていた事実が発覚しました。それはやがて中毒症しよう状じようを起こし、元の人格は破は壊かいされ、暴走状態に陥おちいります。それを防ぐためにラシカの身体は破は棄きされることになったのですが、彼は……いえ、彼の主はそれを嫌きらって、ラシカをこの世界に逃にがしました。私は彼を捕つかまえるため、この世界を訪れたのです」

「ラシカは誰だれかの血を飲んでいたってことか？」

「飲んだとも考えられるし、彼の場合、爪つめの先から吸い取ったのかもしれない。身体の素材は砂ですから、それが可能なのだと思います」

「砂!?」

「私たちドールの身体は、天界と魔ま界かいにある物質『奇き跡せきの砂』によって構築されています」

「生身じゃないのか」

「奇跡の砂は、人々が死を迎むかえた時に身体から放出される微び量りようの粒りゆう子しです。もっと詳くわしく言えば、それは天界と魔界、そして人間界という三つの世界を繫つなぐ空間に溜たまっていくのです。私たちドールの身体はそれを使用し完成しています」

「それは……」世水は眼を数秒瞑つむった。「納得するのは簡単ではないね」

　世水はすぐに眼を開けてシュマを観察するが、少女が作り物であるとは思えなかった。どう見ても普ふ通つうの人間にしか思えない。あえて欠点をあげるなら、彼女の造形が少し整いすぎているという違い和わ感かんくらいだろうか。

「うーん、まあ、それはいい。……でも」世水は話題を変える。「君はラシカを捕まえるって言ったね。本当は彼の破棄が目的なんだよな？　それは殺すってことじゃないのか？」

「いえ、私たちはラシカの人格まで消失させようとは考えていません。彼を捉とらえ、新しい身体を与えるのです」

「新しい身体？」

「血の通っていない、新しい器です。そうすればラシカが中毒を起こすことも人格が暴走することもありません」

「そんなことが可能なのか？」

「はい」シュマはさらりと答える。「ラシカを汚よごれた身体のままで放っておくわけにはいかないのです。……長くなりましたが、これらが質問の答え。私がこの街に来た理由です」

「……そうか」

　完全ではなかったが、世よ水すいは納得したつもりになって頷うなずく。

　だが聞きたいことは他にもあった。

「そもそも、どうして俺おれにその話をするんだ？」

「まあまあ世水、そんなに急かさないの」流る美みが笑った。「早い男はモテないらしいよ。それなりに耐たい久きゆう力りよくがなきゃダメ。お互たがいのためにもね」

　世水とシュマは、流美が何を言っているのかよくわからなかった。二人は疑わしげな表情をして、一人でチョコレートを食べていた流美を見る。

「世水もシュマちゃんも、とりあえずお菓か子しを一つ食べよう」

　流美はテーブルに置かれたバスケットを指差した。そこにはチョコ以外にも、ビスケットやキャンディが入っていた。

　世水は彼女に抗あらがうつもりはないので、チョコを一つ手に取る。シュマもそれに倣ならい、ゆっくりと手を伸ばす。少女は少し迷った後にビスケットを選せん択たくした。

　三人がそれぞれのお菓子を食べ、しばしの沈ちん黙もくが部屋を包む。

　甘党である世水はお菓子が好きだったので、流美の提案は悪くなかった。ビスケットを食している間に、たった今少女に聞かされた話を頭の中で整理する。

　まず今の話が全て事実だと仮定する。そこを疑っては思考が停止してしまって前に進むことができない。そしてラシカの存在を理解しようと試みる。

　しかし、それはなかなか難しいことだった。まだ色々と少女に話を聞かなければいけない。世水は改めてそう思った。

「もういいですよね」世水が言う。「話の続きを」

「あ、えっと、はい」シュマはこくりと頷いた。「何故、世水さんにこの話をするのかと言うと……」

　シュマは隣となりに座っていた流美を見た。流美はそれに気づき、にこりと微ほほ笑えむ。

「私が紹しよう介かいしたからだよね」

「……そうです」

「それだけ？」

　世水も流美につられて少し笑った。しかし、それは苦笑と表現した方が正しい。

「つまりね、世水が適任だと思ったの。これは明らかに常識の外にある出来事。君はね、普ふ通つうの人よりもこういう事態に耐たい性せいがあるから」

「……美み玲れいが特別だったからですか？」

「そう。今となっては昔の話かもしれないけどね。彼女は私のことだって覚えていないし」

「……でも、俺は特別じゃないですよ」

「理解があればいい。今回のことは、それを受け入れることができる人なら誰だれだっていいんだ」

「だったら流美さんでもいいのでは？」

「君は美み玲れいの日常を守る義務があるでしょ。この街で何か起きようとしているのなら、兄であるあなたが一ひと肌はだ脱ぬぐのが道理だよ」

「義務？　兄妹だからですか？」

「最早彼女の存在は、その枠わくを超えているとも考えられる」

　流る美みは真面目な口調でそう言ったが、世よ水すいにはよく理解できなかった。

「彼女って、美玲ですよね？」

「そう」流美が丁てい寧ねいに頷うなずく。「美玲は昔特別だったと認識されてる。でもだからと言って、今は特別じゃないとは断言できない」

「え？　どういう意味ですか？」

「彼女がドールに殺されでもしたら、この街から必ず何かしらの異変が発生するはず。ミルキさんが強引に介入を図っているのは、少なからずそういった予測があると私は思う」

　流美の言葉を世水は頭の中で精査したが、納得のできる解は導けない。それは一いつ緒しよに耳を傾かたむけていたシュマも同様の様子だった。

「とりあえずわかったのは」世水が言う。「ラシカを止めれば問題なしってことですよね」

「そういう認識でいい。それが美玲を守ることにも直結しているはずだから。それ以上に価値のあることなんて、探してもなかなか世界に転がっていないよ」

　流美は満面の笑みを作り、世水を見つめる。そこには謎なぞの威い圧あつ感かんがあり、世水は少し気け圧おされた。彼女はもしかしたら面めん倒どうを押おし付つけようとしている可能性もあったが、世水はそれを口にする気はなかった。

「俺おれは何をすればいいんですか？」

「引き受けてくれる？」

「いや、何をすればいいかを聞いてから判断します。自分にできるかどうか」

「そう」流美は頷うなずいた。「じゃあ、私の仕事はこれで終わりだね。世水を紹しよう介かいすればいいだけだったから。あとは、世水とシュマちゃんの二人で話して」

「わかりました」

「じゃあ、あとは世水の家で話してね」

「え、ここじゃダメなんですか？」

「さっき言ったでしょ？　私もそれなりに忙いそがしいの。もう仕事の時間になっちゃうよ」

「ああ、そう言えばこの事務所って」

「そう、一応は人材派は遣けん会社なんだよね。だから私の仕事はいつだって誰だれかに誰かを紹介すること。シュマちゃんの依い頼らいも同じだね。私の領分はここまでのはず」流美はそう言ってから、シュマの方を見た。「もしも、万が一、世水があなたの依頼を断ったら、またここに来て。もしそんな不ふ遜そんな事態が発生したら、私はとてつもなく忙しいけど、嫌いや々いやじゃなく、全力で命を賭かけて、あなたの仕事を手伝うから」

　流る美みは世よ水すいにも聞こえるようにそう言った後、事務所から二人を追い出した。彼女はおそらく、これで自身の仕事が完結したと確信したのだろう。随ずい分ぶん気楽な表情をしていた。

　三階建ての古びたビルの前で立たち尽つくした二人だったが、まずは世水が仕方なく声を発する。

「とりあえず、俺おれの家に行こうか」

「えっと、そうですね……」

　シュマはぎこちなく首しゆ肯こうし、それに同意した。

　二人はゆっくり歩き始める。
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　美み玲れいはそれなりに怒おこっていて、その感情がどこから来ているのかは明白だった。

　放課後になり、彼女は予定通り世水のいるクラスを訪ねた。しかし、そこに彼の姿は既すでになく、残っていたのはお喋しやべりをしている数名の男女だけだった。

　そのうちの一人が伝言を預かっているというので話を聞くと、『用事ができたから今日は行けないよ』というシンプルな内容を知らされた。

　そういうこともあるだろう。それは理解できる。でも、どうして直接言わないのだろうか。美玲はそこが気に食わなかった。ちゃんと理由を話せば何も問題はないし、その方がずっと潤じゆん滑かつに事が進むはずだ。

　遅ち刻こくをせずに登校した点（早朝、校内で見かけた）は評価できるが、もう少し約束をした相手のことも考えて欲しい。

　彼女はそんな不満を抱いだきながら自宅へと向かっていた。

　二月の夕方前はもう薄うす暗ぐらい。空気も乾かん燥そうし、油断したら風か邪ぜを引いてしまうかもしれない。美玲はマフラーを巻き直して、身体が暖まることを期待するように速いペースで歩いている。

　その途と中ちゆう、見覚えのある女性が眼に入った。大きな公園の入口、そこに置いてある、等身大のライオンのオブジェに腰こし掛かけて絵を描かいている少女だ。

　美玲は道を渡わたってそこに近づき、その子に声をかける。

「有あり栖すさん。こんにちは」

　スケッチ帳を凝ぎよう視ししていたその子は、声に気が付いて顔を上げた。それから少し眼を大きくし、美玲を見つめる。

「……美玲」その子がスケッチ帳を閉じた。「こんにちは。今から帰るのかしら」

「はい。有栖さんは帰らないんですか？」

　美玲が尋たずねた。彼女の名前は月つき矢や倉ぐら有栖。美玲が通う高校の一学年先せん輩ぱいで、有栖は二年生だった。彼女も学校の制服を着ている。

「絵を描いてからにしようと思ってね……」

　有あり栖すがスケッチ帳を右目でちらりと見て言った。彼女は左眼に黒い眼帯を装着していて、開かれた視界は普ふ通つうの半分しかない。そして目立つのはそれだけでなかった。有栖は防犯対策として常に木刀を携けい帯たいしている。それは布で包まれてはいるが、やはり普通ではない。

　しかし、それらの特異な部分よりも、さらにわかりやすい特とく徴ちようが有栖にはあった。

　それは美しさである。有栖は美しい。

　美み玲れいは高校生らしい可愛らしさを有していたが、有栖のそれはまるで性質が違ちがう。

　有栖は既すでに完成されていた。彼女の造形に欠点らしき部分は存在せず、全てが整っている。腰こしよりも下まで伸びた漆しつ黒こくの髪かみは水すい墨ぼく画がを思い起こさせるように芸術的で、形の整った眉まゆと鋭するどい右目の眼光からは溢あふれる生命力を感じさせる。鼻と口はその場所以外に配置されることを許さないかのような雰ふん囲い気きを醸かもし出だし、それらの部位を輪りん郭かくが完全に制せい御ぎよしている。

　体たい軀くも同様に、見る者を明らかにひきつける要素を従したがえていた。彼女の胸元は全身のバランスから考えれば、少し余計に発達しているとも言えたが、それを負の部分と表現するのは難しい。その下の引ひき締しまったくびれから臀でん部ぶ、そして地に着く両の足まで魅み力りよく的てきな曲線を作り出している。

　表情の何割かは眼帯で隠かくされても、有栖が美しいという事実を隠いん蔽ぺいすることはできない。

　彼女の容よう貌ぼうに欠点はない。問題があるとすれば、それは幾いく分ぶん奇き抜ばつな彼女の性格だけだろう。
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「部室に寄ってきたんですけど、誰だれもいませんでした」

　美み玲れいが言う。彼女は新聞部に所属していて、先せん輩ぱいである有あり栖すもそうだった。

「いつも、私たちが喋しやべっているだけじゃない」

　くすりと有栖が笑った。新聞部はあまり精力的に活動していない。部員数も五名しかいなかった。

「それにね、今日は部活動が中止でしょう？　知らなかったのかしら？」

「あ、知ってますよ。でも、有栖さんならいるかなぁって覗のぞいてきたんです」

「私が学校の決まり事を無視すると思ったの？」

「気にしないかも、と」

「……確かにそれは正しいかもしれないわね」有栖は先程からずっと楽しそうな表情をしている。「でもね、今日はそういう雰ふん囲い気きじゃないでしょう？」

「ああ、近所で殺人事件が起こったんですよね。昨日の朝に遺い体たいが発見されたって。部活は運動部も含ふくめて全部中止になってました。……でも、まだ教室に残っている人たちはいたなあ」

「危機感がないんでしょう？　私だってないもの。あなたはあるの？」

「そう言われれば、確かにそこまで深刻には……。でも一昨日の夜現場の近くを歩いてたんですよ、私。それを思うと、怖こわいかなって」

　美玲はその時のことを思い出す。世よ水すいと映画を見に行った帰り、不良に絡からまれている少年と遭そう遇ぐうした場所の近くで事件が起きたようだった。テレビで何度も現場が映し出されていた。

「本当に？」有栖が右目を大きくする。「遺体が発見されたのは昨日の朝だけど、事件が起こったのはもう少し前の時間だったとニュースで言っていたわ。結構危なかったのかもしれないわね。美玲がバラバラにされなくて良かったわ」

「怖いこと言わないでくださいよ……」

「結局みんなが他ひ人と事ごとだと思ってる。当事者以外はそうなってしまうのが普ふ通つうでしょうね。きっと、焦あせっているのは犯人と、それを追わなければいけない人たちだけ。さっきから何度か警察官が巡じゆん回かいしているのを見たわ。彼らはどうして二人一組で行動するのかしら。効率が悪いと思わない？」

「うーん、何かあった時に対応する効率がいいんじゃないですか？　一人では対処できない問題があっても、二人なら解決できますし」

「二人では解決できない問題に直面したら？」

「そんなこと言っていたら何もできませんよ～」

「……そうかもしれないわね」有栖は頷うなずいた。「先週の出来事だって、一対一ならどうにでもなったのに」

「ああ……、そっか、この公園でしたよね」

「あの時は、助けてくれてありがとう」

　有栖は丁てい寧ねいに言って、それから美玲に微ほほ笑えんだ。

　今から一週間前も、有あり栖すは全く同じ場所、公園の入口でスケッチをしていた。それは彼女の趣しゆ味みでもある。

　先週も現在と同じくらいの時刻だった。有栖は広い公園を眺ながめながら風景を描かいていたが、偶ぐう然ぜんそこを通りかかった五人組の若者に絡からまれた。それは有栖の容姿が彼らを引き寄せた可能性も多大にあるが、今となっては知るすべもない。

　有栖は男たちにスケッチ帳を急に奪うばわれた。自分たちを勝手に描いたのだろう、と男たちがにやけながら言った。

　有栖はそれを相手にしようともせず、スケッチ帳を持った男の手を迷わず木刀で思い切り叩たたいた。彼女は自身が正しいと感じた時、暴力を振ふるうことに躊ちゆう躇ちよなどしない。男の掌てのひらは間ま違ちがいなく砕くだけただろう。

　男は呻うめき声ごえをあげてうずくまった。それを見た残る四人の男たちが切れ、有栖に襲おそいかかった。彼女はそれらを返かえり討うちにするつもりだったが、それは叶かなわなかった。

　邪じや魔まが入ったのだ。見方によっては、助けが入ったとも言える。

　その場に割って入ったのは世よ水すいだった。彼は美み玲れいと一いつ緒しよに下校している途と中ちゆう、この公園を通りかかった。

　知り合いが困っていれば、世水はそれを安易に見過ごすような人格ではない。彼は過去に強化されていた喧けん嘩かの技術を駆く使しし、有栖を救うことに成功したのだった。

「私は関係ないですよね。偶然居合わせただけですから……」

　美玲が先週のことを思い出しながら苦笑する。

「世水君には惚ほれ直なおしたわ」

　有栖がさらりと言うが、それは冗じよう談だんではなかった。彼女は数年前から、明らかに世水に執しゆう着ちやくしている。その事実は美玲も知っていた。

「ああいう時は、まず逃にげるのが最善ですよ？」

　美玲は有栖の言葉にどう返答すれば迷ったので、とりあえずそう応えた。

「そうか、一昨日の夜……」有栖が独り言のように呟いた。「美玲は世水君と映画を見に行っていたのね」

「あ、そうです……」

「助けてくれたお礼に、私が彼にチケットを渡わたしたの。……二人分」

「世水から聞きました」

「私を誘さそってくれるかと期待したけど、やはり駄だ目めだったみたいね。まあ、わかっていたことではあるのだけれど。……理解はできても、簡単に納得するのは難しいわ」

　有栖は儚はかなげに微ほほ笑えみ、美玲を見つめる。二人に数秒の沈ちん黙もくが生まれたが、彼女らの隙すき間まを冷たい風が通とおり抜ぬけていくだけだった。

「……寒いわね」有栖がわかり切っている事実を呟つぶやく。「一緒に帰りましょう。方向は同じなのだから」

「……はい。私も寒いなって、思っていたところです」

　少し緊きん張ちようした声で美玲が応えた。二人はそれなりに気の合う友人ではあったが、関係が微び妙みようであるとも言えなくもなかった。その原因はおそらく世よ水すいにある。

　二人は並んで歩き始めた。美み玲れいは駅の近くに自宅が、有あり栖すは電車に乗って二駅のところに家があった。

　彼女たちは前を見ながら進んでいくが、その景色はいつもと全く変わらない。街に事件が起こっていても、視界に入る範囲に実際の変化がなければ何も気づくことはできない。彼女たちの街が直面している事態は、まだその程度のものだった。

「同じ場所でスケッチしていましたけど、それって危なくないですか？　またあいつらが来たりしないかな」

　ゆっくりと歩きながら、美玲は有栖にそう尋たずねてみた。有栖がさっき座っていたライオンのオブジェは、先週若者に絡からまれた場所で間ま違ちがいない。

「それは少し思ったけど、描かきかけだったからね」

「ああ、途と中ちゆうで邪じや魔まされたんですよね」

「もしも馬鹿な人たちがまた現れたら、今度は私一人で追おい払はらえばいいから」

「そんな、危ないですよ」

「安心して。もう描き終わったの。次からは別の場所にするわ」

「その方がいいですよね、絶対」

「でも、あの公園は駅から学校への通り道にあるから、毎日のように通るのよね」

「そうですね。明るいうちは基本的に危なくないと思うんですけど……。小さい頃ころはあの公園でよく遊びましたよ」

「小さい頃と言えば、あそこにはホームレスが住み着いているわね」有栖が急に言った。「昔からいるの？」

「え？　いえ、私が小さい頃にはいませんでした。でも大きな公園ですから、たまにそういう人は見ますね。それがどうかしたんですか？」

　美玲が昔を思い出しながら応える。有栖がどうしてそんな話を振ふるのか不思議だった。

「大したことではないのだけれど、小さな男の子が一いつ緒しよにいたから」

「誰だれとですか？」

「おそらく公園に住んでいるらしき方と」

「へえ、息子ですか？　……いや、それはないかな」

「肌はだが褐かつ色しよくで、少し外国人のような雰ふん囲い気きだったわ。あそこで何をしていたのかしら」

「……その子って何歳くらいに見えました？」

「そうね……。十歳くらいかしら。小学生だと思う」

「もしかして、髪かみの色は灰色でした？」

「あら、知っている子供？　確かに髪の毛はそんな感じだったような気がするわ」

「……うーん」美み玲れいは唸うなった。「一昨日の夜に世よ水すいと見た子かな？　あの子だとしたら、公園で遊んでたのかもしれないですね。家は近くだって言っていましたし」

「ホームレスと話していたみたいだけど、友達なのかしら」

「どうでしょう。そんなことってありますか？」

「別に、あり得ない話ではないと思うけれど」

「そうですか」

　美玲が歩きながら、あの少年の顔を思おもい浮うかべる。容姿の特とく徴ちようから考えると、有あり栖すが言っているのは一昨日の夜出会ったあの少年のような気がしてならない。

「なかなか可愛らしい男の子だったわ」

「そうかもしれません……」

　二人がそう話していると、いつの間にか駅のすぐ側まで到とう着ちやくしていた。気がつけば、少し前まで薄うす暗ぐらかった空がもうかなり暗くなってしまっている。

「話しているとあっという間ね」

　有栖が微ほほ笑えみながら言った。彼女は基本的に優ゆう雅がな表情を浮かべていることが多い。

「はい。一人で帰るよりずっと楽しいです」

「私もそう思う」

「……明日から連休ですよね。何か予定はありますか？」

　明日は火曜日だったが、建国記念日なので学校の授業はない。そして、その次の水曜日は高校の創立記念日である。

「美玲はバイト？」

「いえ、明日はありません」

「なら、良ければ私の家に遊びに来ない？」

「いいんですか？　どうやって過ごすか、まだ決めていなかったんです」

「なら、そういうことにしましょう。……また明日ね」

「あ、はい。さようなら」

　美玲が挨あい拶さつするのを見てから、有栖は一人で駅に向かっていった。

　一人その場に残された美玲は、もう暗くなった空を見上げる。街灯や駅周辺の建物から灯りがたくさん漏もれているので、空の星は見えなかった。

「……と言うか、そもそも曇くもってる」

　美玲は独り言を述べた後、首に巻いていたマフラーをしっかりと巻き直す。灯りにかき消される日の短さよりも、身に染みる冷たい空気の方が彼女に冬らしさを感じさせてくれた。

　美玲も歩き始め、途と中ちゆうで口に両手を当てて息を吐はいてみた。掌てのひらが一いつ瞬しゆんだけ温もりを受け、またそれがすぐに逃にげていく。何故か切ないものを感じ、彼女は眼を細める。自宅はもうすぐそこだった。




　　　　　※




　眠ねむい、と僕ぼくは思った。そう感じるのは、きっと空腹を満たしたからだろう。でもこの眠ねむ気けは少し異常だった。僕は魔ま界かいでも、人の血液を摂せつ取しゆした後は多少の睡すい魔まに襲おそわれた。しかし、その時はこれほど強いものでなく、数分眠ってしまえば解消される程度のものだった。それに比べて、僕が今感じている眠気はずっと強烈だ。魔界とこの世界では身体への負担が全く違ちがうのかもしれない。

　僕はあの二人を切きり裂さいた後、彼らの血を貪むさぼった。彼らの肉体に爪つめを突つき刺さし、そこから血液を吸い取ることによってそれは完了する。その時点で僕の殺人衝しよう動どうも消え失せていて、今となってはどうして彼らを殺さなくてはいけなかったのかもよく思い出せない。それはどうでもいいということだろう。

　僕の空腹はいつだって少量で満たされる。だから本当は二人分の肉体なんて必要があるはずもなかった。だけどあの瞬しゆん間かんは我を忘れてしまう。我が慢まんのできる事こと柄がらではないということだ。それだって気にするようなことじゃない。

　僕は彼らを殺してから、眠気に耐たえながら街を彷徨さまよった。僕の身体を破は壊かいしようとする人たちの手から逃げるためにここを訪れた。だから、これからのことは何一つ決まっていない。一つあるとすれば、僕は定期的に人の血液を得なければいけないということだけだろう。

　それをしなければ身体が弱ってしまうというのもあるけれど、一番は自身の欲求だ。僕はお腹が空けば誰だれかを殺したくなる。それは昔からそうだったわけじゃない。

　でも、今はもう過去に戻もどることはできないはずだ。

　僕の先生にだって、きっともう会うことは──。

　その時、僕の視界に光が広がった。そこで初めて、今まで僕が目を瞑つむっていた事実を自覚する。僕は眠っていたのだろうか。

　僕は眠りながら思考していたのか。不思議な感覚ではあったが、嫌いやな気はしない。

　ここはどこだろう。横になっていた僕が起き上ると、身体に乗せられていた何枚もの紙が滑すべり落おちた。その一枚を拾い上げて見ると、両面に文字がびっしりと書かれている。なんだかとても奇き妙みように思えた。

　次に周囲へ眼をやると、そこは凄すごく狭い部屋の中のようだった。いや、部屋と言うには小さすぎる。箱のような場所と表現したほうが具体的だろう。両手を広げれば横の壁かべに手が触ふれてしまいそうだった。壁の素材も心もとなく、目視で判断する限り厚紙のようなもので作られているような気がする。それどころか、その壁は完全に外界からの光を遮しや断だんすることに失敗していて、あちこちから日差しが差し込んでいた。

　そのことからも、今が夜でないことがわかる。僕ぼくは段々この場所に至った経けい緯いを思い出し始めた。

　僕は睡すい魔まと闘たたかいながら、ひたすら何時間もこの街を歩いていた。それは十数時間に及んだかもしれない。けれど、限界はいつか訪れる。

　昨日の夜、僕はとうとう立っていられなくなってしまった。丁度その時に近くにあった公園に僕は入り、すぐにベンチを発見したのを覚えている。木でできたそれは対になるように二つが向かい合っていて、間にテーブルまであった。

　何となくベンチに寝ねそべって、そのまま眠ねむってしまおうとしたはずだ。

　そこまでは思い出せる。それから……。

　確か、誰だれかに声をかけられたんだ。偶ぐう然ぜん通りかかった、誰かに。

　そう、年を取った男の人だったと思う。彼は確か、そこで寝たら死ぬ──とか言っていたような気がする。でもはっきりとは記き憶おくしてない。

　僕はきっと眠すぎて、頭がちょっと混乱していたんだろう。

　今考えるとおかしな話だ。彼は凍とう死しのことを心配していたのだろうけど、僕は寒さなんて感じない。気持ちいいとか、気持ち悪いっていうのは理解できるけど、体温や外気温なんてよくわからないんだ。

　でも多分、結局僕はおじさんについて行ったんだろう。だからここは、あの人の箱だ。

　この部屋はあまり快適とは言えない。でも逆に、ここで生きているあのおじさんは、前に殺した二人の男よりもずっと強いかもしれないと思った。

　僕はカーテンのような出入り口から外に出てみる。

　そうすると、すぐ傍そばに彼はいた。昨日僕に声をかけてきた、あの人だ。

「おじさん……何をやっているの？」

　僕が後ろから質問してみると、その人は振ふり向むいた。彼はとっても古そうなジャケットを着て、顔にはたくさんの白いひげを生やしている。昨日はそんな部分まで注意がいかなかった。

「……起きたか。これはたき火だよ。今日はとても寒いからな」

　彼はそう言いながら、枯葉がたくさん集められた一角を指す。そこから小さな火と綺き麗れいな煙けむりが出ていたから、僕は近づいていった。

「ボウズ、家出でもしたのか？」

　僕が隣となりに行くと、おじさんはそう尋たずねてきた。至近距きよ離りでおじさんの顔を見ると、肌はだに深いしわが目立っている。年齢的には結構いっている人間なのかもしれない。

「家出……。どうだろう？　僕は家出をしたのかな。確かに今いる場所は、僕が前にいた場所とは違ちがうけど」

「そりゃあそうだろうよ」

　おじさんが笑った。彼は割と汚きたならしい恰かつ好こうをしているけれど、その笑顔に濁にごったものは感じられない。悪い人ではないのだろう。

「ボウズ、俺おれもお前くらいの年の頃ころには、よく家を飛び出したもんだ。家出っていうのはな、そこまで大したことじゃねえ。家から一歩出ちまえば、それだって家出だからな」

「そういうものかな？」

「そうだ。俺なんか、大人になった今でも長い長い家出をしているようなもんだしな」

「あの箱は？　僕ぼくがさっき寝ねていた、あの部屋がおじさんの家ではないの？」

「ああ……。確かに、あれが俺の新しい家なのかもしれないな。いや、そうに違ちがいねえ。そういう意味では、俺はここに来て、自分の家を見つけたってことになるのか。手作りなんだけどな」

　何が嬉うれしかったのか、おじさんは満面の笑みを見せてきた。僕はちょっとした疑問を抱いだき、それを彼に聞いてみたくなる。

「もしかして……僕も新しい家を見つけることができるかな？」

　それを尋ねるには少し勇気が必要だった。未知との関わりなんてものは、いつだってそうかもしれない。

「……当たり前だ。そんなのは、自分が勝手に決めればいいことだからな。ここが俺の家だ！　ってな。そう思った瞬しゆん間かんから、そこがお前の家だろうよ」

「そんなに簡単に？」

　僕は驚おどろいて、思わず聞き返した。

「そうだ。逆に、自分が決めないで誰だれが決める？　誰かが決めてくれるなら、それでいいかもしれないが、普ふ通つうはそうじゃない。結局は、自分の道は自分で決めるしかないからな」

「選せん択たくは自己の自由ってこと？」

「難しく言えば、そんな感じだな」

「そっか」

　僕は大きく頷うなずいて、少し勇気が湧わいた気がした。それは勘かん違ちがいかもしれないけど、嫌いやな気分じゃないことは確かだ。

「ボウズ、家に帰りたくない理由があるなら、無理して帰る必要もない。でもな、昨日みたいに、あんなベンチで眠ねむったら死んじまうぞ」

「あの時はお腹がいっぱいで、凄すごく眠かったんだ」

「満腹ってのは悪くない。でも、自分の身は自分で守るのも当たり前だからな。もしもまだここにいる気なら、俺の家で眠れ」

「いいの？」

「死なれるよりはマシだ」

「……そうだね。ありがとう、おじさん」

「気にするな。困った時はお互たがい様さまだよ」

「うん」

　僕ぼくは改めてお辞じ儀ぎをして、その場をちょっと離はなれることにした。散歩に行こうと思ったからだ。僕はまだ、この世界のことを詳くわしくは知らない。

　知識としては色々知っているけど、やっぱり自分の眼で見てみたい。

　そうすることで、僕がここで何をすべきかを見つけられる。

　僕は今しがた手に入れた小さな勇気によって、そう前向きに考えることができた。
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　世よ水すいはシュマを連れて自宅に戻もどり、昨日から敷しきっぱなしだった布団を急いで片付ける。それはだらしない状態を少女に見られたくないという真面目な理由ではなく、単純に部屋のスペースが狭せますぎることが要因だった。

「大きな家ですね」

　シュマが窓の外を見ながらぽつりと言った。世水の家は決して立派ではない木造アパートの二階である。

「え、皮肉？」

　意外に思って世水が聞き返した。シュマが冗じよう談だんを言うとは思っていなかったが、お世せ辞じにしても自分の部屋は狭いと彼は考えていた。

「外から入れるドア……玄関が八つもありました」

「ああ……」

　世水はシュマの言いたいことを一いつ瞬しゆんで理解した。しかし、それは少女の明らかな勘かん違ちがいでもある。

「八つのドアは、それぞれ別の家だよ」

「……そうなのですか？　でしたら、むしろ狭いかもしれませんね」

「君は正直者だ」

「ご両親とお住まいなんですか？」

「え？」

　また世水は意外に思う。自身のプライベートに関する質問をして、そこには一体どんな価値があるというのだろうか。世水にはそれが全く見当もつかない。

「どうしてそんなこと聞くの？」

「あなたは子供でしょう？　子供は、親と共に暮らすものでは？」

「俺おれの質問に返答できてないな」世水は苦笑した。「母親と一いつ緒しよに暮らしてるよ。と言っても、俺を育ててくれた父親も近所に住んでる」

　世水はそう応えながら、やはり眼前の女の子が普ふ通つうでないと思った。容姿は華きや奢しやな少女だが、会話の雰ふん囲い気きに幼さはあまり感じられない。

「如月きさらぎ美み玲れいさんとは兄妹だと聞きました。ご一緒ではないのですか？」

「親が別れた。お互たがいに連れ子だったから別々に暮らしてる」シュマの質問責めにも慣れてきたが、本題はそこじゃないと世水は思った。「そういう世間話より、俺らはすることがあるだろ。まず説明をしてくれよ。シュマは俺に何を手伝わせたいんだよ」

「そうでしたね」シュマは少し眼を見開いた。「すみません、私も落ち着かなくては……」

「動どう揺ようしてるってこと？」

「ええ、人間界に急に来ることになって、ずっと混乱状態です。流る美みさんも、あなたもお優しいですが、やはり、慣れない事態ですから……」

「それは完全に人間的な感覚だね」

　世よ水すいが言うと、シュマは意外だったのか眼を細めた。彼が口にした言葉の意味がよく理解できなかったのかもしれない。

「……私たちがしなければいけないことは」少女は切きり替かえて話し始める。「第一にラシカの発見。そして、次に彼の捕ほ獲かく。これで全てです」

「その二つだけ？」

「……そうです」

　シュマは頷うなずいて世水を見る。彼がどういう判断を下すのか、少し心配しているような表情でもあった。

「ラシカの発見というのは、時間がかかるの？　その……悪魔の人形デモンドールってのは、君と同じように人間にしか見えない？」

「はい。私と同じで、見た目は人と変わりません。ですが、ラシカの発見自体はそこまで困難ではないと私は考えています」

「どうして？　もうどこか遠くに行っちゃったかもよ」

「ドールの行動範囲は、本来とても狭せまいのです。私たちは見習いであり、基本的には主の命令によって動きます。私がこの世界を訪れたのも、マスターに命ぜられたことに起因します。そして、ラシカも自分の判断でこの街に来たわけじゃない。彼を逃にがした彼の主人が、この街を選んだのです。ですから、ラシカはこの街のどこかにいる可能性が極めて高いです」

「この街と言っても広いから、簡単ではないと思うけど」世水は顎あごに手を当てた。「でもまあ、現実的に全く不可能というわけではないね」

「その通りです。むしろ問題は、ラシカの捕ほ獲かくにあります。私が現地の人間を頼たよらなければいけないのは、そちらに関する事柄です」

「ラシカの捕獲ね。そいつは危険だって言ってたね。俺おれ……というか、普ふ通つうの人間にどうにかできることなわけ？」

「それについては、私たちの命……ドールの生命に関しても最も重要な事実に触ふれる必要があります。峰みね城しろさんが私を手伝っていただけるなら、そのことをお話しします」

「ふむ……」

「あ、ですが」シュマが慌あわてて付け加える。「私の言う通りにしていただければ、あなたに危険はありません」

「どういうこと？」

「それを尋たずねるのは、手伝っていただけるということでしょうか？」

「そうだね。流る美みさんの依い頼らいを無む碍げにするのも嫌いやだから……」

　世よ水すいはそう応えながら頷うなずくが、本心は少し違ちがう。

　この街に危険が迫せまるなら、それを止めたいと世水は強く思った。その行こう為いが美み玲れいを守ることと同義なのだと彼は考えているからだ。

「えっと……ありがとうございます」

　あまりに世水があっさり返事をするので、シュマは呆あつ気けにとられたようだった。

「続きをどうぞ」世水が言った。「ラシカは危険じゃないって？」

「……いえ、ラシカは危険なのですが、安全な手段があるということです。これは私たちドールの最大の弱点をつくということです」

「弱点？」

「端たん的てきに言えば、ドールの弱点は雨と眼球です」

「雨と眼球」

　世水がオウム返しに言うが、何かを理解したわけじゃない。むしろ、完全にその逆に位置する状じよう況きようだった。

「ラシカは通常の人間よりも遥はるかに素早く動き、高い殺傷能力を有しています。それを捕ほ獲かくするというのは、普ふ通つうに考えればかなり難しい。何しろ彼は逃とう亡ぼう者しや。大人しく私たちの言う通りに捕つかまってくれるはずもありません」

　シュマはそう言って、また窓の外から空を見た。辺りは暗かったが、雲が広がっていることは目視で確認できる。

「私たちドールは、雨が降ると機能が停止するのです」

「停止？」

「はい」シュマがゆっくりと頷うなずく。「私たちの身体は、そうなるようにできているのです。理由はわかりません。そういう性質だとしか表現のしようがありません」

「水が苦手だから、雨に当たると動けなくなるってこと？」

「いえ、私たちドールは確かに水分が苦手ですが、雨による機能停止は全く意味が違います。たとえば雨が降ってしまえば、私たちは屋内にいても動けなくなってしまうのです。水に直接触ふれなくても、雨が近くで降っているという事実だけで充じゆう分ぶんなのです」

「不思議だな。雨がやむと、また動けるようになるの？」

「しばらくすれば、何事もなかったように動けます」

「雨が降っている時、意識は？」

「なくなります」

「ふうん、つまり、雨が降っている時にラシカを捕とらえれば、ノーリスクってことか」

「大おお雑ざつ把ぱに言えば、そうです。雨が降ってしまえば、私自身も当然動けなくなってしまいます。だからこそ、世水さんの力が必要なんです」

「あ、そうか。シュマも動けなくなるのか」

「そうです。ですから私一人では、どうにもできないのです」

「うん、わかった。だったら確かに、そこまで難しいことじゃないかもな」世よ水すいは小刻みに何度か頷うなずいた。流る美みの余よ裕ゆうはこれが起因していたのだと納得する。「あれ、でもじゃあ眼球ってのは何？　関係ないの？」

「関係大ありですよ」

　シュマが優しく微ほほ笑えんだ。世水が引き受ける気になったことを確信できたからか、少女は先程よりも晴れやかな表情を浮うかべている。安心したのだろう。

「私たちの命は、眼に宿っているのです」

　シュマが自分の瞳ひとみを指差し、そう言った。

「………………？」

　世水がよく理解できずに眼を細めると、シュマはすぐに説明を続けた。

「あなたたち人間の命は、身体自体に宿っていると言えるでしょう。脳や心しん臓ぞうなどそれぞれ重要性に差異はありますが、そのどれを失っても生きていくのは難しい。でも、ドールは違ちがうのです。ドールの身体はあくまで眼球を包む器に過ぎない。つまり私たちは、体のどの部位を失っても死なない。私たちの命が無くなるのは、眼球が壊こわれてしまった時に限られるのです」

「ああ、だから、新しい身体がどうのって言ったのか」

「はい。ラシカの身体は既すでに人間の血液に侵おかされています。彼を止めるということは、彼の身体を新しくする意外にあり得ない。私はラシカを捕ほ獲かくすると言いましたが、正確には、彼の眼球だけを捕獲するのが目的なんです」

「俺おれに、雨で動かなくなった少年の眼を抉えぐれって言うのか？」

　世水が少し驚おどろいて尋たずねるが、それに反してシュマに動どう揺ようは微み塵じんも見られなかった。

「完全に、その通りです」

　少女が頷うなずき、それから世水の顔を見つめる。

「痛くないのか？」

「え？」

「眼を抉られて、痛くないのかって」

「ああ、はい。大だい丈じよう夫ぶです。眼球を傷つけることなく取り出す器具がありますし、相手を無む駄だに苦しめるようなことはしません」

「……ラシカってのは既に人を殺してるんだよな？」

「まず間ま違ちがいなく」

「……そうか。誰だれかがすべきことは、誰かがしなければ、誰もやらないからね」

「あれ？　その言葉、マスターも以前言っていましたよ」

「俺は何年も前に美み玲れいから聞いた」あいつは忘れているかもしれないが、と世水は内心で思った。「わかった。俺おれは君を手伝うよ。これは自分の街が抱かかえた問題だから」

「ありがとうございます！　では、最初にすべきことはラシカの発見ですね。それから雨が降るのを待ち、彼が動けなくなったところを見計らって、彼の眼球を入手します」それからシュマが、何かを思い出すようにこめかみを触さわる。「……えっと、流る美みさんとこの話をしたとき、彼女は天気予報というものを調べてくれました。それによると、明後日の午後には雨が降るとのことでした。できればその前までに、ラシカを見つけなければなりません」

　そう言われ、世よ水すいも携けい帯たいで天気予報を確認した。確かに、明後日の午後から雨が降るようだ。そこから三日続けて降り続けるらしいので、予報が完全に外れる可能性は割と低いように思えた。

「雨が降るまでラシカを放っておいていいのか？　そいつは危険なんだろ？」

「残念ながら、私たちでは通常のラシカに対たい抗こうする手段がないのです。彼が動ける状態で彼の眼を奪うばおうとするなど、それは自殺行こう為いと全く同じことなのです」

「うーん、まあそうなのか。だったら、下手なことはしない方がいいか」

「ええ。それにまず、ラシカを見つけなければ」

「でも、それは明日からだな」

「今からでは遅おそいですか？」

「外はもう真っ暗。冬の夜は人通りだって少ないし、見通しも悪ければ効率も悪い。無理をして明日に響ひびくより、明日の明るいうちから動けばいい。雨が降るのは明後日だから、まだ時間があるし」

「……そうですね。あなたは子供ですから、夜は家にいた方がいいと思います」

「子供に子供扱あつかいされてもね」

「私の容姿は幼いですが、それだけで判断して欲しくないです」

「じゃあ、シュマの実じつ年ねん齢れいは？」

「大おお雑ざつ把ぱに言えば……三歳くらいでしょうか？」

「えっ？」

「何か問題でも？」

「もし君が本当に三歳なら、俺が思っている以上に君は精神的に早熟だ」

「私は生まれた時からこうですが……」

「いやあ、シュマは実際の年より随ずい分ぶんお姉さんだよ」

「……えっと、そうですか？　けれど、あなたがそう感じるならそうなのでしょう」

　シュマが真面目な顔でそう応えるので、世水は思わず吹き出した。精神年齢は見た目より高そうだが、まさか実年齢がそこまで幼いとは思っていなかった。

「まあ……とりあえず、俺はそろそろ寝ねるよ」

　世水が折りたたんだ布団をまた広げ始める。シュマの説明をなんとか理解した後に、彼の身体は急激な眠ねむ気けに襲おそわれた。疲ひ労ろうが溜たまっているのだ。

「あれ？　私の認にん識しき違ちがいかもしれませんが、まだ眠ねむる時間には早すぎませんか？」

　外は真っ暗だったが、まだ夜の九時にもなっていない。

「今日無理やり起きて学校に行ったんだ。昨日眠れなくてさあ」

「そうなんですか……」

「シュマは眠るの？」

「多分、数日は起きていられると思いますよ。天界なら、もっと長く眠らなくても平気ですし、こちらでも大だい丈じよう夫ぶでしょう」

「そう。じゃあ……どうしようか。朝まで待ってもらうことになると思うけど」

「私も隣となりで横になってもいいでしょうか？」

「え？」

「今日は疲つかれました」シュマが微ほほ笑えむ。「眠らないけど、ゆっくりして身体を休めます」

「そうか」世よ水すいはそう言ってから、狭せまい部屋を見み渡わたす。「一いつ緒しよの布団で寝ねるの？」

「駄だ目めですか？」

「別にいいけどね、お姉さん」

　見た目は子供、と世水は考えて簡単に了承する。するとシュマは彼の隣に潜もぐり込こんできて、身体を世水に密着させた。

「……狭いですね」

「ああ、そうだね」

　返事をしてから世水は部屋の灯りを消し、眼を閉じた。




　　　　　※




「今日はずっと散歩をしてたのか？」

　おじさんが作った箱の家は、大人と子供が入るともういっぱいという感じだった。既すでに真っ暗になった外と比べて、ここは少しだけ明るい。おじさんが持っていたランプがあるからだ。

「うん。僕ぼくはこの世界のことを、もっとよく知りたいんだ」

「それは大事なことだな。特に、お前みたいな子供には大切なことだ」

「僕は今日、街にいる人たちに少し話しかけてみたんだけど……、みんなが警けい戒かいしているような感じだったのはどうしてかな？」

「そうだな……。平日の昼間っから子供が歩いてるってのは、少し変だと思われるのかもしれねえな。俺おれからしたら、曜日なんて意味がないと思うが」

「この世界にもたくさんの子供たちがいるでしょ？　その子たちはどこにいるの？」

「お前……学校に行ったことがないのか？」

　おじさんが驚おどろいて僕ぼくを見るから、僕はおかしなことを言ってしまったのかと思った。

　……学校。確かに、そういう施し設せつがあるのは知っている。でも、そこに通うのが当たり前のことだとは理解していなかった。

　僕が応えにくそうにしていると、何故かおじさんは大きく頷うなずいてくれる。

「学校なんてな、行っても行かなくても大差ねえよ」

「そうなの？」

「ああ。勉強が意味のないことだとは言わねえ。でも、それをやる場所はどこだっていいんだ」

「勉強なんてしたことないな」

「……よし、わかった」おじさんは少し微ほほ笑えむ。「俺おれが明日、学校の勉強を教えてやるよ。俺は頭なんか全然よくないが、算数くらいなら教えられる」

「それって面白いの？」

「どうかな……。それは人それぞれって感じだな」

「……そう。でも、それは楽しみだな。僕は色んなことを知りたいから」

「教えてやるよ。俺の知っている範囲なら、いくらでもな」

「ありがとう」

　僕は嬉うれしくなって、少しだけ声が弾はずむような気がした。

「お前、本当に腹は減ってないのか？」

「うん。さっき散歩に行った時に食べたから」

　おじさんはさっきから何度もそれを心配してくれる。散歩の途と中ちゆうで食事をしたというのは噓うそだけど、僕は本当にお腹が空いていない。一昨日食べた腕うでのおかげだろう。

「腹が減ったら言えよ。食べ物だって少しならあるんだからよ」

「ありがとう。本当に」

「当然のことだが、冬の夜は長い。寒いとは思うが、頑がん張ばれよ」

「うん。僕は大だい丈じよう夫ぶ」

　時間で言えば、まだ夜中という感じではなかった。でも、確かに気温は既すでに低い。僕は全然平気だったけど、人間であるおじさんには堪こたえるのかもしれない。

　おじさんは疲つかれているのか、横になって眼を瞑つむった。僕もそれにならって寝ねたふりをするが、全く眠ねむくなんかない。

　お腹がいっぱいになれば、また眠くなるのかな。でも、今は食事をしたい気分じゃない。

　まあ、それはその時が来ればわかることだ。お腹が空けば、僕はまた同じことをする。

　空腹になれば、僕の殺人衝しよう動どうが疼うずきだす。たったそれだけの、単純な話に過ぎない。




　翌日になって、僕はおじさんに算数を教わった。それは、僕が今までやってきた数々の行こう為いより、ずっと静かな作業で、一見何も生み出さないような感じすら受ける。けれど、本質的には全然そうじゃなくて、そこには確かな理があり、きっちりとハマる楽しさがあった。

　人の血液の味とか、僕ぼく以外のドールの笑える弱さとか、そういう捉とらえどころのないことよりも、ずっと意味があるように思える。それが正しいかはわからないけど、僕はとりあえずそう解かい釈しやくした。上手く表現するのは難しいけど、そんな感じだ。

「お前は利口だな」おじさんが嬉うれしそうに言う。「俺おれが教えた算数の問題、一つも間ま違ちがいやしねえ。うらやましい限りだよ」

「でもこれは、僕よりも見た目の幼い子が習う部分なんでしょ？　それだったら、できて当たり前なんじゃない？」

「そうでもないぞ。周りの奴やつらがいつ学んだかなんて、今それを勉強している本人にとっては何の意味もねえ。自分ができるようになるか、ならないか。それだけだ」

「……うん。確かにそうかもしれないね」その意見に納得できて、僕は大きく頷うなずいた。

「今日はこれで終わりだな。嫌いやじゃなかったら、また明日も教えてやるよ」

「ありがとう。じゃあまた明日だね」

　僕とおじさんは、公園に設置された木製のベンチに並んで座っている。その場にはちゃんと机もあって、そこに紙と鉛えん筆ぴつを置いて算数を習った。

　どこからか用意した紙に、おじさんが作った問題がある。それを僕が説明の通りに解いていく。今日は簡単な問題しかなかった。明日からは、もう少し難しくなるのかもしれない。

　おじさんは寒いのか、まだ明るいのに箱の家に戻もどっていった。

　僕はそこに残って紙を見返しながら、本当に計算を間違えていないかを確認する。この作業をしていたら、公園の中に誰だれかが入ってくるのを視界に捉えた。

　顔を上げると、意外なことにそれは見覚えのある女性だった。彼女は僕の方に向かっているようで、公園の真ん中あたりのここまでゆっくりと近づいてくる。

　僕の正面にその人は来て、あの時と同じ声で話しかけてきた。

「こんにちは。君、あの夜はちゃんと家に帰れた？」

「……帰れたよ。お姉さん」

　もう会うことはないと思っていたけれど、世界はやはり広くない。

「そう、良かった。……ここで何をしてるの？」

「勉強かな」

「宿題？」

「少し違ちがうかな。でも、そこまで大差のあることじゃないかも」

「……よくわからないな。君、小学校はこの近くに通ってるの？」

「僕は学校に行ってないよ」

「そうなの？」

「うん。だって、僕は…………」

「言いたくないなら、無理しなくていいよ」

　僕ぼくが言葉に詰つまると、お姉さんは微ほほ笑えみながらそう言ってくれた。どんな噓うその理由を作ろうかと考えていたけど、手間が省けた。やっぱり、このお姉さんはいい人なのだと改めて思う。

「あの時一いつ緒しよにいた、強いお兄さんはいないの？」

「ああ……。まあ、二人でいつも一緒にいるわけじゃないから」

「そっか」

「よくこの公園には来るの？」

「うん」

「じゃあ、また会うかもね。私はここをよく通るから」

「そうなんだ」

「うん。私はもう帰るけど、君も早いうちに帰った方がいいよ。この時期はすぐに暗くなっちゃうからね」

「……ありがとう」

　僕がそう返事をすると、彼女は手を可愛らしく振ふってから去っていった。

　何が目的だったのか、僕にはよくわからない。彼女はもしかしたら、僕のことを心配しているのだろうか。だとしたら、それは余計なお節介のようにも思える。

　でもよく考えてみると、彼女はほんの数分で公園をあとにした。だから多分、実際のところは大して気にしてもいないのだろう。見かけたから声をかけた。それくらいの感覚だ。

　僕はそうやって彼女の心理を分ぶん析せきしてみるが、結局のところは理解できない。それはあの人の感情に限った話ではなく、誰だれのこともわからないのだろう。

　人の心など、完かん璧ぺきに把は握あくできるはずもない。それに、僕はそうしたいとも思わない。そんなことに意味を感じないからだ。

　それは自分が、人間の精神を軽んじているからだろうか。仮にそうだとしても、それは仕方ないことだ。僕にとって人は、あくまで食しよく糧りようという位置づけなのだから。




　　　　　○




　美み玲れいはあの公園に寄ってから、前日の約束通り有あり栖すの自宅へと向かった。

　有栖の家は豪ごう邸ていである。その佇たたずまいは大げさに言えば小さなお城だった。駅から歩いて数分の場所に位置するその四階建ての家は、周囲の景観からはそれなりに浮ういている。見方によっては悪あく趣しゆ味みだと感じる人がいるかもしれない。

　美玲は自宅最寄駅から電車で二駅乗ったところで降り、その有栖の家を訪ねた。過去にも何度が訪れた経験があったが、そう簡単に慣れるものでもない。有栖の家は他人を多少不安にさせるほど迫はく力りよくのある建物と表現してもよかった。

　美み玲れいを迎むかえ入いれたのは有あり栖すではなく、おそらく使用人と思われる女性だった。彼女に案内され、美玲は有栖の待つ三階の部屋へとたどり着いた。

　広い部屋に、一目で豪ごう勢せいと感じさせるインテリアが設置されている。その中央に置かれた質の高そうなソファに、一人の美少女が座っていた。そこには木刀も立てかけられている。

　美玲は歩み寄り、彼女の向かいのソファに腰こしを下ろした。

　眼の前にいる少女はもちろん、月つき矢や倉ぐら有栖その人である。

「あら……」有栖がわざとらしく右目を見開く。「世よ水すい君は連れてこなかったのかしら」

「そんなこと言ってなかったじゃないですか」

　美玲が苦笑しながら応える。挨あい拶さつも抜ぬきに有栖が冗じよう談だんを言うので、美玲は思わず肩かたを竦すくめた。

「私たちっていつも、部室でお喋しやべりしているじゃない？　世水君も一応新聞部だけど、あまり来たことないわよね。あれってどうしてかしら」

「多分、お喋りしているだけだからじゃないですか？　世水以外は女子生徒ですし、ちゃんと部活動をやっていないなら行かなくていいと」

「彼は数合わせだものね」

「ほとんど全員がそんな感じですが……」

　美玲がそう返答すると同時に、先程美玲を部屋に案内した女性が紅茶とお菓か子しを持ってきた。彼女たち二人の間にあるテーブルにそれを置き、また出ていく。

「美玲が私と二人きりで話す時って、意識的に世水君の話題から逃にげようとしていない？」有栖が微ほほ笑えみながら尋たずねた。「迷めい惑わくなのかしら？」

「……え、そんなことはないですよ」

「なら今日は、色々聞いてもいい？」

「はい。私も質問していいですか？」

　美玲は有栖が世水に執しゆう着ちやくしていることを知っている。それは少しでも有栖を知る者なら、基本的には共通して認識されている事こと柄がらでもある。

「何でも聞いてね」

　有栖は紅茶を一口飲むと、また優ゆう雅がに口元を緩ゆるめた。砂さ糖とうの量も完かん璧ぺきに彼女の好みに制せい御ぎよされていて、それが気分を良くさせる要因の一つかもしれない。

「有栖さんは、世水と中学生の頃ころに知り合ったんですよね？」

　美玲と世水は同じ中学だったが、有栖は違ちがう。美玲が気が付いた時には世水と有栖は知り合っていて、そのきっかけを彼女は知らなかった。

「ああ、美玲は……」有栖は眉まゆを顰ひそめた。「昔の記き憶おくが曖あい昧まいなのよね。初めてあなたにあった時、そのことを話したような気もするけど」

　しかしそれはもう何年も前だったので、有栖自身も美玲に話したことがあったのかは確信がなかった。

「……思い出せないのは本当に一部ですが。小学生の終わり頃ころと、中学一年生の頃ですね」

　美み玲れいはそのことを考える。しかし、その頃のことのほとんどを覚えてはいる。所々抜ぬけ落おちたような感覚が脳にあり、それが彼女を苦しめているのだ。

「私のこれと一いつ緒しよね」有栖が左目の眼帯を指差した。「ある日突とつ然ぜん見えなくなったの。調べてもらってもどこが悪いのかわからない」

「原因不明なんですね……」

「世よ水すい君と初めて出会ったのは、もう三年前になるかしら。……そう、丁度一週間前と同じような感じだったわ」

「一週間前？」

「公園で助けてもらったじゃない。でも三年前のことは、一週間前のような突とつ発ぱつ的てきな事態ではなくて、ある程度は私自身が招まねいた結果だったのだけれど」

「有あり栖すさんが中学二年生の頃ですよね？　何があったんですか？」

「私は同級生や先せん輩ぱいや後こう輩はいに敵が多かったから、襲しゆう撃げきされることになって……」

　有栖はそこで吹き出した。くだらない過去を思い出し、笑いを堪こらえることができないのだろうか。細身にしては豊満すぎる彼女の胸が、身体の動作と共に揺ゆれ動うごく。

　しかし、有栖は冗じよう談だんを言ったわけではなかった。

「敵ですか」

　美玲は呆あきれるように呟つぶやく。確かに有栖は周囲に気を払はらうような人格ではない。そういった行動が災いし、中学校で浮ういていたのかもしれない。それどころか、現在進行形で有栖は高校でも浮いているようだった。

　それは性格以外にも近づき難い有栖の崇すう高こうな美び貌ぼうと、眼帯に木刀という奇き異いなファッションも影えい響きようしているのだろう。

「そう。私は迎むかえ撃うつつもりだったのだけれど」有栖はソファに立てかけている木刀をちらりと見た。「世水君が割り込んできて、全員やっつけてくれたの」

「ああ、そうか。龍りゆう華か流る美みさんが……」

　美玲は思わず表情を歪ゆがめたが、それは嫌けん悪おからというよりも苦手意識が近い。

「そう、世水君はあの女……正確にはあの女から紹しよう介かいされた誰だれかに色々と無茶を受けていたようね」

「みたいですね」

「世水君は色々な喧けん嘩かに横やりを入れさせられてたわね。実戦形式の鍛たん錬れんだって」

　美玲はまた楽しそうに話すが、美玲は少し複雑な気持ちだった。

「世水は昔、もっと大人しかったんですよ。ちょっと、周りの男子にからかわれてしまうくらい。それが段々エスカレートしていって……」

「それで、世水君は龍華流美を頼たよったの？」

「経けい緯いはよく知らないんですが……」

「でも成果は充じゆう分ぶんだったわね。世よ水すい君はもう、誰だれかにいじめられるような状態じゃないもの」

「本当にあれが正しかったのかは……」

　世水は中学時代を喧けん嘩かに捧ささげ、それは当然周囲への悪名として広がる。彼は二度とからかわれるようなことはなくなったが、逆に怖こわがられ、避さけられさえするようになっていた。

　だから彼も有あり栖す同様、友達は現在でも明らかに少ない。自宅で大人しくしているのが好きな世水にとって、それは問題ではないのかもしれないが。

「それで格好よく世水君に救われて、私は彼に一ひと目め惚ぼれ。我ながら単純な思考ね。馬鹿なのかしら」

「そんなことないですよ。……でも、そうですか、出会った時からだったんですね」

「そう」

　有栖は頷うなずいて、楽しそうに右目を細める。また紅茶を一口飲むが、彼女はお菓か子しには手を出していなかった。間食をするつもりがないのかもしれない。

「美み玲れいは世水君のことをどう思っているの？」

「え？」

「彼のことを好きなのかしら？」

「……そうですね。基本的には優しいので、良いと思います」

「良いって」有栖はくすりと笑った。「彼に男性としての魅み力りよくは感じていないの？」

「ああ……」美玲は眼を細めた。彼女自身、それに関する明確な答えを持っていない。「世水と私は兄妹ですから」

「兄妹だから、何？」有栖が首を傾かしげた。「そこにはもう価値がないでしょう？」

「……価値？　でも私は世水と五歳の頃ころから、十五歳になるまで一いつ緒しよに住んでいました。だから、何と言うか、兄妹としての価値はあるんじゃないかと」

「そうかしら」

「……どういう意味ですか？」

「私からすれば、二人は仲の良い兄妹に見えなくもない。でも、あなたちは血も繫つながっていないし、今は一緒に住んでもいない。親しいのは、家族だからというだけなのかしら」

「えっと……少なくとも、世水はそう考えていると思います」

　少し言いい淀よどんでから、美玲は静かにそう言った。彼女はこのような質問をされるとは思っておらず、ある程度の動どう揺ようを感じてもいた。

「困らせるようなことを尋たずねてごめんなさい」有栖が察したのか、謝った。「私は世水君に交際をお断りされているから、彼の近くにいる女の子は気になるの」

「え、いつ告白したんですか？」

「出会って割とすぐに。今はそれどころじゃないって言われたわ」

　残念な思い出のはずだが、有あり栖すは楽しそうにクスクスと笑った。その時のことを回想しているのかもしれない。

「龍りゆう華かさんに恋愛を禁止されていたのでしょうか？」

「知らないけど、そんな意味のないことはしないでしょう？」

「そうですよね」

　美み玲れいは同意しながらも、目の前にいる有栖を見つめて思う。この美しい女性に交際を申し込まれ、断ることのできる人間がいるのだろうか。しかし、世よ水すいがそうしたと言うなら、それは事実なのだろう。

「でもね、私はまだ世水君のことが好きなの」有栖は静かに言った。「一度フラれたくらい、諦あきらめる理由になるわけもないのだし」

「……確かにそうかもしれませんね」

　断ったのはあくまで相手。自分の心の持ちようは、自分自身で決める以外に道はないのだ。美玲にそういった経験はなかったが、有栖の言い分は充じゆう分ぶんに納得のいくものだった。

「だから、美玲と世水君が同じ高校に入ってきて、部活動も一いつ緒しよになったときは嬉うれしかった」

「新聞部には、有栖さんに誘さそわれたんですよね」

「五人いないと廃はい部ぶだからね」

　新聞部は現在五人。二年生二人に、一年生が三人だった。そして、その全員が本来の部活動に積極的ではなく、部室はただの溜たまり場ばになってしまっている。

「さっき、世水君が部室に顔を出さないのは、部活を真面目にやっていないからだろう……と美玲は言っていたわね」

「まあ、憶おく測そくですけど。実際に活動するなら、一応少しは手伝ってくれると思いますし」

「そのことを昨日の夜から考えていたのだけれど、後で事件現場に行きましょう」

「現場？」

「近くで殺人が起きたでしょう？　あの辺りのことを少し調べて、新聞を発行しましょうか」

「え、定期発行新聞を復活させるんですか？」

　最早そんなものは過去の遺い物ぶつであり、新聞部の伝でん統とうは迷信の類と変わらない。

「いえ、おそらくは不定期ね。気分の問題だもの。最近世水君とあまり話していないから、ストレスが溜まって仕方ないの。彼を新聞部に呼び出す口実にするだけ」

「ああ、そういう……」

「明日から雨らしいし」有栖は大きな窓から外を眺ながめた。「今はまだ、晴れているけど」

　美玲はそう呟つぶやく有栖の横顔を眺め、少し見み惚とれた。数秒してから我に返り、思いついたことを有栖に尋たずねてみる。

「現場に行くなら、世水も誘ってみましょうか？」

「……それは良案ね」

　有あり栖すが断るわけもない。彼女は楽しそうに微ほほ笑えんだ。




　　　　　○




「よ、世よ水すいさん、起きてくださいよ。もうお昼になりますよっ？」

　シュマは置物のように動かなくなってしまった世水を揺ゆする。しかし、さっきから彼は唸うなるだけで、なかなか起きようとしなかった。

「まずはラシカを捜さがしに行かないと……！」

　あまりゆっくりしているわけにもいかず、シュマは彼がうずくまっている掛かけ布ぶ団とんを無理やり引きはがし隔かく離りする。それから窓を開け放つと、外から冷たい風が侵しん入にゆうしてきた。

「……うーん」世水が顔をしかめる。「昨日さあ……」

「何ですか？」

「……早く寝ねたじゃん？」

　やっと目を覚ましたのか、彼は緩かん慢まんな動作で上半身を起こす。髪かみの毛に多少の寝ね癖ぐせができていた。

「そうですよ。今日に備えて眠ねむったのでしょう？」

「零れい時じくらいに起きちゃって、それから眠れなくてさあ。最後には外も明るくなっちゃってたんだよ」

「そんな……私も起きてましたけど、世水さんも起きていたのですか？」

「シュマも意外と暖かくてさ、快適だったよ。本当に人間じゃないの？」

「……ああ、起きていたなら朝から出かければよかったんですよ。時間はあるに越したことないんですから……」

　シュマが残念そうに言う。午前中のほとんどを無む駄だに過ごしてしまった事実にショックを受けているようだった。

「というか、シュマも今まで寝てたんじゃないの？　起きてたならもっと早く起こせるでしょ」

「えっと、いやその、確かに布団が暖かくて気持ちよかったのは確かなんですが……。私の身体も意外と疲ひ労ろうしていたようで、目を瞑つむっていたら、段々……」

「段々？」

「いえ、ちょっと意識を失ったら、いつの間にかこんな時間でして……」

「寝てるじゃん。……まあいいけど。まずはラシカの発見だったね。えっと、色々聞かないと捜せないよな。そのラシカってドールの特とく徴ちようやら何やら」

「もちろんです」

　シュマはウンウンと頷うなずいた。窓際に立っていた少女は世水の隣となりに座る。

「時間を決めていたら起きれたんだけどな」世水が苦笑する。「自由すぎると逆に駄だ目めなんだよ」

「……まあ、それはお互たがい様さまということにしましょう。いいですか。ここからは本題です。ラシカの特とく徴ちようを説明しますので、よく頭の中に入れてください」

「写真とかないわけ？」

「残念ながらありません。……彼の見た目は──」

　そう言ってシュマはラシカの造形に関する話を始めた。

　体格はシュマと同じくらいで、髪かみの毛と眼が灰色。服装はわからないが、肌はだは浅黒く、髪も長くない、とのことだった。

「………………」

　世よ水すいの表情が一気に曇くもる。あからさまに何か気が付いたようで、数秒間も彼は黙だまった。

「どうしたのですか？」

「……あの時の子供かもしれない」

　世水は思い出しながら呟つぶやく。シュマの説明した特徴が全て当てはまる。そしてその子は、子供らしからぬ落ち着きを世水に見せていた。

「知っているのですか？」

「おそらくは、間ま違ちがいない」世水は頷うなずいた。「うん。土曜の夜に会った男の子だ」

「どこで見ましたか？　それに、その子はどんな様子でしたか？」

「その男の子が、二人組の不良に絡からまれてたんだ。それを、俺おれと美み玲れいが止めに入った」

「そ、それで、様子は……？　絡まれて、というのは、彼は……困っていたのですか？」

　ラシカの情報が思ったよりも早急に出たからか、少女は動どう揺ようしているようだった。

「いや……困ってはいなかったと思う。俺たちが勝手に横から割り込む形になったんだ。むしろ、あの子には余よ裕ゆうがある感じだった」

「そ、そうでしたか……。その横よこ槍やりは、正解だったかもしれませんね。もしそうしなかったら、きっとその二人組は殺されていました」

「本当にそうなのかな……。いや、不思議な雰ふん囲い気きは確かにあった。でも、人を殺すなんてふうには見えなかった」

「殺さつ人じん鬼きらしさ、というものの定義はありますか？　あったとしても、それを全て知っているわけじゃないでしょう？　だから、傍はたから見ても、ラシカがどんな存在かなんて理解できませんよ。雰囲気で判断できるような、そういう事こと柄がらではないのです」

「それは確かに、そうかもしれない」

「……驚おどろきました」シュマは右手で自分のおでこを触さわった。「まさか……」

「とりあえず、その辺りを見に行ってみようか。確か、殺人事件もその近くで起こったんだよ」

「……ラシカと遭そう遇ぐうしたかもしれない場所ですね？」

「うん、その近くにあの子がいる可能性はあるんじゃないかな」

「えっと、えっと……そうですね。では、すぐにでも」

「うん。行こう」

　二人はそう結論を出し、現場へ向かうことにした。

　その時、世よ水すいの携けい帯たい電話が鳴った。メールの着信音である。

『有あり栖すさんと殺人事件のあった現場を見に行くことになったので、世水も来て。

　これは新聞部の活動だよ。今からね』

　それは美み玲れいからのメールだった。世水は顔をしかめ、思わずため息が漏もれる。

「凄すごいタイミングだ。有栖かあ……」

　世水は腕うでを組んでちょっと悩なやんだ。しかし、現場近くにはシュマと行く約束をたった今したばかりである。ラシカを捜さがすことを考えても、その場所を選せん択たく肢しから外すということはできないだろう。

「……？　アリスって誰だれですか？」

　シュマが眼をぱちくりさせながら尋たずねた。その表情はあどけない。

「ストーカー……までは言い過ぎか」

　世水がそう言うが、シュマにはよくわからなかったようだ。少女が首を傾かしげる。

「……いいよ、とりあえず、行こう」

「あ、はい」

　世水が立ち上がったので、シュマもリュックを背負って慌あわてて追いかける。




　　　　　○




「まだ色々とお尋たずねしたいことがあるのですが、いいですか？」

　現場に向かって歩きながら、世水の隣となりに並んだシュマが言う。

「何？」

「どうして、私の仕事を手伝う気になったのですか？　あの流る美みさんという方に、何か弱みを握にぎられているのでしょうか？」

「弱みって」世水は笑った。「あの人は別に悪人じゃないよ？」

「私の依い頼らいを面めん倒どうくさがって世水さんに押おし付つけたようにも見えましたが……」

「そういう一面もあるかもしれない。でも、あの人は一応俺おれの恩人だから」

「恩人？　どうしてか聞いてもいいですか？」

「ああ、そうだね……」世水は歩きながら、少し遠くを眺ながめた。「何て言うか、俺が困っていた時に、流美さんは人を紹しよう介かいしてくれたんだ」

「私の時と同じですね」シュマが首を傾げた。「自分で何かをするのではなく、誰かを紹介して問題を解決するという」

「確かに同じかもしれない。その頃ころ、俺はクラスの連中から嫌いやがらせをされてて、流美さんが言うには、そういうものは腕わん力りよくで解決できるって」

「そういうものでしょうか？　新たな争いを生むのでは？」

「そんな大それた問題じゃなかったんだ。ちょっとした嫌いやがらせだった。でも流る美みさんの意見も完全に間ま違ちがいというわけではなかったかな」

「どういうことですか？」

「腕力で解決できることも残念ながら存在するってこと。流美さんも格かく闘とう技ぎの天才だしなあ」

「……え、それは彼女の腕うでが立つという意味ですよね？　でしたら流美さん自身が私を手伝ってくださればよかったのに」

　シュマはかなり驚おどろきの表情を作った。子供である世よ水すいより、ずっと適任だと思ったのだろう。

「その気がなかったんだと思うよ」

「そんな、私はそんな悠ゆう長ちような話をしに来たのではないのですが……」

「それはシュマの主観で、流美さんがどう考えたのかってことなんじゃないのかな。俺おれもあの人のことはよくわからないしさ」世水は応えながら片手を前に出した。「……ほら、この辺りだ。もう少しでラシカに会った場所」

「えっと、あちらは……？」

　シュマが見ながら言うのは、『関係者以外立ち入り禁止』という札がかかった場所だった。そこはテープで仕切られ、何か物々しい雰ふん囲い気きを醸かもし出だしている。

「……あれは殺人現場か。つーか本当にすぐ近くだ」

　しかも、それはラシカが去っていった方向にある。少年は古いマンションを指差し、そこが自分の家だと言ったのを思い出した。今考えれば、それは完全に噓うそだろう。

「とりあえず、殺人現場の方に行こう」

　世水とシュマはまた少し歩いた。小さな橋を渡わたり、そこにはすぐたどり着く。

　彼は周囲を見み渡わたすが、おそらく警察関係者と思われる複数の人物しか見当たらない。新聞部を急に名乗り始めた二人の女子生徒は、まだ到とう着ちやくしていないようだった。

「何か手がかりはある？」

　世水がそう尋たずねるが、シュマは周りをキョロキョロと見回しているに過ぎない。

「いえ、これでは何も……」

「無む駄だ足あしかな」

「うーん……」

　シュマは小さく唸うなり、まだその場から動かない。次の手段を思考しているようだった。

「他のところに行ってみる？」

「そうですね。でも闇やみ雲くもに歩いても……」

　シュマが世水を見ると、身長差があるので見上げる姿勢になった。それから少女は首を傾かしげ、世水の後方を見つめる。

「どうした？」世よ水すいが不思議に思って、シュマが眺ながめている方を振ふり返かえった。「ん？　……うお、美み玲れいと有あり栖すか！」

　世水の表情が若干強張ったが、彼に気が付いた二人はこちらに向かって手を振っていた。

　彼女たちはゆっくりと近づいてくる。

「……ど、どちらが如月きさらぎ美玲さんですか？」

　シュマが小声で言う。少女はあからさまにソワソワしていた。

「髪かみの短い方……」世水も小さな声で応える。「眼帯をしていない方、棒切れを持ち歩いていない方、背の低い方、何か優ゆう雅がなオーラを出していない方」

　世水がヒソヒソと言っていると、至近距きよ離りまで来ていた有栖が急に駆かけ出だした。

「世水クゥン、お久しぶり～」

　彼女は笑顔を振ふり撒まきながら、両手を広げて近づいてくる。テンションが高く、いつもとは違ちがうキャラクターのようだった。

　世水は有栖とぶつかる寸前、彼女の両りよう脇わきに手を差し込む。彼は華きや奢しやな彼女を持ち上げ、受け流すように回して正面衝しよう突とつを防いだ。

　ストン、と着地した有栖が楽しそうに微ほほ笑えむ。

「……あら、抱だきしめてくれないの？」

　彼女は余よ裕ゆうのある雰ふん囲い気きで言葉を発し、いつもの人格に戻もどっているようだった。

「そういう文化で育ってないからな」世水も釣つられてちょっと笑う。「しかも、別に久しぶりじゃねえし。一週間前に会ってるだろ」

「それじゃあ物足りないわ。私は二十四時間あなたと一いつ緒しよにいたいのに」

「それはストイック過ぎる。今だって急に現れて驚おどろいてるのに、それがずっと続いたら身体が持たない」

「まあ、身体が持たないなんて恥はずかしい」有栖が頰ほおを染めて、半歩後ろにのけ反った。「……けれど、私がいつどこにいるかなんて、あなたなら手に取るようにわかるでしょう？」

「俺おれはエスパーか何かか？」

「オカルトの話ではなく、私はもっと現実的な手段を提供しているつもりなのだけれど……」

「……ああ、そうだったかもな」

「ね。私のことはいつでも利用してくれていいのだから」

「とりあえず、言いたいことはわかった」

　有栖の本気とも冗じよう談だんとも判別できない戯ざれ言ごとに返答しながら、世水は美玲の方を見る。

　何故か美玲は、シュマと固い握あく手しゆを交わしている最中だった。

「何やってんだ……？」

「あ、世水、久しぶり」

　美玲がシュマと手を離はなし、軽く手を挙げた。しかし、彼女とは有栖以上に久しぶりではない。

「その子は何？」

　有あり栖すが世よ水すいの隣となりに立って言った。彼女と世水の距きよ離りはやけに近い。

「なんか、握あく手しゆして欲しいって」

　美み玲れいが苦笑いを浮うかべながら応える。彼女自身も意味がわからないのだろう。

「……世水君と一いつ緒しよにいたわね。世水君、この子は？」

　世水のことになると目め聡ざとい有栖が尋たずねた。彼女の視界は通常の半分でも、おそらくは高い集中力を発揮することで、充じゆう分ぶんに常人の視野を超えているのだろう。それは執しゆう着ちやくという方が正しいのかもしれない。

「ああ、うーん、この子は…………友達かな」

「ロリコンになってしまったのかしら？」有栖が心配そうに言う。「捕つかまってしまうわ。今日も警察官はこの辺りを巡じゆん回かいしているのだから」

「いや、何の話だよ」

「……もしかして、私の求愛を拒こばむのはそれが原因？」有栖が深刻な表情をして、胸元に両手を添そえた。「幼い女の子でなければ駄だ目めなの？　でも、私だって中学二年生の頃ころは、今よりはもっと幼児体形だったのに。…………!?　つまり、世水君は自分より若い女の子でなければ、性的に興奮できない可能性が微び粒りゆう子しレベルで……？」

「有栖、落ち着いてくれ」

　少し青ざめた世水が自分のこめかみを押おさえながら言った。僅わずかに頭痛を感じたのかもしれない。

「それで、どうして世水はこの子と一緒にいるの？」

　一人平静な美玲が尋ねた。さすがに彼女は、世水が変態だとは考えていない。

「いや、この子は人を捜さがしてるんだ。だから、俺がちょっと手伝おうかなって」

「人を？」

「そう。この子ともさっき会ったばかりなんだ。美玲、覚えてるか？　この子が捜しているのは、土曜の夜に会ったあの男の子だよ。不良二人組に絡からまれてた」

「え？」

　美玲は先程のことを思い出す。世水が言っている少年は、公園にいた彼のことに違ちがいない。

「どうした？　驚おどろいてるけど、何か知ってるの？」

「その子なら……あの公園にいると思う。というか、さっき見かけたよ」

「あの公園って？」

「近くで一番大きい公園。ほら、最近はホームレスもいる……」

　美玲がそう言うのを見て、世水とシュマは顔を見合わせた。二人が次に向かう場所は、確実に決定したと言える。彼らはすぐに移動することにした。

「俺ら、そこに行ってみるよ。美玲、情報ありがとう」

「あら、もう行ってしまうの？」

　有あり栖すが不満そうに首を傾かしげた。その仕草は間ま違ちがいなく愛らしいと表現できる。

「また、学校で」

　世よ水すいは右手を挙げ、美み玲れいと有栖の二人に別れを告げた。彼はシュマを連れ、そそくさと退場する。

　その光景を、残された女子生徒二人はただ眺ながめていた。
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　世水とシュマは公園の入口に移動すると、目的はいとも容よう易いに達せられた。

　公園内に少年を見つけ、シュマが世水を引き留める。まだかなり距きよ離りがあったが、そこからでも充じゆう分ぶんに確認できた。

「あれがラシカです……」

　世水を制止したシュマが静かに呟つぶやいた。少女の表情は強張り、心なしか青ざめているように見える。

「本当にあの子だったのか」

　世水は緊きん張ちよう感かんのない視線を少年に向けながら確認する。ラシカは公園内に備え付けられた木製の机に向かって、何か熱心に書き物をしているようだった。

「で、では、彼の居場所を突つき止とめたので、一旦退散しましょう……」

「え、もう？」

「これ以上近づいたら、気づかれてしまうかもしれません。ドールは相手を見れば、自分と同類であるかどうか基本的にはわかってしまうのです。これからは作戦『雨が降るまで待機』に移行します」

　何の工夫もない作戦名を述べ、真しん剣けんな顔をしたシュマが世水の手を引いた。

　しかし世水がその手を丁てい寧ねいに拒きよ否ひすると、少女は凄すごく不思議そうに彼を見つめた。

「じゃあシュマは先に帰っていいよ」

「は？」

「俺は少しラシカと話してくるから」

「は？　何を言っているんですか？」

　その場で世水がした提案に、シュマは眼を点にする。理解不能、という言葉が脳内に浮うかび上あがっているようだった。

「もう一度言おうか」世水が微ほほ笑えむ。「ラシカとちょっと話してくる」

「えっと……馬鹿ですか？　どうしてそうなるんです？」

「確認したい」

「確認？」

「俺おれはラシカが何か悪いことをしたのを見てないから、一方的にシュマたちの意見を聞く形になってるだろ？　だから、少しあの子からも話を聞いて、今何が起こっているのかを把は握あくしておきたいんだ」

「え、ちょっと待ってください……」シュマは呆あつ気けにとられた。軽い立たち眩くらみが発生してしまう。「あなたは、私を信用していないのですか？」

「何かそれに値するようなことあったっけ？」

　世よ水すいが平然と言うので、シュマは本当に驚おどろいた。

「はあ……？　えっと、えっと……あれ？　じゃあ、今までどうして……。あ！　だってあなたは、流る美みさんを信用しているのでしょう？　だったら、今いま更さら何かを確かめる必要はないはずですよ！」

「流美さんが正しいとは限らないよ」

「そんな……あなた、もしかして、ずっとそのつもりだったのですか……？」

「いや別に？　ちょうどいいから、話を聞こうと思っただけ」

「死にますよ！」

　シュマが目を吊つり上あげる。本気の表情だった。

「俺が死んだら、流美さんが仇かたきを討うってくれるよ」

　シュマが怒おこっているというのに、世水は余よ裕ゆうのある雰ふん囲い気きで言った。

「そんな、何を馬鹿な……」

「じゃあ、そういうことだから。ちょっと行ってくる」

　聞く耳を持たない世水が、シュマを無視して公園に向かおうとする。

「……待ってください！」シュマが大きな声を出した。「だったら、これを身に着けてください！」

　少女はリュックサックを下ろしていた。表情は険しく、身体も僅わずかに震ふるえているようにも見える。シュマは中から一対の黒い手て袋ぶくろを取り出し、世水に向けて差し出した。

「これは？」

　受け取った世水が尋たずねる。それは一見、平へい凡ぼんな革かわ製品のようだった。

「ラシカの攻こう撃げきは、爪つめによる斬ざん撃げきです」

「……それで？」

「その手袋は、千切れません」

「え？」

「それは奇き跡せきの砂を特とく殊しゆ加工したもので、ラシカの爪でも引ひき裂さくことはできません」

「何だ。そんな便利なものがあるのか」

「勘かん違ちがいしないでください！　それはあくまで、手袋が壊こわれないだけ。衝しよう撃げきが無くなるわけではないんです。それで彼の斬ざん撃げきを受け止めれば、手て袋ぶくろの中の、あなたの手の骨が粉こな々ごなに粉ふん砕さいされてしまいます」

「でも、切り落とされることはないんだ？」

「両手以外のところを触さわられれば、あなたは終わりです。あの、考え直してくれませんか？」

「スリルがあるね」

　黒い手袋を眺ながめながら、世よ水すいがさらりと言った。

「何ですって!?」シュマは自分の耳を疑う。「あなた、気が狂くるっているんですか!?」

「もしラシカに非がなかったら、狂っているのはシュマだよ」

「……!!　信じられない……何という……」

　シュマは目を瞑つむり、両手で口を押おさえた。否定するように頭を振ふり、冷静な思考ができなくなってしまう。

　しばらくして少女が目を開くと、もう世水は行ってしまっていた。

　この先のことは考えたくもない、とシュマは泣きそうになってしまう。自身から涙なみだが出るのかは知らなかったが、その感情は完全に理解できると彼女は痛感していた。
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　世水は少年の向かいに座ってすぐに声をかけた。

「久しぶり」

「お兄さん……」少年が手を止め、顔を上げる。「また会ったね」

「もう会うことはないと思ってた？」

「どうしてわかるの？」

「意外そうな顔をしたから」

「器用だね……」

「名前を聞いてもいい？」

「僕ぼくの？」

「それ以外にはいない」

「お兄さんの名前は？」

「峰みね城しろ」

「僕はラシカだよ、峰城さん」

「ラシカはここに、何しに来たの？」

「……？　来たのはあなたでしょ？」

「いや、この街にって意味」

「……家がここにあるから」

「あのマンション？」

「……どうしてそんなことを聞くの？」

「興味がある」

「話さなければいけないことではないよね。それは僕ぼくの自由でしょ」

「質問を変えようかな。……爪つめを見せてくれないか？」

「爪？」

　ラシカの眼が一いつ瞬しゆんだけ鋭するどくなった。

「そう。見てみたいんだ」

「どうして？」

「見せられない？」

「理由がわからない」

「また違ちがう質問をしようか。君の服についているその黒い跡あと、それは血？」

「え？」

　ラシカは自分の服を見た。確かに、複数の箇か所しよが黒くなって汚よごれている。

「まるで返り血を浴びたみたいだ」

「……お兄さん、あなたは僕に何を聞きに来たの？」

　少年が警けい戒かいを強めている。それが表情からも見て取れた。

「君の爪が、その返り血を作った原因？」

「……ああ」ラシカは目を瞑つむった。「もしかして……誰だれかから、何かを聞いたの？　誰かが僕を追って来ている？」

「心当たりがある？」

　世水はとぼけ、そう聞き返した。

「……誰が来たんだろう。まあ、そんなのは僕にとってどうでもいいことか」ラシカは一人で勝手に結論を出した。「お兄さんは、僕をどうするつもりでここに来たの？」

「俺おれに話をした人物は、君が悪い奴やつだって言ってる」

「それを決めるのは誰？」

「それって？」

「善悪」

「ああ、いや、それは俺もわからない」

「だったら、僕は悪くないと思う。僕自身は正しいと思っているから」

「君は人を殺した？」

「……峰みね城しろさんは今まで、何も殺さないで生きてきた？　食べるものは？　そこらに生えている草木、そして小さな虫は？」

「生きるためなら、食べ物は仕方ない」

「なら、僕ぼくも一いつ緒しよだ」

「俺おれは人だから、人は殺せない」

「殺せるくせに」ラシカは初めて笑った。「人だって、簡単に人を殺せる」

「そうは思わない」

「試してみようか」

「試す？」

「あなたは僕が人間に見える？」

「見える。人にしか見えない」

「なら、僕があなたを殺してあげる。そうすれば、人が人を殺せるということを納得できるはずだよ。あなたが言ってるのは、多分そういうこと。本質的な行いに違ちがいがないのに、それができないと感じるのは、自分と他人の見た目が同じだからに過ぎないよ。ようは思い込みだ」

「試すって、今？」

　ラシカの言葉を頭で整理しながら、世よ水すいはすぐに尋たずねた。
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「僕はそれでもいいよ」

　ラシカは立ち上がり、横に移動した。机が邪じや魔まだと思ったのかもしれない。

「本気か？」

　世水も立ち上がって向かい合う。彼は黒い手て袋ぶくろを両手にしている。

「僕ぼくはいつだって本気だよ」

　そう言って微ほほ笑えんだ瞬しゆん間かんだった。ラシカの全身から多大な殺気が放たれた。

　世よ水すいはそれに反応し、一歩後退する。

　──だが、ラシカは踏ふみ込こまなかった。

「おじさんが見てるね……」ラシカはそう呟つぶやいて、少し離はなれた箱の家を見る。「今日はここでお終いかな。僕はもう帰るよ」

「いいのか？」

　世水は全身から汗あせが噴ふき出だすのを感じたが、あえて考えないようにして聞いた。

「峰みね城しろさんは自分のことを強いと思ってる？　そうでなければ、その質問はできないね。……でも、あなた程度じゃ僕の相手にはならない。もしもまた、僕と会うことがあったら、その時はしっかりとそれを証明してあげるよ」

「どうやって？」

「それはいつだって結果が証明してくれる。お互たがいの、最も大切なものを賭かけて戦おう」

　ラシカはそれだけ言うと、世水に背を向けて歩き始める。箱の家に向かうようだった。

「大切なものって……？」

　世水が最後に声をかけた。それを聞いて少年は立ち止まってから振ふり返かえる。

　ラシカは何故か右目下の皮ひ膚ふを引っ張り、アッカンベをしながら言った。

「それはお互いの命だよ」
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「さすがにこの距きよ離りでは聞こえないわ」

　草むらに屈かがみこんでいる有あり栖すが不満を漏もらした。

「やめましょうよ。覗のぞきなんて悪あく趣しゆ味みです」

　その隣となりで、同じように姿勢を低くしている美み玲れいが小さな声で囁ささやく。

「今日の携けい帯たいはいつもと同じだから、少し不安だけれど……」

「どういう意味ですか？」

「彼はきっと位置情報なんか調べないはず……」

「あの、有栖さん、何を言ってるんですか？」

　しかし、美玲の問いに有栖は応えてくれなかった。

　新聞部の二人は今、世水と少年が公園で話しているのを遠くから盗ぬすみ見みていた。見晴らしは充じゆう分ぶんだったが、距離があるので会話の内容までは聞き取れない。

　覗きのきっかけは、有栖が世水を尾び行こうしようと言い出したからだ。彼女からすれば至極当然かもしれないが、殺人事件よりも世水の行動に興味が移っているようだった。

「少女の次は少年？」有栖が眉み間けんにしわを寄せる。「ロリだけじゃなくショタ……？　私に男装しろということかしら……」

「…………………………」

　隣となりでそれを聞いている美み玲れいは、有あり栖すに対して若干引いた。しかし、それはいつも通りでもあるから仕方ない。

「でも、おかしいわね。違い和わ感かんがある」

「え、何がですか？」

「…………………」

　美玲が問いかけるが、有栖の反応はない。気になって横を見ると、有栖はさっきよりずっと驚おどろいた表情を浮うかべていた。

「どうしたんですか？　怖こわい顔をして……」

「いえ、何か、あちらから嫌いやな気がしたから」

「そうですか？　特に何も感じませんでしたが……」

「……そうね。この距きよ離りじゃ何もわからない。きっと気のせいね」

　有栖は切きり替かえてそう話すが、世よ水すいと少年の方から殺気のようなものを確かに感じていた。

「さっきの違和感って、何ですか？」

「ああ、それね」有栖は優ゆう雅がに微ほほ笑えんだ。「だって、あの女の子がいないじゃない」

「……あ、言われてみればそうですね」

「それっておかしいわよね。だって、世水君は私たちに、あの女の子が男の子を捜さがしているって言ったじゃない。なのに、どうしてあの少女は公園に姿を現さないのかしら」

「でも、そうか……。確かにそれは腑ふに落ちませんね」

「事実として明確にわかっているのは、世水君が私たちに噓うそをついたということだけ」有栖が何故か嬉うれしそうに言う。「……あら、もう話し終わったみたい」

　少年が世水から離はなれ、どこかに歩いて行ってしまう。

「本当だ。良かった、ばれませんでしたね」

「まあいつも通りね。この距離はセーフティだから」

「いつもって……」美玲はそれを聞かなかったことにした。「というか、世水はあの子供と何を話していたんですかね？」

「美玲も気になっているのかしら」

「まあ、多少は……」

　高校生男子が男児にわざわざ会いに行き、真面目な顔をして話すという状じよう況きようがいまいち吞のみ込こめなかった。

「それを確かめる手段は、明らかに二つだけ」

　有栖がピースサインを作り、それをユラユラと揺ゆらした。二つ、を表すジェスチャーであることはまず間ま違ちがいない。

「え、ありますか？」

「あるわ」有あり栖すがまた口元を緩ゆるめる。「それは世よ水すい君に聞くか、さっきの子供に話してもらうかの二に択たくだけ。単純でしょう？」

「ああ、そういうことですか。でも世水は話してくれなそうですよね。さっきだって、すぐに行っちゃったし」

「そうねえ……」

　有栖がいつも以上に楽しそうな表情をしているのを見て、美み玲れいは少し嫌いやな予感がした。しかし、それが何を示し唆さするかまではわからない。

「今日は来てよかったわ」有栖が言う。「……凄すごく面白かったもの」

「そうですか？」

　美玲は有栖の真意が理解できず、同意することはできなかった。




　　　　　○




　あれから世水とシュマはアパートに戻もどったが、まだ少女は怒おこっているようだった。

「殺されなかっただけ、感謝した方がいいと思います」

　玄関で立ち止まり、少女が言う。

「誰だれに感謝すればいい？」

　世水は何故か、少し楽しそうに聞き返した。

「自身の運の良さに」

「何で？　それは見み逃のがしてくれたラシカに対してじゃないの」

「…………！」

　そう言われたシュマはまた驚きよう愕がくし、信じられないという顔をして世水を見た。

「帰ってきたら、ただいまって言わないと」

　玄関で靴くつを脱ぬぎながら、世水がシュマに教えてあげた。

「それは知っていますよ。平へい凡ぼんな挨あい拶さつですね。迎むかえる者は、おかえりなさいでしょう？」

「そうだね」

「話を逸そらしましたね？　話を逸らしましたね？」

「ああ」世水が頷うなずいた。「でも、俺おれはシュマの言い分を信用することにしたよ」

「当たり前です」

「びっくりしたよ。ラシカの殺気、半はん端ぱじゃない威い圧あつ感かんがあった」世水が苦笑する。思い出すと、また身体から汗あせが噴ふき出でしそうだった。「だから、俺も大人しく雨を待つ」

「当然です！」

「ラシカには悪いけど、動けないところを狙ねらわせてもらうよ」

「悪くないですよ。というか、さっきからどこか楽しそうですね？」

「ショックの受け方は人それぞれだから」

　世よ水すいは掌てのひらをぐっと閉じ、拳こぶしを作った。力をいくら込めても、ラシカに勝てる気はしない。

「まあ、あとは雨を待ちましょう」

「でも、何日も降らなかった場合のことは考えないとなぁ。ラシカだって、いつまで大人しくしているか全然わからないんだろ？」

「降るまで待ちます。その間に、私たちにできることはありませんよ。無策で彼に近づいても、残された道は死、あるのみです。私たちがやられてしまえば、被ひ害がいは拡大する一方ですから」

「それは避さけないとな」

「はい。無茶な思考は禁物ですよ。私はあなたに死んで欲しくありません」

「どうして？」

「え……？　だって、それは当たり前でしょう？」

　シュマはきょとんとして、不思議そうに応えた。

「そうか。それは、人間と変わらない考え方だね」

「逆に、あなたは結構変わっていますよね？」

「そうかな」

「そうです」

「……まあ、明日になれば」世水が窓の外を見た。「雨が降って全部終わりになるかもね」

「はい。そうなることを願っています」

　シュマも同じ方向を眺ながめる。空には段々厚い雲が増えているようだった。

　予報通りなら明日の午後から雨になる。それが決行の合図になるのは間ま違ちがいない。




　　　　　○




　美み玲れいは小中学生の頃ころの記き憶おくが一部欠けつ損そんしている。部分的に欠落したような感覚が脳にあり、自分がその時に何を経験したのか思い出せない。

　美玲の記憶障しよう害がいを知る者はそれなりにいるが、彼女はまだ誰だれにも話したことのない別の悩なやみを抱かかえていた。

　それは、夢である。人生の目標を形容した単語ではない。彼女の不安の種は、睡すい眠みん中ちゆうに見てしまう方の夢だった。

　その夢は定期的に訪れ、内容もよくわからない。現実に起こった出来事とはまるで接点を感じさせない不可思議なものだった。自身の理解を超えるそれは、少しばかり怖こわい。

　彼女は有あり栖すと別れて自宅に戻もどると、少しウトウトしてそのまま居い眠ねむりをしてしまった。

　そして、彼女はその夢を見る。

「…………いつ以来かな」

　美み玲れいは呟つぶやいた。目の前に広がる、辺り一面の白い世界を見つめながら。

　白いペンキをキャンバスにぶちまけたような、わざとらしい白が彼女の視界を覆おおい尽つくしている。そこは美玲を悩なやませる、あの夢の世界が広がっていた。

　美玲にとってはもうお馴な染じみだが、決して気持ちのいいものではない。何度も同じ夢を見てしまうのは、何か原因があると彼女は考えているが、その心当たりは全くなかった。

「どうせ、いつもの人がいるんでしょう？」

　大きな声を出すわけでもなく、美玲はつまらなそうに言った。

　誰だれかに伝わった体感はなかったが、そんなことは気にしない。

「……察しがいいね」声が聞こえる。それもすぐ近く。「……私はここにいるよ」

　美玲の背後に、少しだけ光る白はく煙えんの靄もやが現れる。白すぎる背景と比べると、若干灰色が混ざっているようだった。それは段々形を作り、やがて等身大の人型になった。煙けむり人形といったところか。

「また同じ声……」振ふり返かえった美玲が、溜ため息いき交じりで囁ささやいた。

「君の様子が気になって、また会いに来た」

　明めい瞭りような女性の声だった。はっきりと認識できる人型になったそれは、両手部分を大げさに広げてみせる。しかし、それで何を表現したいのか美玲にはわからなかった。

「何度も同じ夢を見るなんて……。私はやっぱりどこかおかしいのかなぁ」

　額を押おさえ、彼女は考え込む仕草をした。

　いつもこの夢で逢あう、喋しやべる不可思議な煙。美玲にとってはもう慣れた存在でもあった。

「おかしいなんてことはない。これは私が勝手にやっていることだ。君に責任はない」

「私って、私でしょ？　これは私の夢なんだから、原因は私にあるんだよ」

　美玲は相手に発言しつつ、自己に語りかけるかのような変な気分だった。

「普ふ通つうなら、その思考は間ま違ちがっていない。しかし、この状じよう況きようは通常とは言い難い」

「あなたは私に何か見せたいの？」

「それは自己の内面に問うているのか？　それとも、私に対する質問なのだろうか？」

「両方かな」

「はっきりしないな」

「そうさせているのは、多分あなただと思う」

「君と話していると、昔を思い出す」

「昔？　昔って、もしかして、あなたは私が失った記き憶おく？」

　美玲は驚おどろいたが、不思議と焦あせりはしなかった。夢の中だから、感情の動きがいつもと同じではないのかもしれない。

「いや……」煙けむり人形は首を振ふった。「残念ながら、それは違ちがう」

「そう……」

「私は──」

「あ、ごめんね、もう目が覚めるみたい」

　美み玲れいには何故かそれがわかった。申し訳なさそうな顔をして、煙人形に告げる。

「そうか」

　少し悲しげな声を出すが、それ以上のリアクションはなかった。

「今回は早いね。また、あなたのことを忘れてしまうのかな」

「おそらくは」

「……やっぱり」

　美玲はたった今、そのことを思い出した。夢から覚めると、彼女はここで直面した内容を忘れてしまう。辛かろうじて、白い世界を見た記き憶おくだけを残して。誰だれかと対話したことなど消えてなくなる。そしてこの夢に帰ってきたときに、そのことを思い出し、また忘れる。

　その繰くり返かえしだった。

「また会おう」

　煙人形が淡たん々たんとそう言うが、揺ゆらめく煙からは表情を読み取ることはできない。だから、何を思っているのかも推し量ることは不可能だった。

「うん、そうだね……」

　場当たり的にそう応えると、次の瞬しゆん間かん、美玲は目を覚ましていた。そこはいつも通りの自室のベッドで、視界に入る天井も同様。そこに違い和わ感かんは存在しない。

「また、あの白い世界の夢だった……」

　彼女はそう思い返すが、夢の内容は完全に忘ぼう却きやくしていた。彼女の記憶からは、煙人形も綺き麗れいに姿を消している。

　しかし、美玲はそれを不思議には感じなかった。何故なら、彼女は忘れてしまった内容があるなどとすら思っていないからだ。それ自体に気づいていない。似たような夢を何度も見る、というだけの感想。美玲はそれ以上、夢のことを考えようともしなかった。

　起き上がった彼女は時刻を確認し、苦い表情を作る。夕方前の、ひどく中ちゆう途と半はん端ぱな時間に居い眠ねむりをしてしまった。これでは夜に上手く寝ね付つけないかもしれない。

　美玲は世よ水すいの顔を思おもい浮うかべる。彼の睡すい眠みんに対するだらしなさを指し摘てきしたのに、自分がこれでは立場がない、と彼女は肩かたを竦すくめた。




　　　　　○




「もういいんですか？」

　そう声をかけられ、ミルキがゆっくりと眼を開ける。

「ん……スイアか……」

　天人であるミルキは、二体の天使の人形エンジエドールを所有していた。一体は現在、人間界に派は遣けんしているシュマロマという少女のドール。そしてもう一体が、スイアという名の少年型ドールである。

　二体のドールは同時に生まれ、ドールの中では珍めずらしい双ふた子ごとして扱あつかわれている。彼らが存在するという事実は、二人の天人が同時に命を失ったことの証でもあった。

　現段階では、ミルキ以外に二体のドールを従えている者はいない。

「いいタイミングで声をかけたね。どうして私の仕事が終わったことに気がついた？」

　ミルキは抱かかえていた『夢見の本』を閉じ、目の前にある机に置いた。

「マスターが微ほほ笑えんだからです。……それに、仕事というより趣しゆ味みでしょう？」

　スイアが楽しそうに応える。主の機き嫌げんが良いと思ったのかもしれない。

「シュマより鋭するどいな。いや、彼女は察しても口にしないか」

「あいつは臆おく病びよう者ものですから」

「それが武ぶ器きとなることもある。性格の偏かたよりは一方的な弱点ではないよ」

「そうかもしれません」スイアはクスクスと笑う。「シュマは一人で人間界に行ったんですよね……大だい丈じよう夫ぶなのでしょうか？」

「いや、今は一人ではない。頼たよりになるパートナーがついているはずだ」

「でも、相手はあのラシカでしょう？　僕ぼくでもあいつは怖こわいのに……」

「だからこそ、今回の件はシュマが適任なんだ。彼女の方が君より慎しん重ちようにできるだろう」

「そうかもしれませんね」

　スイアがにこにこしながら言った。

「それより、ミングレストとの面会はいつでも平気なのか？」

　ミングレストとは、ラシカの主人である。彼にはドールの不正使用と人間界への逃とう亡ぼう幇ほう助じよの疑いがあり、一時的ではあるが、繫つなぎの間にある建物に幽ゆう閉へいされていた。

「それに関しては大丈夫です。天界最高の権力者の一人であるマスターの希望なら、当然いつだって通ります。それにミングレストは罪を認めていないので監かん禁きんされていますが、とても大人しくしているそうです。都合も何もないのでしょう」

「そうか。シュマだけに押おし付つけず、私も少しは働かないとな」

　ミルキは肩かたを竦すくめ、ふっと息を吐はいた。今は手元にいない少女の顔を思おもい浮うかべる。

「シュマはシュマで、それなりに楽しんでいるかもしれませんよ」

　現在は蚊か帳やの外にいるスイアが、気楽そうに呟つぶやいた。




　　　　　※




　僕ぼくは峰みね城しろさんと話してからずっと、自分が興奮していることに驚おどろいていた。誰だれかが僕を追ってくる可能性を考えなかったわけじゃないけど、まさか普ふ通つうの人が話しに来るとは思わなかった。彼を僕のところに送り込んだ人物は、峰城さんが殺されることを考こう慮りよしなかったのだろうか。もしそうだとしたら、それはとんでもない馬鹿だ。

　追手はおそらく無能で、僕が手を焼くような相手ではない。そう思うと気が楽にもなった。

　峰城さんの話を思い出すが、彼は随ずい分ぶん筋すじ違ちがいなことを言っていたように感じる。

　人間というものは、僕に殺されなくてもどうせ死ぬのだ。それなら、僕の食しよく糧りようになったところで終着点は同じにしか見えない。そもそも、人間だって自分たちが生きるために他の命を奪うばうのだ。そのことについて、僕と人の間に差異はない。

　だから、罪は同等と表現することもできる。僕が許されない悪なら、人間たちだって同じ悪ということになる。そう考えれば、僕がこの世界にいてはならない理由がない。この思考は間ま違ちがっていないはずだ。

　僕は生き方を変えるつもりはない。魔ま界かいにいた頃ころだって、僕は先生が用意した人を殺してきたし、ドールもたくさん破は壊かいしてきた。

　僕はそれらを壊こわすのが得意なんだ。それどころか、僕の価値はそこにあるのだろう。

　僕はいつだって、それを簡単にこなす。

　だからもし、追手が僕の眼前に現れたら、その時は壊してあげよう。もしかしたら、相手はまた天使の人形エンジエドールかもしれない。それを考えただけで笑えてくる。彼らの弱さは、僕に彼らが生きている意味を感じさせないほどだ。壊してあげた方がいいだろう。

　また峰城さんが現れることはないかもしれない。彼は僕の強さを感じ取ったはずだ。それくらいのことはできるはず。

　それに今にして思えば、彼に提案した賭かけは酷ひどいものだった。彼に勝ち目はない。僕にとっては結末のわかっている退たい屈くつな作業だし、峰城さんにとっては勝機のない理り不ふ尽じんな罰ばつだ。それはつまり、自殺と変わらない。

　でも、と僕は思う。

　もしそれでも彼が僕の前に立ちはだかるなら、その時は僕が全力で相手をしよう。彼が誰かの思おも惑わくで動くなら、そうやって応えるのが正しい選せん択たくだ。

　相手がドールでも人間でも違いはない。相手を壊すという単純な作業に変わりはない。

　峰城さんが自殺を勝手に選ぶなら、僕はそれを叶かなえてあげよう。

　僕にとってそれは大した手間ではない。彼の身体を切きり裂さき、ついでに血液をもらえばいい。あの引ひき締しまった身体は美味しそうな気がする。きっと食すに値する血液だろう。

　そういったことを考えていると、僕ぼくはまたお腹がちょっと空いてきた。

　いろいろ考えて栄養を消費したのかもしれない。まあ、その経けい緯いは重要じゃない。僕にとって大切なことは他にある。

　それは、今まさに生まれつつある殺人衝しよう動どうだ。僕の空腹と、その欲求は連動している。

　誰だれかを殺そう。そして、この気持ちを落ち着ければいい。

　人の血を吸おう。それが、僕のやるべきことなのだから。




　僕は深夜になってから、おじさんと一いつ緒しよに眠ねむっていた箱の家を一人で抜ぬけ出だした。外は当然のように暗かったけど、一定数の灯りがあるから問題はない。

　公園を出てから、当てもなく歩き続けた。けれど目的はしっかりとある。

　僕はお腹が空いていた。だから誰かを殺して、その血液を得ようとしている。

　しばらくてきとうに歩いても、人を全然見かけない。途と中ちゆうでお店のような明るい場所もあったけど、そんなところでは騒さわぎになってしまう。事後にどうなろうと気にしないが、その時ゆっくり栄養補ほ給きゆうができないのは嫌いやだった。

　それから僕は、おそらく三十分以上歩き続けた。僕としては、人通りが少なく、何をしても平気そうな場所で殺したい。だから人気の少ない道を選んで歩くが、そうすると必然的に人と会う確率が下がってしまう。

　公園からどれだけ離はなれただろうか。来た道をちゃんと戻もどれるか、少しだけ心配になってくる。きっと大だい丈じよう夫ぶだと思うけど、迷ってしまったら厄やつ介かいだ。

　僕の帰る場所は今、あの紙の箱意外にないのだから。

　灯りすら少なくなってきた道を、僕は無言で進み続ける。

　そうしていると、横道から声をかけられた。

「君、ここで何をしているんだい？」

　僕は驚おどろきながら横を向いて、その人を確認する。狭せまい道路には二人の男の人が立っていて、お揃そろいの服を着ていた。

「こんな時間に一人なのかい？　お父さんかお母さんは一いつ緒しよじゃないの？」

　最初の人と声が違ちがう。もう一人が出した声だ。

　やっと人に会えた喜びで、思わず笑みがこぼれた。

　この人たちを殺して、自分の満足いくまで血液を僕の爪つめから摂せつ取しゆすればいい。

「あなたたちは誰？」

　ちょっとからかうつもりで、そう尋たずねてみる。

「私たちはお巡まわりさんだよ。大だい丈じよう夫ぶ？　どうしてここにいるの？」

　一人がそう言いながら不用意に近づいてきたので、僕は踏ふみ込こんで即座にその人との間合いを詰つめる。男の人はそれに驚いていたようだけど、彼が何かを言う前に、僕はその人の首をすぐに爪つめで切りつけた。

「おっ？」

　その男性から声が漏もれる。

　僕ぼくがあんまり雑にやったから、彼の首には中ちゆう途と半はん端ぱに深い傷がついてしまう。しっかりと切り落としてあげた方が、ずっと楽だったかもしれない。

　男の人は、喉のど仏ぼとけから綺き麗れいな鮮せん血けつを大量に流し始めた。

　それからすぐ、その人は道に倒たおれ込こんでしまう。

「おい！　どうした!?」

　もう一人が、倒れてしまった男性に近づく。でも、既すでに血を流した人の反応はない。

　それを眺ながめていた僕は、人間の脆もろさに呆あきれていた。あまりにも弱すぎる。

「あなたも今から殺すけど、何か言いたいことはある？」

　僕はドールを壊こわす時も、たまにこうして聞くことがあった。相手があまりに不ふ甲が斐いないから、その精神状態を確認してみたくなるのかもしれない。

　そういう時のドールは、大たい概がい何も答えない。自身の避さけられない死を受け入れ、無言で僕を睨にらみつけてくる。そういう態度に僕はいつもムカついて、思いっきり壊す。両眼とも破は壊かいすることもあれば、そんなの関係ないくらいに身体をボロボロにすることもあった。

　こんなことを思い出すこと自体、不快に感じている。すぐに切きり替かえて、前にいる彼を見た。

「君が？　君が今何かをしたのか？」

　呆あつ気けにとられた声が聞こえる。

「この状じよう況きようでそれを尋たずねるの？」

　僕は可お笑かしくなって笑ってしまった。この人は、それを本気で言っているのだろうか。

「君が、あの事件の……」

　彼は何かを理解したのか、一歩引いてから自分の腰こしを触さわった。そこから何かを取り出して、僕に向かって両手を合わせながら構える。

「もしかして、それは武ぶ器き？」

「動くな！」

「飛び道具だね。銃じゆうかな？」

　僕は相手の忠告を無視して近づく。

「動くな!!」

　その声と同時に轟ごう音おんが鳴なり響ひびいた。直後に、僕の履はいているブーツに衝しよう撃げきが走る。

「動いたら、また撃うっ──」

　彼は何かを言いかけたけど、それ以上は何も言わなかった。

　いや、正確には言えなかったという表現が正しい。

　だって彼の顔面には、僕の右手が突つき刺ささってしまったのだから。

　彼の口は完全に壊こわれてしまい、声を発することなどできるはずもない。

　僕ぼくは一いつ瞬しゆんでそれをやってのけた。やはり、人とは能力の差がありすぎる。

　彼は銃じゆうを持ったままドサリと地面に倒たおれ、仰あお向むけにひくひくと痙けい攣れんしていた。

　僕はとどめの一いち撃げきを刺さそうと思い、人間の心しん臓ぞうに向かって右手を思い切り振ふり下おろす。

　僕の指先は彼の肋ろつ骨こつを粉ふん砕さいして、容よう易いに心臓へと達する。それから周囲の内ない臓ぞうもろとも、好き勝手にぶち壊した。

　手をひっこめると、彼の胸から止めどなく血があふれてくる。

　しばらくして血液が尽つきると、同時に痙攣も収まっていた。

「新しん鮮せんな血液を二人分。こんなにはいらないね」

　僕はさっきまであった殺人衝しよう動どうを解消し、食事の前からある程度の満足を得ていた。

　足の甲こうがほんの少し傷ついたみたいだけど、それは大した問題じゃない。

　僕はそれからあることを思いついて、人間を細かくカットする作業に入った。
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「ちょ、ちょ、ちょ……え？　……雨、降らないじゃないですか？」

　水曜日は高校の創立記念日であり、学校は休みだった。しかし、天てん候こうは世よ水すいたちの思おも惑わくを外れ、正午を過ぎた今でも雨は降っていない。空は雲に覆おおわれて薄うす暗ぐらくはあったが、事実として雨が降らないなら実質的に無意味だった。

　世水とシュマはアパートに籠こもり、窓から空を眺ながめている。午後になっても彼らは行動を取るに取れなかった。

「俺おれに言ってもどうにもならないよ」

　世水は朝食兼けん昼食であるトーストを今いま頃ごろパクつきながら応える。パンにはイチゴジャムが適量で塗ぬられ、甘党の彼を満足させる完成度だった。

「えっと……？　どうするんですか？　このまま降らなかったらまずいですよ？」

　少女が焦あせりながら言う。表情からも動どう揺ようが伝わってきた。

「確かにね……」

「ラシカをあまり放置しておくわけには……。また被ひ害がい者しやが出てしまう」

　シュマは唇くちびるを嚙かみしめる。再び窓の外から天を眺めるが、そこに急な変化は見られない。

「既すでに出ている可能性だってあるしな」

「滅めつ多たなことを言わないでください、縁えん起ぎでもない」

「げんを担ぐのか」世水は意外に思った。「でもまあ、雲の色は濃こい。近いうちに雨が降るはずなんだけど……」

「……そ、そうですね。では、もう一度ラシカをどう捕ほ獲かくするか説明しておきましょう」

　シュマは深呼吸して自分の精神を整える。気を取り直して切きり替かえなければならない。

　昨日の夜、シュマと世水は作戦について話し合っていた。雨が降ってからでは、シュマも動けなくなってしまい指示を出すことができない。

「あれね……」

　世水が眼を細める。シュマはそれを見てから頷うなずいて、リュックから一つの器具を取り出した。

「これです」

　それは、ドールの両眼を抉えぐりだすための道具だった。二ふた股またに分かれたナイフのようなそれは、ドールの眼球を傷つけない設計になっている。一種の工芸品のように銀色に輝かがやき、器具自体に存在感があった。

「両眼である必要は、本当はないんだよな」

「はい。ですが、どちらがドールの本体かは本人以外は基本的に知らないので……」

　ドールの命は、左右どちらかの眼に宿っている。しかし、それは傍はたから見てもわからない。

「雨で動かなくなったラシカを発見したら、まずは一番に眼を入手する」世よ水すいが昨日の話を思い出しながら言う。「……そして、余よ裕ゆうがあったら身体も持ち去り、それが不可能な状じよう況きようだったら眼球だけを持ち帰る」

「はい。基本的に目的はラシカの眼球に限られます。身体の方は、必ずしも回収しなければいけないものではありません」

「眼と身体は近くにあっても、別に平気なんだよな？」

「身体が勝手に動き出すようなことはあり得ませんよ。そんなことが起きたらお化けですよ」

「よし、それはわかった」世水が頷うなずいてから窓の外を見た。「……でも、やっぱりラシカとの戦せん闘とうも考えておかないとなあ」

「は？　どうしてですか？」

「もしもこれから、何日も雨が降らなかったら？　それは街が危険だろ？」

「いえ、ですが、私たちに勝ち目はないじゃないですか。それは世水さんも痛感したんじゃなかったんですか？」

「諦あきらめたらそこで戦闘終了じゃん」

「そういう精神的な話ではなくて……」シュマは諦めに似た表情をする。「ラシカと私たちでは、圧あつ倒とう的てきな実力差があります。彼は天界と魔ま界かいにいる全てのドールの中で最強と言われていました。私たちドールはしばしば互たがいの強さを量るために戦うのです。ラシカはその戦いにおいて後れを取ったことはありませんし、幾いく多たのドールを破は壊かいしてきました」

「俺の知らないところで起こった話をされてもなあ。ちょっと想像できないと言うか、リアルにシュマの思考をトレースできない」

　聞く耳を持とうとしない世水を見て、シュマは眉み間けんにしわを作った。

「……何か策でもあるのですか？」

「なくもない」

「……どのような？」

「前提として、一対一で考えるからよくない。こっちは俺とシュマの二人いるわけだから、数的には優位なんだよ」

「あの、申し訳ないですが、私は驚おどろくほど弱いですよ？」シュマが卑ひ屈くつな笑みを見せ、自じ虐ぎやくを言った。「私の現状は、見た目のままの少女と同じですから、腕わん力りよくも体力もありません」

「女子供だって数に入る」

　世水が無差別主義者のように呟つぶやく。それからシュマを見つめた。

「……私を戦力に計算できるのですか？」

「やり方次第だよ。手段は色々あるわけだから」

「戦術でどうにかなる相手なら、そうしたいのは私も同様ですが……」

　シュマは手に持っていた二ふた股またのナイフを見つめた。少女のリュックには他に、猫ねこの耳がついた可愛らしい通信器具と、ラシカの爪つめですら切きり裂さくことのできない黒い手て袋ぶくろが入っている。

「まあ基本的には、雨を待つしかないのは確かなんだけどね」

「あ、当たり前ですよ」

　シュマはほっとして言った。少女に今のところ、ラシカと闘たたかう勇気などない。

「でも、先のことはわからない」

　小さな声で囁ささやいて、世よ水すいは目を瞑つむった。もう、窓から外を眺ながめるのに彼は飽あきている。
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　夕方になっても雨は降らなかったので、世水とシュマの二人は大きなホームセンターに来ていた。そこは世水の住むアパートから徒歩圏けん内ないで、生活に必要なものは大たい概がい揃そろう。

「急に雨が降ったら、私を担いで家まで運んでくださいね？」

　シュマが心配そうに言う。本当は家で待機していたかったが、この状じよう況きようでパートナーである世水と離はなれるのも不安だった。

　その店の一角には、何店てん舗ぽもの飲食店が入ったフードコートがあり、外を出て道を挟はさんだ隣となりには綺き麗れいな映画館まで建っていた。

「シュマって普ふ通つうの人間よりも軽いよね」

「まあ、大分軽いです。重いよりはいいでしょう？」

「特定の趣しゆ向こうを持つ人以外は、重量級より軽量級派かな」

「……そんなことり、先程ここで購こう入にゆうしたものは、本当に役に立つのでしょうか」

「わからない」

「そんな、曖あい昧まいな……」

「これは保ほ険けんだよ。これから何日も雨が降らなかった時のためにね」

「もしそうなっても、私は雨を待つ以外に選せん択たく肢しはないと思っていますけど……」

　シュマは、世水の隣を歩きながら俯うつむいて呟つぶやく。彼女は積極果か敢かんな精神構造をしてはいないので、どうしても安全策を主張したかった。

「アイスでも食べようか」

　世水が少し距きよ離りのある飲食店を見ながら言った。随ずい分ぶんカラフルな看板が掲げられている。

「あ、それは知っています」シュマはぴくりと反応した。「ですが、水分量の多いものは身体に悪いかもしれないですね。何しろ、私の身体は砂ですし。焼き菓子なら平気なのですが……」

「じゃあまずはアイスを食べて、それからクッキーを買ってあげよう」

「いえ、別に、必要なものではありませんし……」

「いやいや遠えん慮りよすんなよ」

「ええ？　まあ、そう言うならご勝手に……」

　シュマはお菓か子しが嫌きらいではなかったが、現在それを欲しているという状態ではない。しかし、世よ水すいの強引な勧すすめによって少女は押おし切きられた。

「……あれ？」

　シュマが呟つぶやいた。世水と共にアイス専門店に近寄っていくと、そこのカウンターには見覚えのある人物が立っているのに気付いた。

「そう。美み玲れいはここでバイトしてるんだよ」

　それだけ言って、彼は近づいていく。近くに他の客もいなかったので、彼女もこちらを見つめていた。

「世水!?」

　美玲が驚おどろきの声を出す。その理由は、おそらく一いつ緒しよに連れていた少女が原因だろう。

　アルバイトの可愛らしい制服を着こなした彼女は、不思議そうに世水とシュマを見た。

「よお、アイスを買いに来たよ」

「ちょっと」美玲が世水をカウンターに引き寄せた。「どうして昨日の女の子といるの？　まさか、本当にあの子のことが……？」

「違ちがうよ」世水は笑って否定した。「昨日、あの男の子の場所を美玲が教えてくれただろ？　人ひと捜さがしを手伝ってくれたお礼に、アイスを買ってくれるって言うんだ」

　世水は何の躊ちゆう躇ちよもせずに、口から出まかせを滑なめらかに発した。

「小学生にアイスをおごってもらう気？」

　美玲は眉み間けんにしわを寄せる。そして、彼女はその後すぐに思い出す。あの少年と話していたのは女の子ではなく、世水自身であったということを。あの少女は少年とは顔を合わせず、その後世水と共にどこかへ行ってしまったのだ。

　公園にいたあの男の子を捜していたのは、女の子ではなく世水自身である可能性があると美玲は思った。

「……噓うそをついてる？」

「噓？　いや、ついてないけど？」世水がさらに平然と噓を積み重ねた。「……今日はさ、謝りに来たんだ」

「どういうこと？」

「一昨日、美玲との約束を破って帰っちゃったからさ……」

「ああ！　そうそう、あの時はどうしたの？」

　怒おこって帰っている途と中ちゆう、有あり栖すとばったり会ったことで美玲はそれを忘れていた。

「昨日は有栖がいたから言う機会がなかったんだけど」世水は美玲の質問に答えてない。「……いや、あの時は悪かった」

「………………」

　美玲の顔が不ふ機き嫌げんになる。彼女は世水が表面上で謝った事実は認めるが、彼が間ま違ちがいなく何かを隠かくしていると感じていた。

「……あれ、怒おこってる？」

「怒ってる」

　美み玲れいが抑よく揚ようのない声で言う。その反応だけで、世よ水すいは彼女が本当に怒っているのがわかった。

「あれ？　間ま違ちがえたかな……」

　世水の思おも惑わくが外れた。それどころか、ここに来て話し始めた時よりも、さらに彼女が怒っているようにすら思えた。

「世水さぁ、本心から悪いと思ってないでしょ？」

「いや、そんなことないよ」

「ふぅん……。とりあえずもう一度聞くけど、一昨日はどうして帰ったの？」

「ああ……ちょっと流る美みさんに呼ばれてね。断れる雰ふん囲い気きじゃなかった」

「あの人か……」美玲の血圧が再び上じよう昇しようする。「今度は大人の女だ。歳上の女ね。……というか、私よりも流美さんの方を優先したんだ？」

「美玲とはいつでも会えるから」

「はあ？　だったら約束を破ってもいいわけ!?」

「いや、そういうことじゃなくて……」

　世水は段々焦あせり始はじめた。美玲の機き嫌げんがいつもより明らかに悪い。彼は何か明確なミスを犯したと感じたが、その正体までは摑つかめていなかった。

「……世水さん、ちょっと」

　後ろで黙だまっていたシュマが世水の服を引っ張る。少女も僅わずかに動どう揺ようしているようだった。

「何？」

　世水が振ふり返かえって、小声で聞き返す。

「あまり長居は……。いつ雨が降るのかもわからない状じよう況きようですし……」

　シュマは美玲の表情を恐おそる恐おそる見ながら、世水に向かってそう言った。

「わかった」世水が頷うなずく。「美玲、とりあえず、アイスを一つ」

　代金を渡わたすが、美玲の表情は曇くもっている。

「一つぅ？」美玲がまた、世水を疑うように唸うなった。「その子の分は買わないわけ？　自分だけ食べる気？　普ふ通つうなら、その子の分は世水が買ってあげるべきでしょ？」

「……落ち着いてくれ、どうした？」

「世水が買わないって言うなら、その子には私が買ってあげるよ？」

「この子はアイス食べれないんだって」

「え、そうなの……？」

　美玲がシュマを見るので、少女は急いで何度も小刻みに頷いた。

「ふぅん……」

　美み玲れいはまだ納得がいかなそうだったが、しぶしぶ世よ水すいの注文したアイスを用意し始めた。それはさすがに手慣れたもので、一分もかからず完かん璧ぺきに準備される。

　その一連の工程をシュマが熱心に見つめていることに、世水も美玲も二人とも気が付かなかった。

「世水、もう夕方だから、その子をちゃんと家まで送ってあげなよ？」

　アイスを手て渡わたす時、美玲は心配そうに進言する。

「ああ、わかってる。ありがとう。……行こう、シュマ」

　世水はそれを受け取り、その場をすぐに去った。美玲の雰ふん囲い気きが、いつもより刺とげ々とげしかったので素早く離り脱だつしたとも言える。

　世水の早足に、遅おくれまいとついてくるシュマが尋たずねた。

「美玲さん、怒おこっていませんでしたか？」

「やっぱりそう思った？」

「はい、そう見えました。彼女は怒りやすい人格なのでしょうか？」

「……うーん、むしろいつもは正反対のはずだけどな」

「そうですか。……では、ホルモンバランスの乱調かもしれませんね」

「いや、どうかな？　俺おれは医者じゃないし、そんなの知らないけど」

　商業施し設せつから外に出ると、真冬の寒さが二人を包む。彼は場ば違ちがいにもアイスクリームを手にしていたが、やはり美味しいものは美味しいのだと気にしなかった。

「あの……」シュマが何となく気まずそうな顔をした。「一つ、いいですか？」

「何？」

「そのアイス、一口もらってもいいですか？」

　心配そうに眼を潤うるませながら、シュマは世水の瞳ひとみを見つめて言った。

「ああ、そんなこと？」世水が苦笑する。「食べたいならさっき言えば買ったのに」

　そうすれば美玲に責められることもなかった、と彼は寸刻前を思い返す。

「いえ……量が多いと不安ですし、その、味見程度でいいのです。それがどういった食感であるかだったり、どんな嗜し好こうなのかさえ理解できれば……」

「はいはい。どうぞ」

「……ありがとうございます」

　シュマはアイスを丁てい寧ねいに受け取り、ひとしきり眺ながめてから口をつけた。

「……！　ひゅめたい……」

　少女が反射的に眼を丸くして呟つぶやく。それを聴きいた世水は当たり前だろうと内心で思ったが、彼がそれを言葉にすることはない。初めての経験である少女の純じゆん粋すいな感想にケチをつける理由はどこにもないのだから。

「美味しい？」

「……はい。とってもですね。ああ、この世界に来た甲か斐いがありました」

「そんなに？　だったら全部食べていいよ」

「いいんですか!?」

「うん。あんまりゆっくり味わってると融とけちゃうから、気を付けてな」

　世よ水すいは微ほほ笑えみながら忠告し、シュマと並んで帰路についた。
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「はあ～、やっちゃった……。世水はわざわざ謝りに来てくれたんだよね。それなのに、あんな態度で追い返しちゃって」

　美み玲れいはアルバイトの休きゆう憩けい時間になり、控ひかえ室しつに入ると両手で顔を覆おおった。いくら世水が何かを隠かくしているからと言って、ああも露ろ骨こつに怒おこってしまうのは彼女の本意ではなかった。

「流る美みさんって、あの無む駄だにセクシィな人だよね……」

　一人で勝手に落ち込んだ美玲は、ロッカーに仕し舞まってあった自分の携けい帯たい電話を取り出す。画面を見ると、どうやら有あり栖すから着信があったようだった。

「有栖さん？　何だろう……」

　美玲はすぐに有栖へ電話し、相手が出るのを待った。

　少ししてから、有あり栖すの声が聞こえてくる。

『……美み玲れい、今はもしかしてアルバイト中？』

　優ゆう雅がな有栖の声がした。美玲は落ち込んでいた気持ちを切きり替かえ、返事をする。

「今日はバイトですが、今は休きゆう憩けい中ちゆうです。どうしました？　電話しましたよね？」

『なら、少し話しても平気かしら？』

　ちゃぽん、という水の音が電話口から聞こえてきた。不思議と有栖の声も全体的に響ひびいているような気がする。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。というか、もしかして、有栖さんお風ふ呂ろに入ってますか？」

『鋭するどい。だから私は裸はだかなの。あなたは？』

「え、それは、バイト先の制服ですよ」

『それはマニアックね。そして話というのは、あの男の子についてなんだけど……』

「えっと、あの公園にいた男の子のことですか？」

『そう。私は色々考えたんだけど、やっぱりあの子に、直接話を聞きに行こうと思うの』

「……え？　だって、どこにいるかわからないじゃないですか」

『公園にいるんじゃないの？』

「いや、だって遅おそくなれば家に帰るでしょう？　それに、毎日いるわけでもないでしょうし」

『あの子は世よ水すい君と話し終わった後、ホームレスの家らしきものに戻もどっていったの。彼にとって、もしかしたら家はあの公園かもしれないわ』

「そんなわけないですよ。だって、あの子は家が近くにあるって言ってましたから」

『赤の他人の言葉の真しん偽ぎを測るのって、神様でもなければ不可能じゃない？』

「……まあ、そうかもしれませんけど」

『だから、私は後で公園に行ってみようと思うの。美玲がバイトじゃなかったら、一いつ緒しよにどうかなって思ったんだけど、電話を待っていたら遅くなってしまったから、一人で行くことにするわ』

「……え？　今日これから？　だって、もう夜ですよ？」

『夜は長いって言うじゃない』

「ええ？　だって、危ないですよ。あそこは一週間前に不良が絡からんできた場所じゃないですか。……というか多分、こんな時間じゃ公園に誰だれもいませんよ？」

『もう決めたことだから』

「待ってください、明日じゃダメなんですか？　明日だったら、私も一緒に行けますし。というか、あの男の子にこだわる必要はないじゃないですか？　世水に直接聞いてみましょうよ」

『そんなことをして、世水君が本当のことを言ってくれなかったら、ショックじゃない』

「……ああ」美玲はさっき世水と話したことを思い出す。「……でも、世水の言葉が本当か噓うそか、私たちでは確かめようがないじゃないですか」

『私ならわかるわ』有あり栖すの自信に満ちた声が聞こえる。『とは言っても、あなたほどじゃないかもしれないけれど。美み玲れいだって、世よ水すい君が噓うそをついているか何となくわかる時があるでしょう？』

「…………ええ、まあ。でも、それはさっきの言葉と矛む盾じゆんしていませんか？」

『世水君は赤の他人じゃないもの。それとも美玲は、自分以外の存在は全てが他人だと考えているのかしら？』

「いえ、そういうわけでは……」

『世水君もきっと、あなたを他人とは思っていないでしょう？　そんなの当然よね』

「……そうですね」

　美玲はさっきの世水を思い出す。わざわざ訪ねてきた彼の顔を。

『家族だもの。それって素晴らしいことだわ』

「ああ、そうでした。たまに忘れちゃうんですね、それ」

『それくらい自然ということね』有栖の小さなため息が漏もれ聴きこえた。おそらく微ほほ笑えんでいるのだろう。『……勤労中に電話してごめんなさいね。私ってお友達が少ないから、つい美玲に何でも話したくなるの。たとえそれが、世水君の一番近くにいる女性でもね……』

「兄妹ですからね…………」

『私が世水君に受け入れられたら、美玲は私の妹になるのだけれど』

　有栖のクスクス笑う声が聞こえた。

「そ、それは、確かにそうかもしれないですけど……」

　法律上はそうだろう。しかし、それを詳しよう細さいに想像することは今の美玲にはできなかった。

『将来がどうなるか楽しみね。……では、もう私ものぼせてしまうから電話はお終いね。話を聞いてくれてありがとう』

「え、ちょっと待ってください。やっぱり今から公園に行くのは危ないですよ？　考え直してください……！」

　美玲がそう提案するが、それが伝わる前に通話は途と切ぎれていたようだった。

「もう……勝手なんだから……！」

　美玲は少し怒おこった。それでも有栖の暴走はたまにあるので、美玲は諦あきらめるしかないと思ってしまう。そういう人格なのだと受け入れるしかないのだ。それが慣れという現象だろうか。

　美玲は休きゆう憩けいが終わり、またアルバイトに戻もどった。労働中にも、世水と有栖の顔が何度も浮かんでくる。

　考えるうちに、あとで世水に自分から謝ろうと美玲は思えた。彼は何かを隠かくしてはいたが、謝罪したかったという気持ちにおそらく噓はなかっただろう。

　それを考こう慮りよすれば、次は自分が素直になる番かもしれない。その時に、あの男の子のことを聞いてみよう、と美玲は決意する。




　　　　　○




　小窓から覗のぞいたその部屋は薄うす暗ぐらく、気持ちのいい空間とは言い難かった。しかし、それは必然的な造りでもある。そこは嫌けん疑ぎをかけられた者が一時的に幽ゆう閉へいされる場所であり、快適さを求める理由などない。

「入っていいのか？」

　ミルキがその場を管理している者に尋たずねた。

「はい。問題ありません」

「では、鍵かぎを開けてくれ」

　ミルキがそう言うと、彼は頷うなずいてから扉とびらに触ふれる。一いつ瞬しゆんの動作ではあったが、開かい錠じようはそれで済んだようだった。

「ありがとう。中には一人で入っていいんだったな？」

「はい。私はここにいますので、何かあったら呼びつけてください」

「わかった」ミルキは応えて、もう一度小窓から確認する。「彼は俯うつむいているようだね。きっと、やることがなくて暇ひまなのだろう」

　彼女はそう言いながら、拘こう置ち室しつの中へと踏ふみ込こんでいった。

　広くはない、一辺五メートルほどの正方形の部屋。ミルキが入ってきた扉以外には、外部と接続する部分は一切ない。

　その扉から一番離はなれた正面の壁かべ、その真ん中辺りに一人の人物がいる。その者のフォルムは男性で、小さな丸い椅い子すに座っていた。頭を抱かかえ込こむように両手で押おさえ、うずくまって下を向いている。それがラシカの主、魔ま人じんのミングレストだった。

「その様子では、ドールの不正行こう為いを悔くいているのかな」

　ミルキがそう声を発すると、ミングレストは驚おどろいたように顔を上げた。部屋に誰だれかが入ってきたことに、今気づいたかのような仕草だった。

「ああ……、あなたが来ましたか」

　彼が言う。黒くろ髪かみ短たん髪ぱつ、多少しわのある表情は、人間で言うと中年といった風ふう貌ぼう。

　罪が確定してないミングレストは、手足を拘こう束そくされることもなく自由な状態で部屋にいた。

「私のことを知っているのか？　……いや、それは問題ではないな。私がここを訪れた理由は、今回の件で君に尋ねたいことがあったからだ」

「そうですか。僕ぼくも丁度、あなたに聞いてみたいことがあるんです」

「……？　何の話だ？　私たちは初対面だろう」

「ですが、あなたはここに来た。それで充じゆう分ぶんではないですか。それにあなたは天界の最有力者の一人です。有名人と話してみたいという欲は出てきます」

「本心とは思えないな」

　座っているミングレストを見下ろすように、彼の正面に立つミルキが言う。

「それならそれで、構いません」

　彼は微ほほ笑えんだ。幽ゆう閉へいされているという状じよう況きようでも、気負いは一切感じられない。

「……君はラシカが人の血液を摂せつ取しゆしていたことを知らなかったと証言しているようだが、何故そんな道理の通じないことを言う？　あの少年が、一人で人間の血液を入手できるわけがないだろう」

「そんなくだらない、馬鹿げた質問をしに来たのですか？」

　ミングレストは蔑さげすむような眼つきを一いつ瞬しゆんだけした。

「そう思うか？　なら、他のことを聞こう。君は何故、あの街にラシカを放った？」

「それを聞きにいらしたのでしょう？　だったら最初からそう言えばいい」彼がまた不敵な笑みを見せつける。「……交こう換かん条件でどうですか。僕ぼくの質問に答えてくれたら、あなたの問いに答えましょう」

「逆ならいいだろう。私への回答が先だ」

　ミルキは相手の挑ちよう発はつ的てきな表情にも動どう揺ようせず、毅き然ぜんとそう言い返した。

「それでは駄だ目めです」

「君は不正を行った者だ。君の発言は信用度が高くないことを自覚しろ。私が君の問いに答えたところで、君が本当に交換条件を全うするのかは疑わしい」

「僕から言わせれば、それはあなただって同じです」

「……どういう意味だ？」

「話を変えましょうか。私たち魔ま人じんや、あなたたち天人。それらは何故、人間界に関与するのか」

「それは今、話すべきことか？」

「……はい」ミングレストは頷うなずく。「僕たちは、直接には人間界に関与できない。いえ、できたとしても、それはまるで人間の力と変わらない、ちっぽけなものです」

「だからこそ依より代しろが存在するのだろう」

「そこです。何故、依代という者を使ってまで、僕たちが人間界を気にするのか」

「……………………」

　ミルキは応えない。話を聞き、それがどこに帰着するのかを予測していた。

「僕たちは見つけたい。魔人は天人よりも先に。天人は魔人よりも先に──」

「もはや伝説に過ぎないというのに」ミルキが相手の言葉を遮さえぎって述べる。「我々はそれを捜さがすことをやめない」

　鋭するどい口調で言った後、彼女は僅わずかに息を吐はいた。

「あなたは信じていないのですか？　人間界の──」

「それ以上言わなくていい」

　ミルキが目を瞑つむってそう呟つぶやいたが、ミングレストはそれを無視して言う。

「──どこかにいるとされる、神の力を持った……神の依代デイバインドールという存在を」

　心の中で小さく舌打ちをしたミルキは、眼前のミングレストを睨にらみつけた。

「神かみ代しろはいるかもしれないし、いないかもしれない」ミルキがゆっくりと話す。「だが、それがどうした？　どうして今その話をする必要がある」

「神代を見つければ、神の力が手に入るかもしれない。そう言われていますね」

　ミングレストは楽しそうに、口元を斜ななめにして話す。

「興味がない」

「本当に？」彼の眼が大きくなる。「そんなはずはない。それどころか、あなたは人一倍あの街のことを気にしている。それはつまり神代に強い関心を示していることを示し唆さしています」

「………………」

「神代の力を得れば、それは最早自身が神になることと同義です。魔ま界かいと天界、そして人間界に加え、繫つなぎの間さえ支配できると言われている。それはあなたにとっても、何かしらの価値を見出すには充じゆう分ぶんな見返りではないのですか？」

「………………私が尋たずねに来たのは、ドールを何故あの街に放ったかという点だ」

「先程も言ったでしょう？　交換条件なら応えてもいいと」

「きりがない。問いを言え」

　ミルキは無表情でそう言い、ミングレストを見下す。

「もう少し話しましょう」ミングレストは自分のペースを崩くずさない。「あなたは過去に、あの街の人物に、依より代しろの力を与えていましたね」

「それが？」

「天の依代は大たい概がい、何かの災いがきっかけとなり契けい約やくされる。たとえば、僕ぼくたち魔ま人じんの力を授かった魔まの依代が、人々に危害を加えている場合などがそうですね。そういった抗あらがえない事態に遭そう遇ぐうしなければ、多くの臆おく病びような天人たちは行動に移さない。依代の死が、自身の死に相当するのですから、当然の思考ではありますが……」

「君たちのやり方は悪あく趣しゆ味みだな。あれでも一応、捜さがしものをしているつもりなのか？」

「そうですよ。でもいつだって、あなたたちの勇ゆう敢かんで愚おろかな依代が邪じや魔まをするから、円えん滑かつに事は進まない」

「それはお互たがい様さまだな。むしろ、そちらが天の依代を襲おそう場合の方が遥はるかに多い」

「僕は、あなたの契けい約やくしていた依代に興味があった」

「……何故？」

　ミルキの視線が鋭するどくなる。予測の範囲内だったが、少々意外でもあった。

「とても強かった、と聞いています。異常な程だったと。なのに、今はただの人だという」

「………………」

「通常、依より代しろが力を失うなんてありえない。彼らが力を失うのは、いつだって死が隣となり合あわせです。けれど、あなたの依代だった少女は未だに生存しているらしい」

「私だって、全ての事象を把は握あくしているわけではない」

「しかし彼女に何があったのか、あなたは知っているのではないのですか？」

「……誰だれかに何か、余計なことを吹き込まれたのか？」

「いいえ。そうではありません。あなたは当事者です。だからこそ、事態を詳しよう細さいに理解しているはず。それが自然でしょう？」

「ふむ……」

　ミルキが上辺だけの関心を見せ、眼を細めた。

「一つ、私の推測を聞いてください」

「推測？」

「あなたの依代は、何者かの影えい響きようによって力を失った。そう考えるのが道理です」

「……何者とは？」

「つまり……」

　ミングレストはそこで、言葉を探すように止まる。

「言いたいことがあるなら、はっきり言えばいい」

　ミルキは表情が崩くずれそうになるのを耐たえながら、彼を促うながした。

　ミングレストはそう言われ、小さく頷うなずく。

「あなたとあなたの依代は、あの街で……神の依代デイバインドールと遭そう遇ぐうしたのでは？」

　魔ま人じんは丁てい寧ねいに、ゆっくりそう尋たずねた。眼前の天人を見つめ、彼は回答を待つ。

　問われたミルキは、思わず自身の口元が緩ゆるむのを感じていた。

　ここまで面白いことは久しい、と彼女は微ほほ笑えみを堪こらえる。
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　バイトが終了した美み玲れいは、最初に、有あり栖すが現在どういう状じよう況きようなのか気になって電話をかけた。しかし、いくら待っても一向に彼女は電話に出てくれない。

　次に美玲は世よ水すいに電話をかけることにした。まずは帰り支度を済ませ、アイス専門店の入っているホームセンターを後にする。

　九時半を過ぎた外の空気は刺とげ々とげしいほどに寒く、華きや奢しやな美玲の身体にはきつい。防寒対策を多大に配はい慮りよしたファッションをしてはいたが、それでも完かん璧ぺきに寒気を防ぼう御ぎよすることは難しい。

　携けい帯たいで世水を呼び出し、彼が出るまでに頭の中で考えを整理しようとした。自分は何を話そうか。彼に何を言いたいのか。けれど、それもまた簡単な問題ではなかった。他人の考えを知るのは困難だが、自分自身の真意を悟さとることも至難に思えてくる。

　プルルルルルル、という音がどれだけ鳴っただろう。しばらくして世よ水すいが出てくれた。

『……美み玲れい？』

　いつも通りの声が聞こえる。美玲はそれだけでも何故か嬉うれしくなった。普ふ通つうならなんとも思わない事こと柄がらでも、自己の精神状態によっては感じ方がまるで違ちがう。

　それは、さっき彼に対して不本意な態度を取ってしまったからだろうか。

「バイトが終わったから電話したんだ。今、電話しても平気だった？」

『ああ。絶賛待機中だから』

「待機？」

『何でもないよ』

「うん、そう？」美玲は少し笑う。彼女は世水が暇ひまなのだと思った。「ついさっきのことで言いにくいんだけどさ……」

『何？』

　世水の上ずった声が聞こえる。彼は僅わずかに緊きん張ちようしているかもしれない。

「さっきは怒おこってごめんね？」

『え？』

「さっき、私が怒ってたのはわかったでしょ？」

『あ、ああ。でも、あれは俺おれが悪かったから』

「そんなことないよ。ううん、もちろん約束を破ったのは世水だけどね」美玲は微ほほ笑えんだ。素直に謝罪を口にできたことが嬉うれしい。「でも、世水は謝りに来てくれたんだもんね」

『……良かった。そう言ってくれるなら、行った甲か斐いがあったよ』

「ありがとう。嬉しかった」

『いや、こっちこそ本当に悪かったんだ。俺はもっと誠意を見せないとね』

「誠意？」

『美玲、明後日はバイトだろ？』

「そうだけど……。あれ、いつもは入らない曜日だよ？　よくわかったね」

『バレンタインデーだ』世水の声に少し照れが含ふくまれる。『イベントのある時は、大たい概がいバイトに入ってる。クリスマスとかね』

「ああ……。そうだね。いつもよりちょっとだけ、お店が忙いそがしいからね」

『バイトの終わる時間、迎むかえに行くよ』

「え？」

『買い物の予定をすっぽかした代わりに。俺ん家でケーキでも食べようか』

「バレンタインの夜に、妹と食事するの？」

『妹の予定が空いているなら、兄として寂さびしい思いはさせたくないからね』

「世よ水すいは誰だれか女の子と会ったりしないの？」

『残念ながら今のところないよ』

「そっか、それなら……」

『俺おれでもいいなら、必ず行くよ』

「私も誰とも会う約束はしてないからなぁ」

『じゃあ決まりだな。ケーキは俺が買っておくから』

「ああ、何かそこまで言うと、世水はケーキを買うの忘れそう」

『俺はそこまで間ま抜ぬけじゃないよ』

「その日、お母さんは？」

『いるかもしれないし、いないかもしれない。忙いそがしい人だから』

「……うん、そうだね。わかった」美み玲れいは一人で勝手に頷うなずいた。「あっ、あとさ……」

『どうしたの？』

「あの、公園にいた男の子のことなんだけど……」

『公園？』

「あの、土曜日の夜に会った男の子」

『……それが？』

「有あり栖すさんがすごい気にしてたんだよね。世水とどんな関係なんだって」

『えっ？』

「何か、それを確かめるとか言って、あの男の子に会いに行くって──」

『はぁ!?　それいつの話？』

「今日だよ？　バイトの休きゆう憩けい中ちゆうに電話で話した。後で男の子の様子を見に行くみたいなことを言ってて、今電話してみたけど、出ないの」

『おい、おい……どういうことだよ？　何で有栖があいつのことを知ってるんだ？』

「……世水、大だい丈じよう夫ぶ？　何か、声が……」

　動どう揺ようしているのだろうか。彼の声が震ふるえている。美玲は首を傾かしげた。

『有栖が、あいつに会いに行く……？』

「どうしたの？　有栖さんがそんなに心配なら、今から私が公園に寄ってみようか」

『やめろ！』世水の大きな声が聞こえた。『美玲、それは絶対に駄だ目めだ』

「……どうして？」

『どうしてもだ。もう遅おそいし、今から寄り道はしないでくれ。……頼たのむ、約束してくれないか？　今からどこにも寄らないで、まっすぐ家に帰るって』

「うーん？　まあ、世水がそう言うなら、そうするけど。……でも有栖さんが心配だな」

『俺が捜さがしてみる。有栖の居場所は多分わかる』

「そう？　まあ、世水なら危ないとかないもんねぇ。逆に、世水に絡からんだら運の尽つきだし」

『美み玲れい、じゃあ、俺おれはそろそろ……』

「あ、うん、話を聞いてくれてありがとう」

『こちらこそだ。明後日、絶対に迎むかえに行くからな』

「約束ね」

『ああ』

「じゃあ、バイバイ」

　美玲はそう言って電話を終えた。世よ水すいの最後の動どう揺ようは気になったが、美玲自身はそれなりに気分が良くなっていた。

　彼にちゃんと謝ることができ、その気持ちは伝わった。世の中に、それより価値のあることはないかもしれない。大げさだが美玲はそう感じた。

　彼女の足取りは軽い。明後日のことを考えれば、自然とそうなってしまうのだろう。

　バイト帰りにいつも通る道が、何故か少し煌きらめいて見える。それは錯さつ覚かくかもしれないが、美玲はそんなこと気にしなかった。

　楽しいや嬉うれしいとは、きっとこういうことを言うのだろう。美玲はそれを嚙かみしめるように微ほほ笑えむ。鼻歌すら交じりかねない、と彼女は一人でクスクス笑いながらそれを我が慢まんした。

　その時、徒歩の美玲を追い越した黒いミニバンが、前方で急停車した。彼女はそれを気にせず通り過ぎようとしたが、車中から複数の男たちがぞろりと出てきた。

　そして、何故か美玲の前に彼らは立ちはだかる。

「え、何ですか？」

　美玲の心しん臓ぞうは大きく鼓こ動どうした。

「……彼氏との電話はもう終わったか？」

　男の一人が言う。彼らは若く、全員で四人もいた。一目で柄がらが悪いと判断できる容姿をしている。美玲は即座に周囲を確認するが、自分たち以外に人の気配はない。

「誰だれですか!?」

　美玲が大きな声を出すが、男たちは応えない。

　美玲はすぐに背を向け、そこから走って逃にげようとした。

　しかし、彼女は男に腕うでを摑つかまれる。それは痛いほどの力だった。

「何……!?」

　美玲はもう怖こわくて泣きそうだった。彼女の眼め尻じりには涙なみだが溜たまり、すぐにでも零こぼれ落おちそうな状態になっている。

「逃がさねえよ、馬鹿女が。お前は今から俺おれらに輪ま姦わされんだよ」

　男の一人が言うと、周りの奴やつらも何かを言った。しかし、美玲の頭は混乱でそれを聞き取れない。

「……あっ」

　不意に、美み玲れいの背中に衝しよう撃げきが走った。視界が暗転する。もう、何が起こっているかまるでわからない。最後に彼女が思おもい浮うかべたのは、世よ水すいの顔だった。




　　　　　○




「……まずいことになった」

　美玲との電話を終えた世水が深刻な表情をして言う。たった今彼女から聞いた有あり栖すのことは、彼にとって完全に予想外の情報だった。

「何ですか？」

　世水のアパートで大人しく窓を見つめていたシュマは、ゆっくりと振ふり返かえって世水を見た。

「昨日会った有栖ってわかるだろ？　美玲と一いつ緒しよにいて、眼帯をしていた……」

「ああ、随ずい分ぶんお綺き麗れいな方でしたね」

　吞のん気きにシュマは応える。あまりに雨が降らないので、少女は少し気が抜ぬけていた。

「有栖が、ラシカに会いに行った可能性がある」

「え？」

「捜さがさないとヤバい。有栖は普ふ通つうじゃないから、ラシカと会ったらどうなるか……」

「普通じゃない？」

「行動が読めない。一いつ般ぱん的てきな常識で動かないというか、独特の考え方があるというか……」

　世水の表情が青ざめる。ラシカが現在どういう状じよう況きようかわからないのに、さらに多大な不確定要素である有栖が、彼に近づくなんて考えたくもなかった。

「……会いに行くって、あの公園ですか？」

「多分。でも、それに関しては確かめる手段があるんだ」

　世水は携けい帯たい電話を操作した。まず、有栖に電話をかける。しかし、当然のように有栖はそれに出なかった。

「確かめるとは？」

「ＧＰＳで有栖の居場所がわかる」

「ＧＰＳ？」

「有栖が持ち歩いてる携帯電話の、位置情報を俺おれの携帯から見れるんだ」

「位置情報？　そんなことができるんですか？」

「ああ」

　以前に有栖が世水を尾び行こうして、それが明るみになったことをきっかけに世水と有栖は協議し、彼女は自身の位置情報を常に世水に提供することを申し出た。その時にあった一連の行こう為いからも、世水の常識から有栖が半歩以上はみ出していることが窺うかがえる。

　しかし、世水はまだ有栖の位置情報を閲えつ覧らんしたことはなかった。

「ちょっと待って……」

　初めての操作で少し時間がかかる。だがそれに難しい手順は必要なく、すぐにデータが開示された。

「公園にはいない。でも……」

　有あり栖すの携けい帯たいが現在ある場所は公園ではなかった。しかし、そこは彼女の自宅でもない。それはつまり、有栖が携帯を家に忘れたという事態も発生していないことを表していた。

　そして、その位置情報はリアルタイムで更こう新しんされる。有栖の現在位置が僅わずかに移動した。

「有栖は外にいる。でも公園とは全然別の場所だ。しかも、駅から公園に向かうのとは別方向に動いてる。……歩いているなら、どうして電話に出ない？」

　世よ水すいは顎あごに手を当てて考える。だが自身の持つ思考回路で、有栖の行動を想像するのはかなり困難に思えた。

「シュマ、もう一度出かけるぞ」

「……有栖さんを捜さがすんですか？」

「捜すと言うか、場所はわかる。有栖に会って直接止める。じゃないと、遅おそかれ早かれあいつはラシカに会うと思う。あいつは一度決めたらきっとやる」

「わ、わかりました。確かに、それは非常に危険ですね。家で雨を待っている場合ではないと思います」

　シュマは近くに置いていた小さなリュックを背負う。そこには、先程ホームセンターで買った用具も既すでに入っている。

「行こう」

「は、はい」

　世水とシュマは急いで家を出た。もう一度ＧＰＳ情報を確認したが、先程から全く有栖の位置は変わっていない。

「……止まってる？」

　不思議に思うが、真相はわからない。世水は頭を切きり替かえ、有栖がいるとされる場所にまっすぐ進んだ。




　　　　　○




　夜の十時。ライオンのオブジェは街灯の光を浴びて、自身を歪いびつに模かたどった影かげを作る。その大きな公園は、いつもなら遅おそくに人が集まってくることはない。しかし、今日は違ちがった。入口付近のオブジェの周りに、五人もの若者が集まっている。彼らは周囲の迷めい惑わくを気にする素そ振ぶりを見せることもなく、無む駄だに大きい声量で騒さわいでいた。

「ああっ！　ムカつくぜ、あのクソヤロウっ！」

　五人の中で最も体格のいい、リーダー格である折おり戸べもこみちが叫さけんだ。彼は落ちていた缶かんを蹴けり飛とばし、それは高い音を立てながら転がっていく。

「クソがっ」折戸が唾つばを吐はき捨すてた。「あの野郎絶対に許さねえ……」

　彼はそう言って歯を食いしばるが、その度に顎あごを痛そうにさする。

「それに、あの馬鹿共もだ。何勝手に死んでんだよ。まだ金を回収しきってねえのに」

　折戸が神経質そうに髪かみを搔かき毟むしった。周囲にいた一人が彼に声をかける。

「もこちゃん、あいつらは殺されたんだろ？　俺おれたちだって、目立てばヤバいんじゃないか」

「ああ？　何でだよ。関係ねえだろ。俺らは薬ヤクを売って、ちゃんと決められた額を奴やつらに収めてる。客の馬鹿が殺されたのは俺らの問題じゃねえ」

「そうなのかな……」

「お前なあ。あんまクソみたいなこと言ってるとタダじゃおかねえからな……」

　折戸が睨にらみを利かせ、意見した青年を威い圧あつする。

「い、いや、ごめん」

「……今日死ぬのはな、あの峰みね城しろ世よ水すいとかいう、調子に乗ってるヤロウ一人でいいんだよ。あんのクソヤロウ、絶対にぶっ殺してやる」

　折戸はそう言いながら、約一週間前にこの公園で世水と揉もめたことを回想した。

「今でも頭に来る。マジでぶっ殺す。本気だ。今なら、あの殺された二人と同じ犯人ってことになるかもしれねえしな。本当に殺してやるよ」

　彼はライオンのオブジェに腰こし掛かけ、小刻みに貧びん乏ぼう揺ゆすりをしながら喚わめき続つづける。

「あの眼帯女も潰つぶしたいが、最初は峰城じゃなきゃ気が済まねえ。あの峰城って馬鹿は少しは名が知れてるみたいだからな。まずはあいつで、あの眼帯はその後だ」

「あのスケッチ女もやるのか」

「あいつは別に殺さなくてもいいな」折戸は薄うす気き味み悪わるい笑みを浮うかべた。「あいつは犯す。犯してからボコッて、それからまた犯す。妊にん娠しんさせて、そのまま薬ヤク漬づけにしちまおう」

「それいいな。最高に可愛かったもんな」

「女の見た目なんかどうでもいい。まずは峰城だ。まずはあいつだ。あいつに、俺らに刃向ったことを後こう悔かいさせてやらねえとな。精神的に追おい詰つめてから、地じ獄ごくに送ってやる」

「具体的にはどうするんだっけ？」

　さっきとは違ちがう人物が折戸に尋たずねる。そう聞かれた彼の表情が、また一段と緩ゆるんだ。

「あいつの女が割れてんだよ」

「彼女か」

「そうだ。はっきりとはわからなかったが、あの時も一いつ緒しよにいたみたいだ。だからその女を拉ら致ちして、峰城を呼び出す」

「いいねえ。その女はどうやって連れてくるんだ？」

「もうやってる」

　折おり戸べがそう応えたのと同時に、公園のすぐ側に一台の黒いミニバンが停車した。

「その女はアイス屋でバイトしてるんだとよ。あの映画館があるところだ」

「あそこか」

　行ったことあるな、と数名が言う。

「今日お前らを呼び出したのはな、その女を拉ら致ちする段取りが整ったからだ」

　折戸は車を気にすることもなく話し続け、また唾つばを吐はいた。止まったミニバンから、何人かの若者が降りてくる。

「もこさん、やったぜえ！」

　その車から降りてきた若者が叫さけんだ。近づいてきた彼らは四名いて、その内の一名がやたらと大きな荷物を抱かかえている。それは寝ね袋ぶくろだった。

「上手くいったか」

　折戸が嬉うれしそうに確認する。

「ああ。こういうのも初めてじゃないし、ちょろかったな。手足と口をガムテでがんじがらめにしてあるよ」

　寝袋を担いでいた者が応え、同じように嫌いやらしい笑みを浮うかべた。彼は寝袋を地面へと雑に放り投げ、どさりという鈍にぶい音がその場の全員に聞こえる。落とされた直後、その閉じられた寝袋は暴れるようにもがきだした。

「この中に峰みね城しろの女がいるのか」

「かなりの上物だったよ。ここまでしたなら、犯やっちまおうぜ」

「当たり前だろ。……でもな、それは峰城の前でやってこそ意味がある」

　そう言って盛大に笑った折戸は地面に転がった寝袋に近づく。冷たい眼でそれを見下ろした後、彼は寝袋に向かって思い切り蹴けりを食らわせた。その袋はそれ以降大人しくなり、周りで見ている者の笑い声が響ひびいた。

「恨うらむなら峰城を恨むんだな」

　折戸が嬉しそうに言う。公園には彼ら以外の人ひと影かげはなく、まるでその場を支配しているかのような雰ふん囲い気きだった。

　折戸は寝袋の閉じられたチャックを開け、中の少女を確認する。

「……もう泣いてんのか。これからもっと酷ひどい目に遭あうのになあ」

　寝袋から顔だけ出された美み玲れいの髪かみを、折戸は乱暴に摑つかんだ。彼女の眼は既すでに真っ赤に腫はれていて、未だに涙なみだを流し続けていた。

「何か言いたいことあるか？　いや、口がきけねえか」

「ガムテがあるからなあ」

　周囲の者たちがげらげらと笑っている。この少女を好きに凌りよう辱じよくできるという期待感が、彼らを異常に興奮させているのだろう。

「おし、これで準備はいいな。そろそろあのクソヤロウに連れん絡らくするか」

「連絡先はわかるの？」

「当たり前だろ馬鹿か。そんなのはすぐに調べがつくんだよ」

　折おり戸べが携けい帯たいを取り出しながら言うが、その時、彼から少し離はなれた位置にいた青年たち二人が声を荒あらげた。

「てめえ！　ぶつぶつ言ってんじゃねえよ！」

「おっさん！　はっきり話さねえとわかんねえだろうが！」

　残りの全員がそちらを向く。折戸は首を傾かしげ、喚わめいた二人に質問する。

「どうした？」

　その二人が振ふり返かえって折戸を見た。彼らは苦笑して、リーダーである折戸に報告する。

「このおっさんが、何か俺おれらに言いたいらしいんだ」

「おっさん？」折戸がそちらに行く。「……あんた、何だよ」

　彼はにやけながら尋たずねた。相手の身なりがみすぼらしく、それが彼の笑いを誘さそった。

「子供がいないんだ」

　問われた男性が焦しよう燥そうに駆かられながら言う。彼は周囲を落ち着かない様子で見まわしていた。

「はあ？」

「俺と一いつ緒しよにいた子供がいなくなってしまって……。何か知らないか？」

「おっさん、お前に子供なんているわけないだろ？」

「いや、確かにいたんだ」

「そうなのか」折戸が吹き出した。「このジジイ、頭がおかしいんだろうな」

「本当なんだ！」

　その男性が叫さけんだ。彼はとても焦あせっている。

「ああ!?　なんだこいつ、うるせえな！　死にてえのか!?」

　折戸は相手の大声にイラつき、緩ゆるめていた表情を歪ゆがめた。

「い、いや、そういうわけでは……」

　男性が口ごもるが、折戸はもうそんなこと気にしていない。

「峰みね城しろをぶっ殺す前の、良い準備運動が思いついたな……」また唾つばを吐はき、彼は周囲にいる仲間たちに言った。「おい！　まずはこのホームレスから殺しちまおうぜ！」




　　　　　※




　僕ぼくは昨日、ある案を思いついて実行していた。それが上手くいくか確認したくて、今日も夜中に箱を抜ぬけ出だす。僕の家だと言ってくれた、華きや奢しやな箱から。

　おじさんは既すでに眠ねむっていた。僕ぼくはそれを見計らったので、きっとあの人は僕がいなくなったことに気が付かないだろう。

　公園を出る時に、僕が使おうとした出入口とは別の場所、ライオンのオブジェがある方が何故か騒そう々ぞうしかった。何人かの若者が集まっているようだった。時たま彼らの笑い声が響ひびく。

　でも僕はそれを気にしない。だってそれは僕にとって完全に関係のないことだからだ。僕はゆっくりとした歩調を継けい続ぞくしながら、ある場所へと向かっていた。その途と中ちゆう、今日おじさんと話した時のことを考えていた。

　僕はおじさんに、また算数を教えてもらっていた。ある一つのことが気になって、僕はおじさんに質問をしてみた。

　その時のことを、僕は歩きながら回想する。




「──ねえ、おじさん」

　日中から、僕はまた算数を教えてもらっている。それはいつの間にか、日の落ち始める時間まで続いていた。

「何だ？」

　向かいのベンチに座る、おじさんが返事をした。

「また、明日も勉強を教えてくれる？」

「そうだなあ、それは別にいいが、俺おれが教えられることは少ないぞ」

　苦笑いを浮うかべ、おじさんが何故か申し訳なさそうな顔をする。

「そうなの？」

「俺は頭が良くないし、それに、お前は飲み込みがいいからなあ」

「でも、僕はまだ何も知らないんでしょ？」

「ああ、勉強以外なら、いくらでも教えることはできるけどな……。でも、お前だって、いつまでここにいるか、わからないだろ」

「え？　どうしてそう思うの？」

「誰だれかが迎むかえに来たりはしないのか？」

「それは……」

　今まで僕は、おじさんとこういう話をすることはなかった。何て言えばいいかわからないし、どう応えればいいのだろう。

「その年まで、一人で生きてきたってわけじゃないだろ？」

「……うん」

「だったら、その人がお前を捜さがしてるんじゃないか」

「でも、その人はもういないんだ」

「いない？　……死んだのか」

「死……？　いや、そうかもしれない……」

　僕ぼくの声は小さくなった。僕はその言葉の意味を考えようとする。先生はきっと生きている。でも、もう会うことは不可能だろう。それはもしかしたら、僕にとっては死と同義なのかもしれない。

「だけど……お前がずっとここにいるのは、難しいと思うぞ」

「どうして？」

「役所とか、警察とか、そういった連中が文句を言ってくるだろうな。子供がここにいたらいけないってな」

「そんな……僕はまだここにいたいのに」

「そう思うか？」

　驚おどろいた顔をして、おじさんは僕の顔を見た。

「うん。僕にとっては、今、帰る場所はここだけなんだ」

「……そうか。じゃあ俺おれたちは、もう親友みたいなもんだな」

　次に笑顔を作って、おじさんは嬉うれしそうに言う。

「親友？」

「ああ。家族になるには、長い時間が必要だ。でもな、友達になるにはそんなの関係ない。ああやって同じ屋根の下、まあ、屋根ってほどに大層なものじゃないが、そこで寝ね床どこを共にしたら、もう親友みたいなもんだよ」

「だったら僕とおじさんは、既すでに親友ということだね」

「そうだ。だから、お前がここにいたい間は、好きにすればいい。俺はそれで構わない」

「ありがとう。そう言ってくれて、本当に嬉うれしいよ」

　僕は微ほほ笑えんで、心から素直にお礼を言うことができた。




　──そのことを振ふり返かえって、僕は何だか気持ちが楽になった。何故か僅わずかに身体が暖かくなるような気さえする。それは勘かん違ちがいかもしれないけど、貴重な感覚であることは間ま違ちがいない。そう感じて、僕はこの世界を訪れて良かったと思った。おじさんに会えたことに深く感謝する。彼は居場所を失った僕に、新たな家を与えてくれた。

　ありがとう。僕はもう一度そう呟つぶやいて、少しだけ顔を下げる。無機質に整備された歩道を見つめるが、そこに寂さびしさは感じられない。

　僕は素晴らしい人間がいることを知った。また新しいことを学んだ瞬しゆん間かんだった。僕はこの人といれば、楽しく生きていけるのかもしれない。

　僕は人を自身の食しよく糧りようのように考えていたが、それは間ま違ちがっていたのだろうか。そう少しだけ思った。人の多くがおじさんのように優しい心を持っているなら、それを僕が貪むさぼることは許されるのだろうか。

　わからない。その答えは出なかった。それはいつかわかるのだろうか。これが学ぶということだろうか。僕ぼくの頭は少し重くなった。

　きっと、答えを知るのはずっと先でもいいのだろう。おじさんと過ごせば、それを知る時が必ず来るような気がする。これは予感というものだろうか。

　その時、また新たな疑問が浮うかんできた。もしも僕が、突とつ然ぜん空腹を感じてしまったら。それは、同時に僕の殺人衝しよう動どうが芽生えるということだ。それを感じた時、もし僕の一番近くにいる人を襲おそってしまったら。それはきっと止められない。

　そして、僕の最も近くにいる可能性が高いのは、間ま違ちがいなくおじさんだろう。

　僕の足取りがさらに緩かん慢まんになる。おじさんを殺したくはない。改めて、僕はそう強く感じた。この気持ちもまた、初めての感覚だ。

　僕は不意に微ほほ笑えむ。それはとてもタイミングがいいと思ったからだろう。

　人の血液を奪うばうことをやめられそうにないが、その頻ひん度どを制せい御ぎよすることが可能かもしれない。僕が今向かっているのは、そのための実験を用意した場所だ。

　昨日僕が挑ちよう戦せんしたのは、食しよく糧りようの保存。昨日殺した二人の血液は、当然だが大量に余った。だから、僕はその残ざん骸がいを有効に利用できないかと思ったんだ。

　僕は彼らの血液を、彼らの肉体と衣服に包んで隠かくしておいた。それが一日経っても摂せつ取しゆするに値する食糧なら、お腹が空く度に人を殺さなくていいかもしれない。

　それなら、殺人衝動が訪れる前に食事をするという選せん択たく肢しを選ぶこともできる。空腹を感じる前に、それを補ほ完かんするというやり方だ。

　昨日の時点では、人を殺すことに躊ちゆう躇ちよしているわけではなかった。僕が試しに血肉の保存を試みたのは、最初に殺した二人組が原因だ。正確には、その事後処理に関すること。僕は散歩で彼ら二人を殺した場所を通ったが、そこは随ずい分ぶん調べられているようだった。

　人間に何かがわかるとは思えないけど、下手に警けい戒かいされてもやりにくい。そう思い、僕は昨日のお巡まわりさん二人を殺してから隠した。

　その行こう為いが思わぬ方向で役に立つかもしれない。僕は、もうなるべく人を殺したくないと感じ始めた。だから、今日の実験が上手くいったら、きっとおじさんを危ない目に遭あわせることもなくなるだろう。

　まだ目的地には少し距きよ離りがあった。途と中ちゆうで何だか人の気配を感じたけれど、そのまま進む。人通りは少ないけど皆かい無むではないし、どこに誰だれがいたってその人の自由だ。そう。僕が自由なのと同じくらいには。

　それから僕が十分くらい歩いていると、昨日の人通りが全くない道に出た。あと数分で、食べ物を隠した場所に着くはずだ。

　それに関しては問題がない。でも、やっぱり気になることがある。

　その違い和わ感かんに最初から気づいていた。初めは構わずに放っておいたが、ここまで来るなら話は別だ。

　僕ぼくは今、誰だれかにつけられている。

　おそらく、いや間ま違ちがいなく公園を出た時から気配がある。今まで後を追ってきたなら、用があると考えていいはずだ。

　一いつ旦たん、その場で立ち止まる。周囲を見み渡わたしてみるが、その人物がどこにいるかはわからない。相手は尾び行こうが得意のようだ。日ひ頃ごろからこういうことをしているのかもしれない。

　天使の人形エンジエドールの差し金だろうか、と一いつ瞬しゆんだけ考える。そしてすぐに、僕はその思考を却きやつ下かした。それは可能性を捨てたのではなく、考えるだけ無む駄だだと思ったからだ。

　僕は、人間一人に行動を左右されるほど弱くない。僕と人との間には埋うめられない力の差があって、それはきっと絶望的な距きよ離りだろう。

　その力とは暴力であり、それが世界で最もシンプルな概がい念ねんだ。

　強い者が正しくて、弱い者は許されない。

　だから僕は、尾行者を気に留めることなんて無駄だと思った。

　その気配を一時的に無視して歩き続けた僕は、目的の場所にたどり着く。

　そこは街の中にひっそりとある空き地だ。ロープで作られた柵さくを跨またいで、その敷しき地ち内ないへと僕は入っていく。

　僕は昨日、その場にあったドラム缶に残ざん骸がいを隠した。空き地の隅すみにあるそれは、昨日と同じように残されている。それをひっくり返して、中から目当ての物を取り出す。

　ゴロゴロと、整備されていない地面に肉が転がった。暗くてはっきりとは見えないけど、彼らが着ていた服は黒く染まっている。肉から滲しみ出でてしまった血なのだろう。

　さて、この血液は得るに値するものなのか。僕は今からそれを確かめる。
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　辺りは暗く寒かったが、有あり栖すはそんなこと全く気にしていない。真相を知るためには、この程度は困難ですらないと確信している。

　彼女は厚着をし、腰こしには木刀。そして、いつも通りの黒い眼帯を装着していた。

　有栖は公園に入り少年を待ち伏せしていた。理由は、あの少年が世よ水すいとどんな関係を持っているかを探るためだった。それに加え、少年自体にも多少の興味があった。本当に公園で生活をしいるのだろうか、という疑問。

　彼女は公園の中央付近にあるベンチにいた。日中に少年が世水と話していた場所で、有栖は当然のように世水が腰こし掛かけた部分に座っている。

　周りには高い木もあって見晴らしは良くない。けれど彼女は集中して監かん視ししていた。それがもう三十分は続いている。いい加減、少年がいると思しき段ボール製の家に押おし入いろうかと有栖は考え始めていた。

　しかし、強引な手段はなるべく避さけたい。無理なことをして、あの少年から世よ水すいにネガティブな情報が伝わってしまうのが怖こわかった。それはつまり、有あり栖すはある程度、自身の行動が度を超えているのを自覚しているということだった。

　それでも彼女は、自分の気持ちを抑よく制せいしようとは思わない。それほどまでに有栖は世水に執しゆう着ちやくしているのだった。

　時刻は十時に近かったが、先程から何やら公園の入口が騒さわがしくなっていた。オブジェの辺りに複数の若者がたむろしているようで、下品な笑い声が聞こえてくる。

　有栖のいるところからは少し距きよ離りがあったので、彼女は気にせず見張りを続けていた。赤の他人に注意を払はらう気はない。有栖は自身の興味に関わらない者たちを、完全に思考の蚊か帳やから排はい除じよした。

　すると、観察する箱から件くだんの少年が出てきた。彼は本当にあの箱の中にいたのだ。そのままどこかへ向かうのを見て、有栖は迷わず尾び行こうすることを決める。

　少し前に美み玲れいから着信があったようだが、今はそれに構っている暇ひまはない。少年と世水の関係は一刻も早く知りたかったが、その前に、あの少年がどこへ向かうのかも気になった。こんな遅おそくに幼い少年が一人。その異常な状じよう況きようが有栖の関心を刺し激げきする。

　世水の行動を監かん視しする時のように、彼女は細心の注意を払いながらつけていった。

　尾行開始から二十分近く経過しただろうか。少年が急に立ち止まり、周囲を確認する。有栖に一いつ瞬しゆん緊きん張ちようが走るが、少年は何事もなかったように再び歩き始めた。

　さらに数分して、少年はある空地へと入っていった。その敷しき地ちはどこに繫つながっているふうでもなく、周囲は柵さくに覆おおわれている。

　有栖が敷地外にある電柱の陰かげから様子を窺うかがっていると、少年は隅すみに置いてあったドラム缶を持ち上げた。彼がそれをひっくり返すと、中から何かがゴロゴロと落ちてくる。

　あれは何、と有栖が右目を凝こらす。しかし最初に反応したのは、視覚ではなく嗅きゆう覚かくだった。

　血の匂においがする。

　それはドラム缶の中から出てきた匂いに思えた。有栖はもう一度眼を凝らし、それらをよく確認しようとした。距きよ離りが十メートル以上あるので明確にはわからない。しかし、少年の動作は充じゆう分ぶんに確認できる。彼は落とした何かを一つ摑つかむと、それの包みを剝はがすような仕草をしていた。

　血の匂いが一層濃こくなる。有栖は、少年の持ち物からそれが発生していることを確信した。彼の手元が見える。黒い塊かたまりを摑んでいた。けれど、それが何かはわからない。

　有栖がその場で固まっていると、少年は驚おどろくべき行動をとった。黒い石のようなそれを、彼は指先で思い切り突つき刺さした。少年がそれを執しつ拗ように繰くり返かえす音が聞こえる。

　何回かその行こう為いを続けた後、少年は黒い塊を口元に近づけた。しかし、少年はそれをすぐにやめてしまう。彼は塊を握にぎったまま静止し、何となく残念そうな表情をしている。

　それから少年は、手に持っていた黒い塊かたまりを放り投げてしまった。彼はそれを捨てたのだ。

　その一部始終を目もく撃げきした有あり栖すは困こん惑わくしていた。あの少年が何をしているのか推測することもできない。あれは何かの食べ物だろうか。しかし、明確に何かを食べているようには見えなかった。そもそも、何故この時間に、こんな場所で行う必要があるのか。

　彼女がそういった思考を巡めぐらせていると、少年が急に振ふり返かえった。視線の方向は、有栖の隠かくれている場所を見つめている。彼が言った。

「僕ぼくをつけている人がいるよね。出てきたら……？」

　その言葉が、明らかに自身へ向けられたものだと有栖は悟さとった。彼女にここから逃にげるという選せん択たく肢しはない。少年に聞きたいことがいくつもあった。

　それらを尋たずねようと、彼女は隠れるのをやめた。

「それは……私のことを言っているのかしら？」

　姿を見せた有栖の声が、静かな空地によく通る。

「うん。丁度いいね」

　少年が囁ささやいて、手に持っていた何かを放り投げた。

「丁度、とは何の話？」

　有栖が近づいて、彼との距きよ離りを縮めていく。すぐに間合いは小さくなって、二人は対面するように向かい合った。
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「……こっちの話だよ」

「その食べ物は何かしら？」

　有あり栖すは捨てられたそれを指差して尋たずねる。

「お姉さんにとっては食しよく糧りようじゃないと思うよ。まあ、僕ぼくにも駄だ目めだったけどね」

「……服？」

　有栖は黒い塊かたまりを見て呟つぶやいた。それらは衣服で包まれているように見える。

「新しい実験は、お姉さん……あなたでするよ」

「実験？」

　意味がわからず、有栖は復唱するしかない。有栖はそれと同時に、包みが黒く染まっている原因を理解した。

　それは血で間ま違ちがいない。周囲に漂ただよう匂においがそれを確信させた。

「お姉さん、武ぶ器きを持っているね。闘たたかえるの？」

　少年が可お笑かしそうに言う。

「あなた、何者？」

　有栖は木刀を包みから取り出して、すぐに構える。少年の異様な気配と、血によって蔓まん延えんする匂いが彼女を焦あせらせていた。

「僕に勝てたら答えてあげるよ」

「私は遠えん慮りよしないわ。後こう悔かいしないかしら？」

　木刀の先せん端たんを少年の眉み間けんに合わせ、有栖は彼を威い嚇かくするように言った。

「馬鹿なの？　お姉さんに勝ち目はないよ」

　少年が楽しそうに微ほほ笑えんだ瞬しゆん間かん、有栖は鋭するどく踏ふみ込こんだ。

　不ふ可か避ひの太刀が、空気を裂さきながら少年へと向かう。
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「そんな、これじゃあ加減しても殺しちゃうよ……」

　血を吐はいて倒たおれてしまったお姉さんを見下ろしながら僕は嘆なげくが、その声はきっともう彼女に届いていないのだろう。

　僕はたとえ敵意を向けられたとしても、彼女を殺す気は本当になかった。

「大事な実験をしてみないとね」

　僕がそう言うと、彼女は僅わずかに呻うめいた。また、何かを吐き出したようだ。それは、僕の攻こう撃げきが明確に影えい響きようしているからだ。

「こ……殺さ……ないで……」

　眼帯をした彼女が震ふるえるような声を出した。僕ぼくはそれを聞いて安心する。彼女はまだ簡単には死にそうにない。

「安心して。僕はあなたを殺したりしないよ」

　僕は応えるが、彼女の返答はない。会話をする余よ裕ゆうがないのだろう。

　彼女の横には、僕が叩たたき割わった木刀が二つに割れて落ちている。

　僕が今さっきの攻防で掌てのひらを開いていたのは、最初の一いち撃げきだけだった。

　それは彼女の鋭するどい太刀を受け止めるためで、相手を傷つけるためのじゃない。彼女の木刀は僕の爪つめによって砕くだかれ、その時点で勝負は決したも同然だった。

　時間で測れば、一秒といったところだろうか。

　僕は彼女を実験のために捕ほ獲かくしようと考えていたので、その後からは拳こぶしを握にぎりしめた。爪を隠かくしさえすれば、人間が簡単に千切れることはない。

　武ぶ器きを破は壊かいされた彼女は、驚おどろいて一歩後ろに退いた。僕はそれを追いかけるように踏ふみ込こんで、彼女のお腹を思い切り殴なぐった。彼女はその衝しよう撃げきで身体をくの字に折り曲げ、地面に倒たおれこんでしまった。それも一秒。合計すれば、二秒ということになる。

　それからもう、一分以上が経過しただろうか。

　お腹に一撃を受けた彼女は多量の血を吐はいたが、その後は安定しているようだった。安定して弱っている、と表現した方が正しい。

　きっと意識を保っていられるのは時間の問題だろう。うずくまって震ふるえる彼女を見て、僕は少しだけ可哀かわいそうになった。こんな気持ちは、かつて感じたことがない。これもやはり、おじさんと話したことによる影えい響きようなのだろうか。

「お姉さん、その左眼は見えないの？」

　僕は初めて彼女を見てから、それがずっと気になっていた。ドールにとって、眼球という存在はまさに生命線だ。命の宿った眼球はもちろんだし、それに直接は関わらないもう一方の眼だって、失うことは恐きよう怖ふに近かった。

　けれど、やはりお姉さんからの返事はない。彼女はいつの間にか気を失ってしまっていた。

「さて…………」

　僕は頭の中で思案していた実験を実行することにした。

　昨日のお巡まわりさんの血液は全く使い物にならなかった。遺い体たいに残っていたはずの血は凝ぎよう固こし、僕の爪では吸い取れない。口に含ふくんでみようかとも思ったけれど、それはさらに無理な感じだった。何が原因かは不明だが、僕の身体は固まった血を受け入れないようだ。

　やはり新しん鮮せんな血液が必要だということだろう。

　そのためには、人を生いけ捕どりにする必要がある。そして、彼女はそれを試すのに丁度よく現れてくれた。何を目的に僕を尾び行こうしたのかは知らないが、都合がいいことには変わらない。

　僕はぐったり動かなくなった彼女の身体を起こした。

「ごめんね……」

　僕ぼくはそう呟つぶやいてから、右手の爪つめを立てた。

　どこにしようか迷う。それから左脇わき腹ばらを選せん択たくし、軽く爪を差し込む。服の上からだったけど、それは全く問題にならない。僕の爪はいとも簡単に彼女の身体に食い込んだ。

　彼女の血液が、爪から僕の身体に取り込まれる。僕はお腹が減っていたわけではないけど、やはりそれにはかなりの満足感があった。

「綺き麗れいな血だ……」

　僕は思わず声に出していた。彼女の血液は素晴らしい。この世界で出会った数名の者の血とは、まるで比べ物にならない洗練された感覚が僕の体内に広がる。

　殺さなくて良かった、と僕は改めて思う。これを永遠に失ってしまうのは、とても惜しいと感じさせる血液だった。

　彼女の腹部が血で真っ赤に染まり始めた。僕は思い切り手加減したつもりだったけど、人の身体は一度傷ついたら、回復するのに時間がかかるのだろう。

　僕が彼女を負傷させたのは、保存食として逃にがさないためだ。そのための作業を僕は始めた。

　空き地の隅すみの地面に、僕はせっせと穴を掘ほり始はじめる。人の下半身が丸々入るくらいのスペースが必要だった。それでも、僕の力があれば何分も要らない。

　すぐに大きな穴を作った僕は、気絶したままのお姉さんをそこに移動する。それから、彼女を正座させるように膝ひざを折り曲げ、下半身を穴に埋うめる。彼女の腰こしから上だけが出るようにして、周りに土を戻もどしていった。

　彼女の上半身だけが地面から出て、足は完全に隠かくされた。これで彼女は簡単には逃げることができないだろう。

　傷口や頭が埋もれていなければ死なないと僕は判断し、昨日のバラバラ死体を隠しておいたドラム缶を再び持ち出す。それを逆さにし、お姉さんの上半身がすっぽり隠れるように置いた。ドラム缶は逆さのまま直立で安定し、外から見ても中に何かが入っているとは気づかない。ここは使われていない空き地だし、きっと誰だれも訪れないはずだ。

　明日また様子を見に来て、人間がこの状じよう況きようで生きていけるのか確認すればいい。死んでしまっていたら、それはとても残念だが、生きていれば素晴らしい。

　僕は彼女を放置して、おじさんのいる公園へ帰ることにした。




　　　　　○




「このジジイ、なかなか死なねえのな」

　折おり戸べが笑った。他の者も同調して喚かん声せいをあげる。その場にいる若者は九人で、囲まれた男性は地面にうずくまっている。彼は殴なぐられ続け、最早立っていることもできない。

「こういう奴やつは殺しても罪にならねえんだよ。税ぜい金きんも払はらってないしな。人権がないんだ」

　折おり戸べがそう講こう釈しやくを垂れながら、男性の脇わき腹ばらに勢いよく蹴けりをぶち込む。男性は血を吐はき、悲痛な呻うめき声ごえをあげた。

「俺おれもそう思うな」他の若者が言う。「こんな奴は死んだ方がいい。生きているだけで有害だよ」

　男性の後頭部に盛大な踵かかと落おとしが入ると、全員が手を叩たたいて喜んだ。

「……何か動かなくなったなあ。死んだんじゃねえか？」

　一人が男性の髪かみを摑つかみ、持ち上げて確認する。彼の顎あごからは血がぼたぼたと流れていた。

「ああ、駄だ目めだ。こいつもう死んでるよ」

　そう言ってからもう一発、力の限り顔面を殴なぐりつける。

　全員が最後の一いち撃げきを出し合って、その処刑は終了した。しかし、これは準備運動に過ぎず、本当の目的はこれからだった。

「あのヤロウへの連れん絡らくがまだだったな」

　折戸が携けい帯たい電話を取り出すと、他の一人が大声を出した。

「ああ！　おいっ!?　あの女がいねえ！」

「何だと!?」折戸が寝ね袋ぶくろを見るが、そこは既すでにもぬけの殻からだった。「ああ！　何でいねえんだよ！　馬鹿が！　ジジイに夢中になってんじゃねえよ！」

「ま、まだ近くにいるんじゃないか？」周囲の一人が言った。「まだ時間はそんなに経ってないはずだし……」

「ちくしょう……」折戸が唇くちびるを嚙かんだ。「先にボコって、服を脱ぬがしておけばよかったな。峰みね城しろに見せつけた方が面白いと思ったが。……いや」少し落ち着いたのか、彼は言う。「……まあ、結局はあの女も処刑するだけか。逃にげたところで何が変わるわけでもない」

「放っておくのか？」

「そんなわけねえだろ。まずは峰城を呼び出す。あいつに連絡しないと始まらねえ。それからあの馬鹿女を捕とらえる。見つけ次第、あの女にも痛い目を見てもらう。……逃げたことを後こう悔かいさせてやらねえとな。子宮をぶっ壊こわしてやる」

　折戸が再び携帯を触さわったが、それはまた邪じや魔まされてしまう。

「おじさん!?」

　少年の声が聞こえたからだ。若者たちの近くにはいつの間に、見知らぬ男児が立っていた。彼はその場にひざまずいて、息をしていない中年男性の様子を確かめる。

「ガキがマジでいたのか？」折戸は眼を少し見開いた。それから口元を緩ゆるめる。「おい！　そのジジイはもう死んでるぞ！　俺らが蹴り殺してやったからな」

「蹴り……殺した……？」

「意味わかるか？　そのジジイはな、もうそこら辺に転がってるクソみてえなゴミと変わらねえってことだよ！」

　また全員から嘲ちよう笑しようの声があがり、公園の一部分だけが騒そう々ぞうしくなる。

「どうして……」

　少年が呟つぶやく。彼の身体は小さく震ふるえているようだった。

「そのクソがお前を捜さがしてたぞ。子供がいないってな。それで煩うるさかったから、俺おれらが殺してやったよ。だってしょうがねえよな。煩うるせえんだから。殺されて当たり前だ」

　折おり戸べはそう話し終えると、倒たおれた男性の横で茫ぼう然ぜんと立たち尽つくす少年を蹴けり飛とばした。

　少年は無残に飛ばされて、数メートル転がる。

「軽いなあ」折戸が倒れた少年を見る。「ああ、死にたくなかったらもう消えろ。まあ、このジジイと同じ場所に行きたいって言うなら、俺らが連れてってやってもいいけどな」

　少年はむくりと立ち上がり、無言で若者たちの方へ近づいてくる。

「お、死にてえみたいだな！」

　彼らが笑う。本当に殺す気があるかは不明だが、少年を無傷で帰す気も当然なかった。

「お前らが死んでも……」

「あ？　何だよ」

「お前らが死んでも、おじさんと同じ場所には行かないだろうな……」

「何言ってんだ？」

「……お腹は減ってない。でも、決めたよ……」

「何言ってんだって聞いてんだよ！　クソガキがあ！」

　再び苛いら立だちを覚えた折戸が、懐ふところから刃は渡わたりの長いナイフを取り出す。それは呼び出した世よ水すいの命を、容よう赦しやなく狩かるために用意した凶きよう器きだった。

　その先せん端たんが今、幼い少年に向けられた。

「てめえも殺してやるよ。あの肥こえ溜だめみたいなジジイと同じようになあ……」

　折戸の口元がまた斜ななめに吊つり上あがる。彼の内心にあった憎ぞう悪おが肥ひ大だい化かしていく。それは本来、少年に向けられるはずの感情ではなかった。しかし、彼の殺意はもう止まらない。

　だが少年は折戸の敵意など気にしなかった。彼はナイフを持った男だけでなく、その場にいる全ての者に対して言う。

「全員だ……」少年の顔が歪ゆがんだ。「ぜんっいんっ殺してやるっ!!」

「バーカ！　死ぬのはてめえだろうが！」

「お前らだけじゃないっ！　全員だ！　もういい！　遊びは終わりだ！　全員殺す！　一人残らず！　殺してやる！　人間を！　それから奪うばってやる！　お前らの汚けがらわしい血液を！　全部喰くって！　全部殺してっ！　全員の全部だっ！」

「何だあ？　頭がイカレたか？　それとも元々か？」折戸が笑う。「そりゃそうか。あんなクソジジイと一いつ緒しよにいたんだもんな。頭がおかしいに決まってるよな」

「まずはお前からだ。……ああ……」

「何だって？」

「………………ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」

　少年の咆ほう哮こうが、近きん隣りん一帯に轟とどろいた。
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　切れた息を整えるのに、美み玲れいはたっぷり三十秒以上使った。ガムテープで荒あらっぽく拘こう束そくされていた手足には、今もまだ痕あとが赤く残っている。彼女が逃にげ出だすことができたのも、その荒っぽさに起因しているのは皮肉な話だった。

──誰だれかを襲おそってた？

　自分のことで頭がいっぱいだったが、耳に音だけは残っている。彼女をさらった青年たちが、誰かに絡からんでいたという構図だけは理解できた。

　美玲は今、公園を抜ぬけ、道の向かいにある小さなビルの脇わきに隠かくれていた。恐おそる恐おそるではあるが、彼女はそこから顔を出して、あの公園の方を覗のぞく。

　薄うす暗ぐらいが、彼らがまだそこにいるのは見えた。若者たちがガヤガヤ大きな声を出し、その辺りは騒そう々ぞうしい。

　誰かが何かに巻き込まれていると感じ、美玲は警けい察さつに連れん絡らくすることにした。しかしそれ以上に、素早く事態を解決できそうな人物の顔が彼女の頭に浮うかんだ。

　携けい帯たいを扱あつかう手が何故か震ふるえる。美玲はそれを必死に抑おさえ、操作を何とか終えた。彼女は通話の相手が出てくれるまで、息をひそめるように待った。

　無感情な呼び出し音が耳に入り続け、美玲は放心気味に立たち尽つくす。

　その足元は頼たよりなく、おぼつかない。

『美玲？　……どうかしたのか？　今、ちょっと外にいるんだけど』

　携帯から世水の声が聞こえてきた。美玲は予想以上にほっとして息を吐はき出だす。そして、今まで自分が精神的にどれほど追おい詰つめられていたのかを、痛感した。

　警察よりも先に世水へ連絡したのは、美玲が無意識に彼の存在を求めていたからなのかもしれない。

「ああ、世水、助けて……。今、公園で、不良たちが暴れてて……」

『……!?　美玲は大だい丈じよう夫ぶなのか？　今、公園にいるのか？』

　公園からは変わらず騒々しい声が届く。しかし、彼女の感覚は緊きん張ちようにより狭せばまり、聞き慣れた世水の声しか受け入れなかった。美玲は拉ら致ちされたショックから、既すでにかなりのパニック状態に陥おちいっている。

「……私は、あの公園の、近く、む、向かいの、ビルの脇に、隠れていて……」

　その時だった。聞き覚えのない、何かの叫さけびが響ひびいた。

　とても長い。おそらくは人間の……しかし、大人の声ではない。

　それは公園の方から聞こえてきた。

『美み玲れい、美玲！　今の声は何だ!?』

　美玲の視線は公園へと釘くぎ付づけになる。

「……あの子供が……いる……」

　確かにいた。あの少年で間ま違ちがいない。

『あの子供って!?　美玲、聞こえるか？　おい！』

「あの時の……」

　突とつ然ぜん、ドンッという鈍にぶい音が美玲のすぐ側でした。彼女は隠かくれていたビルの正面部分を覗のぞきこむ。何かがぶつかったのだ。そういう類の音が聞こえた。

　美玲が眼を凝こらす。建物の前、歩道部分に何かある。

　──黒い影かげがあった。

　その黒い影が広がっていく。

　まるで水たまりのように広がっていく。

　水たまりの中央に、何かが落ちている。

　美玲は最初、それが何かわからなかった。

　明かりが足りない。光が足りていない。

　しかし、薄うす暗ぐらくてもそれは見える。

　街灯の灯りで、その輪りん郭かくが淡あわく照らされる。

　その形には見覚えがあった。

　誰だれにでもあるはずの、それは……。

　長い、何か。

　着衣したままで、よくわからない。

　着衣？

　でもそれは──。

　腕うで、という単語だけが先に浮うかぶ。

　だが、言葉の意味が理解できない。

　まだ、脳の処理が追いついてない。

　でも、事実としてそこに存在する。

　爪つめの付いた、五本に分かれた先せん端たん。

　それがどういう意味か、まだ吞のみ込こめない。

　──ああ。

　彼女は突とつ如じよ、広がる影の意味を悟さとった。

　あれは、水たまりなんかじゃない。

　そう。あれは、人間の血液なのだろう。

　紅あかいはずの血が、街灯によって黒く輝かがやく。

「い──」

　美み玲れいの脳は事態をやっと把は握あくして、視覚情報とそれらがリンクしなだれ込む。携けい帯たい電話が彼女の手から滑すべり落おちた。路面に跳はね返かえった端たん末まつが高い音を奏かなでる。

「──嫌いやああああああああああああああ」

　美玲は頭を押おさえ、事実を否定するように叫さけんだ。

『おい！　どうした!?　美玲!?　おい！』

　携帯から世よ水すいの大声が聞こえてくる。同時に、電話口から何故か救急車のサイレンも漏もれていた。しかし、美玲はそれらに反応できない。

　彼女は五感の全てに恐きよう怖ふを感じ、視界を暗くら闇やみへと埋まい没ぼつさせた。
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　気絶した有あり栖すを世よ水すいが発見したのは、ＧＰＳで示された空き地にたどり着いてすぐだった。

　何気なく見た隅すみの土が、不自然な形に盛り上がっているように感じた。その隣となりにはドラム缶が逆さに置かれていて、彼は深く考えずにそれを倒たおした。

　直後に世水は息を飲む。経けい緯いを理解することは難しかったが、結果自体はそこにある。

　有栖は上半身だけを出した状態で、土に埋うめられていたのだ。

　世水と一いつ緒しよにいたシュマはそれを見て短い悲鳴を上げたが、すぐに黙だまってその場に座り込んで大人しくなった。腰こしを抜ぬかしたのだろう。

　有栖が着ている服の、お腹辺りが朱色に染まっている。

「有栖!!」

　世水の呼びかけに彼女の反応はない。

　世水は有栖の状態をその場で確認する。生きていることはわかった。首を触さわって、脈があったからだ。それは非常に弱々しいものだったが、止まっていないだけ幸いと言える。

　世水はすぐに救急車を呼び、それから有栖の周りの土を掘り出し始めた。警けい察さつに連れん絡らくした方が良かったかもしれないが、その時はそれ以上に、有栖を救出することが念頭にあった。

　汗あせをかきながら土を掘っていると、シュマもやっと落ち着いてきたようだった。彼女もどうにか立ち上がり、世水の作業に加わった。

　彼は手で土を掘りながら、この状じよう況きようを頭の中で整理しようと必死だった。

　目の前には有栖の身体がある。彼女はラシカを捜さがしに行ったはずだった。しかし有栖は腹部に重傷を負い、意識も戻もどらない。これは何を意味するのだろうか。

　それを通常の道筋に当てはめて思考すれば、自ずと解は出る。

　有栖はラシカと出会い、傷つけられたのだ。そう考えるのが自然だった。

　有栖は平均的な女子高生と比べれば明らかに好戦的で、たとえ相手が身体の小さな子供だからといって態度を変えるとは思えない。

　つまり彼女はラシカと何らかのトラブルになり、負傷したのだろう。

　──でも、と世水は思う。有栖は生きているのだ。ラシカの行動原理には血液の確保があるはずで、相手の命に価値はないはず。だったら今まで通りに有栖を殺さなかったのは何故だろうか。

　生いけ捕どり。有栖がドラム缶に隠かくされていた事実から、世水はその言葉を連想する。しかし、そうする理由がわからない。そんな周りくどいことをしなくても、あの少年ならいつでも人間を殺せるだろう。

　いつでも、という言葉が引っかかる。その時になってやっと、世水はこの状況が何を意味しているのかを理解した。

　保ほ険けんなのか、と彼は確信する。いつでもそこにある血液。それは人間が冷蔵庫に飲み物を保存するのと同様で、欲求を容易に満たすための準備に近い。

　結論に達するのと同時に、有あり栖すの隠かくれていた下半身が全て見えてくる。土に埋うまっていた部位に怪け我がはないようだった。

　有栖を平らな地面に寝ねかせ、世よ水すいは彼女の服をめくる。脇わき腹ばら辺りが血液で染まっていたが、大きな傷口は見つけられない。今はもう血が止まっているようだったので、世水は有栖の服を戻もどした。それから彼女の足に付着した土を丁てい寧ねいに払はらう。

　隣となりにいたシュマは相当なショックを受けたようだが、今は有栖を心配そうに見つめている。

「………………世水……くん……？」

　有栖の小さな声が聞こえた。驚おどろいた世水は彼女に顔を近づける。けれど彼女は眼を瞑つむったままで、現状を理解できているのかわからなかった。

「……有栖、大だい丈じよう夫ぶか？」

　世水も大きくない声量でそう尋たずねた。しかし、有栖が大丈夫ではないことはわかっている。それでも、そう言って声をかける以外、彼にできることはない。

「………助け……くれて……あり……とう……」

　有栖が途と切ぎれ途と切ぎれに言う。彼女は涙なみだを流していた。それが何を意味する涙か、当人以外には知るすべが存在しない。

「有栖、もう喋しやべらなくていい。すぐに救急車が来るから、安心してくれ」

　それを聞いた有栖が僅わずかに微ほほ笑えんだように、世水には見えた。それは彼の錯さつ覚かくだったかもしれないが、今はその真しん偽ぎが重要とは思えない。彼女はそれから静かになった。

　世水たちはその場で救急車を持まち呆ぼうけ、数分が経過した。

　美み玲れいからの電話が来たのはその時だった。

　その通話がおかしな状じよう況きようで途切れたので、世水はそこに行くしかないと思った。丁度、救急車のサイレンも聞こえてきて、それが空き地の付近まで来ているのがわかる。

　世水は空地から道路に出て、救急車に手を振ふって誘ゆう導どうした。

　空き地の脇に車を止め、隊員たちが降りてきた。世水は有栖たちを指して、怪け我がの状態をわかる範囲で簡潔に説明する。

　隊員は他にも世水に質問をしようとしたが、彼はそれを振ふり切きってシュマを呼んだ。

「シュマ、今からあの公園に行くぞ」

「え？」

「美玲が危ない目に遭あってるかもしれない」

「先程の電話ですか？」

「ああ」

「……ラシカですね？　この、有あり栖すさんの怪け我がも、おそらくは……」

　シュマは落ち着き始めているようだった。先程の動どう揺ようはもう表情に表れていない。

「公園で何が起こっているのかはわからない。でも、何かが起こっているのは確実だと思う」

「行きましょう。美み玲れいさんが心配です」

「よし、走ろう」

　世よ水すいたちが駆かけ出だした。空地にいた救急隊員たちが何かを叫さけんでいたが、彼らはそれを気にしない。それ以上に大切なことが、明確にわかっているのだから。
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　シュマの足が遅おそいので、世水は途と中ちゆうから彼女を背負って走った。

「スイア!?　どうしてあなたなのですか！　マスターは!?」

　猫ねこ耳みみバンドを装着したシュマが言う。彼女は想定外の事態に直面し、天界にいるミルキへの報告を行おうとしていた。しかし、少女の思おも惑わく通りに事は運ばない。

『焦あせるな、焦るな。今、僕ぼくはマスターを呼びに行ってるからな』

　ミルキが持つもう一体のドール、スイアの声が聞こえてくる。

「お願いします……！　まだ何が起こっているのか不明ですが、伝えておきたいのです」

『わかってる。マスターは今、ミングレストと面会中だから。大だい丈じよう夫ぶ。場所だってそんなに遠くじゃない』

「……わかりました」

　シュマはそれから、自身を背負ったまま走る世水の背を見た。いくらシュマが軽いと言っても、それは人間と比べればの話。彼女の体重は優に十キロを超え、それが世水の負担にならないわけがない。

「世水さん、私を下ろしてください」シュマが世水の耳元で言った。「先に行ってください。美玲さんが心配です。一刻も早く、彼女の元に……」

「……そうだな」

　数秒思考してから世水もそう決断した。立ち止まり、彼女を下ろす。

「悪い、後から追ってきてくれ……」世水の息はまだ上がっていた。「それから、あの手て袋ぶくろも渡わたしてくれ……」

「え？」シュマが目を丸くする。「あれはラシカと戦せん闘とうになった時のものでしょう？」

「念のためだ」

「わ、わかりました」

　ここで話していても、時間をただ食うだけなのは明確だった。シュマは一切の言葉を吞のみ込こみ、世水の要求した用具を手渡す。

「美み玲れい、待ってろよ」

　彼はそう小さく呟つぶやいて走り出した。シュマはそれを見つめていたが、自分もそれを追いかけないといけないことに気づき、足を踏ふみ出だした。
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　世よ水すいが公園の近くにたどり着くと、彼はその周囲を見み渡わたした。公園の出入口は複数あり、世水たちが通学などでよく通る場所にはライオンのオブジェがある。

　世水はその向かい側に建っているビルを凝ぎよう視しした。何故か、歩道部分が血のような赤に染まっている。世水の背中に強きよう烈れつな寒気が走った。

　しかし幸いなことに、世水はすぐに美玲を視界に捉とらえた。ビルの脇わき、そこにうずくまるようにして彼女は座り込んでいた。

　世水は駆かけ寄より、彼女に声をかける。

「おい、美玲！」

　けれども美玲に反応はない。世水は彼女の身体の見えている部分を確認し、おそらく外傷がないという判断を下した。

　それで安心できるわけもなく、世水は美玲の肩かたに触ふれ顔を覗のぞき込こんだ。彼女の目を見つめ、表情を確かめようとする。

　だが、彼女は眼を瞑つむっていた。そして、止まることなくガタガタと身体が震ふるえてもいる。

「世水……助けて……」

　極小の声で呟つぶやいたのは美玲だった。世水はそれを聞きき逃のがさない。彼女の意識は朦もう朧ろうとしているが、生命は今のところ無事なのだと彼は思った。しかしそれだって、美玲の精神負担が長引けば、危険な状態に陥おちいってしまうはずだ。

　ここで何があったのか、と世水は眉まゆを顰ひそめる。そして、何故こんなことになってしまったのか。その時になって初めて、世水は立ち上がって公園を見た。

　あの少年が関わっているのは明らかだろう。さっき見た血のような水たまりも、おそらくは彼が引き起こしたと思って間ま違ちがいない。

　しかし、あの少年の姿は見つけられなかった。

　頼たよりない街灯の灯りを頼りに、世水は公園をもう一度くまなく確認する。

「ああああ……！」

　突とつ然ぜん、短い呻うめき声ごえが近くから聞こえた。世水はそちらを即座に確認する。それは公園の角、僅わずかに敷しき地ちから出た向こう側の歩道部分だった。

　シュマが、ラシカに首を摑つかまれている。




　　　　　※




　僕ぼくは、本当はわかっていたんだと思う。僕は先生に捨てられて、その時点で価値のない存在だったんだ。それを内心で否定して、この世界での暮らしを楽しもうとした。

　でも、それはどうしようもないほどの噓うそだ。悲しい気持ちを隠かくすための、不毛な取とり繕つくろいに過ぎない。

　だけど、僕は……。

　僕は本心で、一時的に、暖かい気持ちを持つことができた。それは紛まぎれもない真実で、僕の中の何かが幸せな光で満たされる、そんな感覚だったように思う。

　けれど、もう、それを思い出すことはできない。それを与えてくれた人は、もういないのだから。そして、それを受け取った僕だってもういない。

　それを悟さとって、僕は変わった。

　昔に戻もどっただけかもしれない。でも、その昔すらよく覚えてない。

　僕が好き勝手にエンジェたちを嬲なぶって、先生はそれを見て笑う。そんな感じだったと思う。今の感情は、それに似ている気がしてならない。

　あの頃ころ、最初は目的なんてなかった。言われるがままにそうして、ただの仕事だと思い込む。それでも段々僕はそれを楽しむようになっていった。それが悪いことなんて、考えたことすらない。

　今だってそうだ。

　今だって──。僕は過去への思いを切きり離はなし、今いる場所を見み渡わたした。

　ここは公園だ。あの人が住んでいた場所だ。彼の箱が、僕の視界の隅すみに入る。僕は眼を瞑つむった。見たくない。見たくなかった。

　眼を開き、違ちがう方向を眺ながめる。

　上を向き、天空を見る。星は見えない。厚い雲がある。

　下を向き、地面を見る。遺い体たいしかない。四し肢しが転がる。

　あの人は殺されてしまった。僕は最初、それを知り悲しくなった。どうしてだろう。今までだって、いくらでも命を奪うばってきたのに。その人を殺した奴やつらも、もういない。

　それは何故だろう、と一いつ瞬しゆん迷った。でも、その答えより明白なものなんて存在しない。

　──僕だ。

　やったのは僕だ。殺したのは僕だ。引ひき裂さいたのは僕だ。千切って、吹き飛ばし、踏ふみ潰つぶし、突つき刺さし、砕くだいて、ばらして、破は壊かいしたのは僕だ。

　それは全て、間ま違ちがいなく僕がやったんだ。その原動力はきっと怒いかりだったと思う。

　でも僕の中に、もうそんなものはなかった。不思議ではある。けど不自然ではない。

　衝しよう動どうを解消する度に、いつも残る結果だ。それが満たされたという話なのだろう。

　地に這はいつくばる、元は人間だった身体。今となってはただの肉片でしかない。その価値は人としてではなく、既すでに意味は移行している。

　一際大きな塊かたまりがある。それはまだ人間の大きさだった。他の死体はもっと小さい。もっと原形を留めていない。

　数歩近づいて、それを見つめる。

　ああ──とため息が出た。同時に僕の中から、何かが抜ぬけ落おちるような感覚があった。僕が見つけたものは、おじさんの遺い体たいだった。おじさんの身体も、もう意味をなさない。

　何故か、もう悲しくなることすら不可能だった。僕は壊こわれてしまったのかもしれない。

　いや、違ちがう。元から壊れていたんだ。

　だから僕は──。だから僕は人を喰くうし、人を殺すのだろう。

　僕は壊れている。それをやっと知った。ようやく自覚することになった。そんなことだから、僕は捨てられてしまったのか。僕は駄だ目めだ。僕は終わっている。既に終わっている。既に終わっていた。既に壊れている。既に欠けつ陥かん品ひんで、既にジャンクだ。

　頭が破は裂れつしそうに痛くなった。

　それでも身体は壊れない。手て遅おくれなのは、もっと内部の──。

　僕が──。これからやるべきことは、決まったんだ。

　さっき、決めた。息を引き取ったおじさんを見て、確信した。

　僕がやるべきこと、それは──。

　殺す、ということだろう。それしかない。僕は人を殺す。そのために存在する。

　僕の価値はそれだけだし、それなら壊れた僕にでもできる。そんな簡単なことは、今の僕にだってできる。

　そうだろう。周りに散らばる、新しん鮮せんな血肉が眼に入った。

　空腹が急激に生じ始める。簡単な話だ。

　この公園を染める、人の血液を得ればいい。それこそが、最も僕にとって価値のあることなのだから。




　そして──。

　僕は血を得た。人間の血だ。そこらに散らばる肉体から流れる血。

　それは多量。それは多すぎるかもしれない。

　頭が痛かった。いや、これは眼が痛いのか。

　わからない。わからない。

　視界が酷ひどくぼやける。身体が鉛なまりのように重い。

　でも、動けないわけじゃない。むしろ、動作自体は機き敏びんにできる。

　頭の痛みが不意に消える。同時に、視界もいつもより広がった。

　周りのものがよく見える。

　ああ、あれは何だろう。

　人だろうか。人にしか見えない。

　でも、僕ぼくにはわかる。

　あれは人ではない。

　取とり繕つくろっているだけで、本質は違ちがう。

　それは人でない。それは僕と同じ。

　やはりこの世界に来ていたのか。

　頭がまた痛くなる。

　頭がとても痛くなる。

　もう壊こわれて欲しい。僕の身体。そして僕以外の身体。

　まずは、そうだ。

　まずは、僕と同じ、あの天使の人形エンジエドールから壊してみよう。

　僕はその場から跳とんだ。

　身体が重い。でも、今までになく跳ぶことができた。

　不思議な感覚だ。不思議で不快で、吐はき気けすら感じる。

　僕は壊れてしまったのだろう。

　だから、あの子も壊してしまおう。

　公園の外まで一気に行って着地した。

　少女の眼前に着地する。その金きん髪ぱつの少女と眼が合う。

　彼女の眼が見開き、表情に恐きよう怖ふが浮うかぶ。

　彼女は何かを言いかけた。

「ラシカッ！　あなたは──」

　それをさせない。僕は彼女の首を摑つかんだ。

　僕はそれを強く握にぎる。だが、まだ爪つめは立てない。

「ああああ……！」

　彼女の呻うめき声ごえが響ひびく。

　彼女をどう殺そうか。

　このドールは、きっとまだ壊れていない。

　だから、僕が──。




　　　　　○




「ちくしょう……！」

　世よ水すいは舌打ちしながら、黒い手て袋ぶくろを両手にはめた。

　彼はシュマと合流したら美み玲れいを連れ、ラシカのいる公園からなるべく素早く退散するつもりだった。しかし、その案はもう叶かなわない。シュマがラシカに捕とらえられているからだ。

　美玲から離はなれたくなかったが、そうも言っていられなかった。

　最後に世水は美玲に声をかけようと思ったが、彼女はいつの間にか完全に気を失っているようだった。怯おびえていた彼女の精神が、一定のラインを超えたのだろう。

　美玲はとりあえず、一時的にここに放置するしかない。シュマを助けるには、それ以上の時間は確実に残されていなかった。

　世水は断だん腸ちようの思いで思考を切きり替かえ、ラシカの背後に近づいた。

　シュマの首を絞しめつけていたラシカに、世水はゆっくりと呼びかける。

「ラシカ」

　少年がピクリと反応し、後ろを振ふり向むいた。世水と対面した彼は、また意外そうな表情を作ってみせる。ラシカ、シュマ、世水。三人は月の光すら届かない曇くもり空ぞらの下で会合した。

「……峰みね城しろさん」

「その子を離せ」

　世水が単刀直入に言うが、それを聞いてラシカはケタケタと笑った。

「あなたに僕ぼくのことを吹き込んだのは、このドールだったんだね。意味のないことをしに、わざわざこっちの世界にまで下りてくるなんてね」

「いいから、その子を解放してやれ」

「……何を言っているの？」

「わからないのか？」

「違ちがうよ。でも、それもまた意味がないと思うんだ。だって、このドールは苦しんではいるけど、息ができなくたって死にはしないからね。……ああ、長く話すと頭が割れそうに痛い」

　ラシカが眉み間けんにしわを寄せて表情を歪ゆがめる。

「だったら、無む駄だに苦しませる必要もないだろ」

「それはあなたが決めることじゃない!!」ラシカが急に怒ど鳴なった。「……峰城さん、あなたはどうして、僕の前にまた現れたの？　死にに来たの？」

「俺は、君を止めに来たんだ」

　その言葉を耳にしたラシカは、一いつ瞬しゆん停止するように眼を見開いた。

「峰城さん」ラシカは俯うつむく。「それはもう手て遅おくれだよ。……僕はたくさんの血液を浴び過ぎた。もう、何もかも遅おそすぎだ」

「それを決めるのは、お前じゃない」

　世よ水すいが膠こう着ちやくした場面を動かすため、さっきラシカが使った言葉を言い返す。

「……ああ、そうか。そう言えば、約束をしていたね」

「約束？」

「次に会ったら、お互たがいの命を賭かけようって。思い出した。そうだった。やるべきことは、まずこのドールを壊こわすことじゃなく、まずは峰みね城しろさんを壊すことだったんだ」

「壊す？　そもそも、ラシカの狙ねらいは人の血液だろう？　どうして壊す必要がある？」

「煩うるさいっ!!」ラシカが絶ぜつ叫きようし、シュマを公園に放り投げた。「あなたはここで壊す。いや、ここで殺すよ。ああ、あああ、頭が痛い。どうしてこんなことになった。どうしてこうなる。わからない、わからない、わからない……」

　世水の眼からも、ラシカは明らかに錯さく乱らんしていた。それは血液の異常摂せつ取しゆによる中毒症しよう状じようからくるものだろうか。

　彼はラシカに細心の注意を払はらいながらも、横目を使って公園の中を見る。

　そこには、何とか緩かん慢まんな動作で立ち上がるシュマの姿が確認できた。

　そして少女と共に、世水の視界に他のものが侵しん入にゆうしてきた。それは公園の状じよう況きよう。地じ獄ごく絵え図ずのような事態。世水の思考が高速で回転する。それは空回りのような感覚だった。

　山のようなバラバラの死体。海のようにおびただしい血。それが一気に眼に入る。それらが視界の全てを支配する。

　世水の精神はかつてないほどに揺ゆさぶられ、意識が遠のきそうにすらなった。

　世水は崩くずれ落おちそうになった自身の足元に力を込めると、代わりに胃から内容物がこみ上げてきた。彼はその場でそれを吐はき出だしてしまった。吐と瀉しや物ぶつが道路に跳はねる。

「峰城さんも本調子じゃあないんだね」ラシカは楽しそうに笑った。「でも、あなたこそ苦しむ必要はないよ。僕ぼくが楽に殺してあげる。さあ！」

　ゲホッ、ゲホッ、とむせる世水はラシカを睨にらみ、言った。

「俺おれは負ける気なんてねえんだよ……！」

　彼が中指を立ててラシカに向けるが、その意味はラシカに伝わらない。

「……何のつもりか知らないけど、人間は心臓を一ひと突つきにすれば生きてはいられない。……僕が一いち撃げきで仕留めてやるよっ！」

「うるせえ……。俺は、お前を止めに来たんだよ！」

　世水は精神の動どう揺ようを何とか立て直した。それは、視界の隅すみに捉とらえていたシュマの姿が、いつの間にか見えなくなったことが大きかった。あの少女は諦あきらめていない。それならば、彼が先に音を上げるわけにはいかなかった。

　世水は用意した道具を軽く握にぎり、それを確認する。彼はあるものをガムテープで掌てのひらに張り付けていた。それはシュマと相談しながら決めた、ラシカにどうにか対たい抗こうできる可能性のある作戦。彼はその時のことを一いつ瞬しゆん回想し、覚かく悟ごを決める。

「わかった。死ぬ準備はできているようだね」

　少年はため息をつき、頭を左右に振ふった。呆あきれているといった仕草に見える。少年の精神はまた安定し始めているようだった。しかし、それは一時の静けさなのかもしれない。

「……峰みね城しろさん、さようなら」

　そう呟つぶやいて、ラシカは足に力を込めた。それと同時に、少年の足元にあるアスファルトにヒビが入った。舞まい上あがった砂さ埃じんを世よ水すいが眼にした直後、彼の懐ふところにラシカが飛び込んでいた。

　ラシカの顔が、世水の眼と鼻の先にある。間合いは一いつ瞬しゆんで詰つめられた。

「あなたは良い人だった」

　最後にラシカはそう言った。彼は右手を振りかぶって、思い切り世水の心臓を狙ねらって腕うでを突つき出だす。

　それは一直線に、世水の胸を突き破る。

　……はずだった。

　しかし、それが貫かん通つうすることはない。

　ラシカの突きは世水が受け止めていた。彼は左手を自分の心臓の前に置いて構えていた。少年の狙いがわかっていたから、それを利用していた。

　ラシカはそれに気づいていたが、世水の守りに躊ちゆう躇ちよすることはなかった。少年にとって、人間の掌てのひらなど無力。そう評していたのだから当然だった。

　けれどラシカの想定は外れてしまった。世水は攻撃を受け止め、その掌を貫つらぬけない。

　驚おどろいて、少年は自分の手を引っ込めようとする。しかしその瞬しゆん間かん、世水はそのままラシカの指先を摑つかんだ。

「俺は死ぬ気なんてないよ」

　世水の手には激痛が走ったが、無理やりラシカの手を握にぎり締しめる。

「その手て袋ぶくろ……」ラシカは焦あせらず、世水の手を見つめる。「そうか、ドールの……」

　少年は呟いた後、今度は左手を振りかぶった。右手に構うことなく、世水を殺してしまえばいいとラシカは考えた。彼が次に狙ったのは心臓ではなく首だった。人の首を刎はねてしまえば、命がそこで潰ついえてしまうのはわかりきっている。

　ラシカの自由な左手が、鋭するどく世水の首へと向かう。

（わかる……！）

　世水はラシカの右手を摑んだことにより、少年がどう動きたいのか予測できた。連動する少年の身体が、鮮せん明めいな情報を世水に伝えてくれる。

　世水は空いている右手で、ラシカの左手を受け止めることができた。そしてまた、その手を摑む。これで世水はラシカの両手を摑み、組み止めるように相手を捕とらえた。

「……簡単にはやられないよ」

「でも、時間の問題だ」ラシカがつまらそうに言った。「手ごたえでわかるよ。峰みね城しろさんの掌てのひらは、両方とも壊こわれてしまったんじゃない？」

「そうかな」

　世よ水すいは応えなかったが、その自覚はあった。彼の掌は深刻なダメージを抱かかえ、おそらくは完全に骨折している。

「僕ぼくの攻こう撃げきをもう受けられない。次で終わりだ」

「次がある？」

「何を言ってるの？」ラシカは世水の言葉を相手にせず、両手を振ふり払はらおうとした。「……あれ？」

　しかし、両手は離はなれなかった。世水の手袋にラシカの手先が密着して取れない。

「業務用の」世水が呟つぶやく。「瞬しゆん間かん接せつ着ちやく剤ざいの袋を、お前は引ひき裂さいたんだ」

「接着剤？」

　ラシカが聞き返した瞬間、世水が反はん撃げきを開始した。彼は少年を押おし倒たおすように圧力をかけ、同時に脚をひっかける。世水はそのままラシカにのしかかるような格かつ好こうで倒れこんだ。

　すぐに世水は少年に馬乗りになり、マウントポジションをキープする。二人の両手は未だに密着したままで、それが外れる気配はない。

「これで、もうラシカの爪つめは使えない」

「それで？」ラシカは平然と言った。二人の顔は近い。「お兄さんの手だって動かない。これからどうやって僕を壊こわすの？」

「確かに、俺の手も動かせない」

　世水の指は手袋の中で、折れ曲がるようにラシカの手と密着している。これでは手袋を脱ぬぎ捨すてることができない。

「やっぱり僕の勝ちだ」

　ラシカはゆっくりと足元に力を入れた。彼は世水に悟さとられないように、静かな動作でブーツを脱ごうとしていた。少年の爪は、何も両手に限った武ぶ器きというわけではない。

「どうしてだ？」

「………………」

　世水の言葉をラシカは無視し、足に神経を集中している。靴くつ紐ひもがしっかりと結ばれていて、思っていたよりも手間取りそうだった。

「ああ、それと」世水は視線を少し上げる。「ラシカを止めるのは俺じゃないよ」

「……何を言っているの？」

　ラシカは不思議に思って、世水にそう尋たずねる。

　その時、少年の後方から声が聞こえた。

「その仕事は、私がやることになりました」

　それは少女の声だった。まだ少し距きよ離りがある。

　ラシカは驚おどろいて、後頭部を地面に着けるようにして後ろを無理やり睨にらんだ。

「お前はっ！」ラシカが叫さけぶ。「さっきのドールか！」

「改めて自己紹しよう介かいを……。私はシュマロマと言います」

　シュマは挨あい拶さつし、小さく頭を下げる。彼女は猫ねこ耳みみをつけたままだった。

　これは、もしもラシカと戦せん闘とうになった場合の作戦だった。世よ水すいがラシカの身動きを止め、安全になってからシュマが姿を現す。

　そして、自由に動ける少女がラシカの眼球を抉えぐる。

「殺してやる！　クソっ、どうして離はなれない！」

　ラシカが暴れるが、それは無む駄だだった。少年は靴くつも未だに脱ぬげていない。

「あなたは生まれ変われます」シュマは静かに言った。「それが、私たちドールですから」

　少女の手には、二ふた股またに分かれたナイフがあった。街灯に照らされ、それが時たま光り輝かがやく。

「生まれ変わる？」ラシカが繰くり返かえす。「そんなこと、もうできるはずもない！　ああ！　やめろ！　僕ぼくはこんなところで止まれない！　あああ！」

　ラシカが暴れるが、それを世水が上から押おさえ込こむ。冷静な判断力を失った少年は、もう自身のブーツを脱ごうともしていない。ただがむしゃらに動き、喚わめいている。

「ラシカ」世水がまた声をかける。「駄だ目めになったのはお前の身体だろ？　きっと後あと戻もどりはできるはずだ」

「僕はっ」ラシカは世水を睨んだ。そして眼に憎ぞう悪おを募らせる。「ドールの器の話をしているわけじゃないっ！　後戻りできるだって!?　だったらおじさんはどうなる!?　無残に殺されてしまった彼はもう元には戻らない！　ああ!!　僕だけが戻って何の意味がある!?　人間たちはまだたくさん生きている！　僕はそいつらを殺すと決めた！　僕はもう戻らない！　それは戻れないのとは意味が違ちがう！　僕自身の意志で戻らないんだ！」

「……あなたの意志は血に支配されつつあるのです」シュマが冷静に言った。「またいつか、どこかでお会いすることを祈っています」

　少女がナイフをゆっくりと掲げた。

「やめろおおおおおおお!!」

　ラシカの絶ぜつ叫きようが園内に木こ霊だまする。けれど、それを聞く者は世水たち以外に残されていない。

　銀のナイフが、静かに少年の眼め尻じりに差し込まれた。
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　天人のミルキと魔ま人じんのミングレストの面会はまだ続いていた。

　二人が対面する小さな部屋は、わずかに緊きん張ちように包まれている。それはミングレストのした質問に起因するのだろう。

　ミルキは少し考えた後、無表情を作ってこう答えた。

「面白い仮説だが、私が神の依より代しろに出会ったという事実はない」

「そう……ですか」

　ミングレストの指し摘てきは、ミルキによって簡単に否定されてしまった。

「私の口答をどれだけ信用するかは君次第だが、私はこう答える他ない」

「……ありがとうございます。あなたが本当に、僕ぼくの問いを聞いてくれるとは思っていませんでした」

「次は私の質問に答えてもらう。君は何故、ラシカをあの街に放った？」

　ミルキは切きり替かえ、初期の質問に話を戻もどす。

「先ほど述べた僕の憶おく測そくが的外れなら、今回のことも価値は大分少なくなってしまう」

　肩かたを竦すくめ、ミングレストは静かに言った。

「と言うと？」

　ミルキには彼の発言がよくわからない。

「ラシカほどの強者が現れれば、あの街にいるかもしれない神の依代が姿を現すと思った。神かみ代しろは強者の前に姿を現すという伝説もある。だからこそ、我らはこぞって強力な依代を作り出そうとしている。人間の才能を見み抜ぬき、納得させ依代に引き込む。そういった行いは、全て神代への道に繫つながると考えられている」

「馬鹿らしい」

「あなたは表面上そういった態度を取っているが、僕にはわかります。……あなたは神代を捜さがしている。しかも、その熱意は誰だれよりも強いようだ」

「勝手にそう思い込んでいればいい。私が君たちを止めたいと思ったのは、魔ま人じんが世界の全てを支配するという戯ざれ言ごとを想おもい描えがいている状じよう況きようを嫌けん悪おしているからだ。その可能性など存在しないのに、無む駄だな足あ搔がきはやめてもらいたいね」

「本当に可能性が皆かい無むなら放っておけばいい。あなたは本来、そういった合理的な思考が得意なはずだ」

「私のことをよく知りもしない者に何かを言われる筋合いはない」

「それはお互たがい様さまでしょう」

「……私にはまだ腑ふに落ちない点がある。君がここに幽ゆう閉へいされていては、神代に出会う機会などない。それでは今回の行いに意味は発生しないのではないか？」

「見つけるのが僕ぼくじゃなくてもよかった。僕は、神の依より代しろが実在しているのかが知りたかったんです」

「ほう……」ミルキは興味深げに眼を見開いた。「それは君一人で考えたことか？」

「そうです」

　ミングレストはすぐに肯こう定ていする。

「……わかった。私の質問も、これで終わりだ。これで私は、もうここを訪れることもない」

「それは残念です」

「私のドールが使者として人間界に行っている。一いつ般ぱんの協力者を使って、ラシカを処理するだろう。雨さえ降れば、それは誰だれにだって可能だ」

「……そうでしたか。ドールにとって、それは致ち命めい的てきな弱点ですからね」

　ミングレストは小さく頷うなずくと、哀あい愁しゆうを漂ただよわせた笑みを浮うかべた。その表情は、まるで敗北を認めたかのように見える。

　突とつ然ぜん、部屋のドアが開かれた。場の管理者が慌あわてて入ってくる。

「あ、あの、ミルキ様」

「どうした？」

　不思議そうな顔をして、ミルキは彼に対応する。

「あの、あなたのドールが来ているのですが、何か、伝えたいことがあると」

「何？」

　ミルキが眉み間けんにしわを寄せ、聞き返す。完全に予想外のことだった。

「あ、こらっ」

　その時、管理者の脇わきをすり抜ぬけて、スイアが勢いよく部屋に侵しん入にゆうしてきた。

「マスター！　聞いて！　シュマがラシカに捕つかまってしまって、パートナーがそれを止めようとしています！　ヤバいです！」

「何だって？　何故そうなる？」

「入っちゃ駄だ目めだって！　ほら、下がりなさい」管理者が少年をつまみ出し、部屋の外へと引っ張っていく。「許可がないといけないんだよ」

　部屋は再び、ミルキとミングレストだけになった。その場に数秒の沈ちん黙もくが生まれる。

「……何故、不用意に少年に近づいたりしたんだ？」彼女が不満そうに呟つぶやいた。「……いや、何らかの、避さけられない事態が発生したということか……」

　顎あごに手を当てミルキは少し考えた。その後に振ふり返かえってミングレストに言う。

「事情は少し変わったようだが、事件はもうすぐ終わるだろう。じきに雨は降る。私はもう、君に会うことはないはずだ。どういう処分が下されるかは知らないが、せいぜい反省するんだな」

「今のはあなたのドールですか？」

　ミングレストはミルキの忠告を完かん璧ぺきに無視し、気になったことを尋たずねた。

「そうだ」

「二体も持っているなんて珍めずらしい」

「よく言われるよ」

「でも、それはもうお終いかもしれませんね」

「どういう意味だ？」

「シュマ、というのはあなたのもう一体のドールでしょう？　それがラシカとの戦せん闘とうに巻き込まれたのですか？　先程の彼は、そのようなことを言っていましたね」

「ああ」

「それは自殺行こう為いだ。そのドールは、きっと生きて戻もどることは難しいです」

「そんなことはない。詳しよう細さいは把は握あくしていないが、おそらく策があるのだろう。シュマは馬鹿じゃない。上手くできるはずだ」

「……信しん頼らいしているのですね」

　ミングレストはそう呟つぶやいてから、何故か少しだけ微ほほ笑えんだ。

「何が可お笑かしい？」

　ミングレストを見て、ミルキは眉まゆを顰ひそめた。小さな椅い子すに座る魔ま人じんを睨にらみ、真意を問う。

「あなたは、おそらく策があると言った。しかし、そんなものは意味があるのでしょうか？」

「どういうことだ？」

「雨が降ればドールは動けなくなる。それはいいでしょう。いずれ雨は必ず降る。……しかし、今さっき部屋に入ってきた少年は、ラシカを止める気だと言った。それは逆に、人間界で雨が未だに降っていないことを意味しますね」

「……そうだろうな。だが、それは私がした質問の答えになっていない」

「雨が降ればラシカは終わりです。そう。私だってもうお終いだ。いつまでも、こうしてあなたと話しているわけにもいかないでしょう」

「観念したのか？」

「それは、もうずっと前から」

「そうか。罪を認めるのだな」

「こちらの状じよう況きようは変わりませんからね」ミングレストは首を振ふった。「でも、あなたのドールは間ま違ちがいを犯したようだ。雨を待てばいいだけの事態で、わざわざ闘たたかいを挑いどむなんて」

「きっと、それを避さけられる状態じゃないのだろう」

「さっきも言いましたが、ラシカの弱点は雨です。それ以外に彼を止める方法はありません」

「いや、ドールには共通した弱点があるだろう。彼らが交戦する時は、必ずそこが焦しよう点てんになる」

「……眼球のことですね」

「そう。ドールの命が吹き込まれた媒ばい体たい。彼らの生命はそこにある」

「それは確かに、間ま違ちがいないですね」

「さっきから君は、何が言いたいんだ？」

「ラシカの眼球にも、命は吹き込まれたのでしょう。ですが……」

「何だ？」

「私はラシカを強くしたかった。だから、彼に人の血液を与えた。……でも、人の血液を選んだのはそれだけが理由じゃない」

「………………」

　ミルキは言葉の本質を見極めようと、頭の中で思考しながらミングレストを見み据すえる。彼の表情は穏おだやかで、何かを楽しんでいるようにも見えた。

　しかし、わからない。ミルキは状じよう況きように見切りをつけ、次の場へ向かうことにした。

「……私はもう行くよ。ここで話していても仕方ない。シュマの様子が気になるからね」

　ミルキは彼との会話に価値がないと判断し、部屋を出て行こうとした。

「そうですか。では、最後に一つだけ忠告しておきましょう」

「何だ？」ミルキは振り返った。

「策というものは、すべての情報が開示されていない状況では、ただの博ばく打ちと変わりません」

　ミングレストは微ほほ笑えみを抑おさえきれず、顔全体にしわを作った。

「はぐらかすな。はっきり言え」

「私がラシカに行った不正行こう為いは、何も、人の血液を与えたことだけではありません」

「何だと？」

「ドールの欠点は二つある。一つ目の雨は、誰だれにもどうすることができない。しかし、それは気にするに値しないでしょう。だって雨が降っているときは、相手のドールだって停止してしまうのですから」

「もう一つは……」

「そちらに関しては、どうにでもなる」

「おい、お前はまさか、ドールの眼に何かしたと言うのか？」

「眼球自体には何も」ミングレストは肩かたを竦すくめた。「……ですが、その眼の位置は変えました」

「……位置？　何を言っている？　ラシカの眼は正常だったはずだ」

「全員がそう思う。誰もそんなことしないから、疑いもされない。それは私が血液を与えていたことが、すぐにはわからなかったのと同じ原理ですね」

「ならば、彼の眼は……」

　ミルキは予測できる選せん択たく肢しをいくつか脳内で思案し、ミングレストの言葉を待った。

「ラシカの顔にある眼球は、私が用意した義眼です」

「……義眼？　お前、正気か？」

「だって、ドールはお互たがいの眼を狙ねらい合あうでしょう？　でしたら、そこが弱点にならなければ強い。いや、ラシカだけが特別な状じよう況きようなら、それは最強と表現しても過言じゃないはずだ」

「馬鹿な！　ドールの身体は奇き跡せきの砂によって作られた完かん璧ぺきな器のはずだ！　眼球の置き場は決まっている。それを無む闇やみに動かせば、当然ドール自体が耐たえられない。ドールの眼球を抜ぬき取とるのとはわけが違ちがうだろう！　眼球の位置を変えるということは、最早異物を挿そう入にゆうし続ける事態と変わりない。そんな行こう為いはラシカの精神だけではなく、奇跡の器を壊こわしてしまう！」

「まるで試したことのあるような口ぶりだ」ミングレストが眼を細めて笑う。「……さっきも言ったでしょう？　私が彼に血液を与えたもう一つの理由が、ラシカの眼球を改造するに耐えうる器と精神を構築するためのものだったということです。将来的な器と精神の壊かい滅めつが明確に先見されても、一時的な絶対優位に価値を見出すことは容易でした。そして、事実として私の期待以上にラシカは長い期間をその状態で耐え続けていました」

　本当に楽しそうに、まるで幼児が自分の玩具おもちやを自じ慢まんするかのような仕草を見せるミングレストに、ミルキは少なからず動どう揺ようを感じていた。

「お前は……狂くるっている……」

　彼女は自身の精神的な揺ゆらぎに内心驚おどろきながら、それを悟さとられまいと呟つぶやく。

「あなたほどではありません。私は私自身が正常だと確信している。あなたはどうですか？　自分の全てが正しいと確実に断言できますか？　神に、いえ、神かみ代しろに誓ちかってそれを高らかに宣言する覚かく悟ごを持っているのでしょうか？」

「お前と下らない舌戦をする気は皆かい目もくない!!　ラシカは眼球のことを悟さとっているのか!?」

「自覚などしているわけがありません。当人が知らないからこそ、他者にも悟られない。そういうものですよ」

「つまり、ラシカの眼球を破は壊かいしても、彼の動きは止まらないということか……!?」

「それだけではありません。私はラシカの義眼にも、ある細工をしていますからね」

「はぐらかすな！　具体的な内容を言え！」

　ミルキの声が大きくなる。回りくどい魔ま人じんに対し、彼女はフラストレーションが膨ぼう大だいに蓄ちく積せきされていた。

「それはあなた自身が確かめればいい。きっと驚きますよ」

　ミングレストが頰ほおを吊つり上あげ、満面の笑みで言った。

「馬鹿なことを……！　愚おろか者ものがっ！」

　ミルキは魔人をそう罵ば倒とうして、部屋を飛び出した。たった今聞いた話は、彼女の予想していた幾いくつかのパターンから完全に外れている。狙うはずの眼球が義眼。シュマにすぐに伝えなければならない、とミルキは強く思った。

「おい！　スイアはどこにいる!?」

　部屋の外にいた管理者は驚きながら、階段の上を指差した。ミルキは舌打ちをしてから、それを全力で駆かける。

「スイア！」

　階段を上り終えると、すぐ側でスイアが深刻な様子で手鏡を見つめていた。それはシュマが身に着けている猫ねこ耳みみから、あちらの状じよう況きようが映し出される道具だった。

「やっと来ましたね!?」ミルキに気づき、スイアが心配そうに言う。「……マスター、これは一体、何が起こっているんですか!?」

「何のことだ!?　貸せ！」

　奪うばい取とった鏡を見て、ミルキは思わず絶句した。
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　シュマは、ラシカの顔面から丁てい寧ねいに眼球を抉えぐりだした。少年はもう暴れていない。もう反応を示すわけもない。少女は、ラシカの身体に収まっていた両眼を持ち、それを見つめていた。

「やったのか？」

「ええ、おそらくは……」

　その時だった。シュマの両手に収まっていた二個の眼球が、小刻みに震ふるえだす。

「え!?」

　少女が声をあげた。それは完全に予測外の出来事。彼女は眼球を凝ぎよう視しした。

　眼球が、蠢うごめいている。

　一いつ瞬しゆん、シュマは自身の眼がおかしくなったのかと思った。そして、少女は次に自分の思考を疑う。だが、そのどれも間ま違ちがっていないようだった。

　自じ律りつ行動が不可能なはずの眼球が挙動している。二つの眼球はやがて触ふれ合あい、それが付着し混ざり始めた。

　直後、異変が起きる。眼球が増えだしたのだ。一つに固まった眼球が、ぼこぼこと音を立てながら形を変える。眼球が自ら眼球を産み落とすように、同じ軀く体たいが増ぞう殖しよくしていった。

　二つしかなかったはずの球体が、今では四つ、五つと増える。その全てが癒ゆ着ちやくし合あって、大きな球体のようにも見える。歪いびつな球体。蠢うごめく無数の眼を持った球体だった。

　シュマの両手の上で、それがどんどんと大きくなっていく。

「な……!?　何が……!?」

　少女は現状を理解できず、自身の目を丸くした。ドールの眼球がこんなふうになるはずがない。そんなことは聞いたことがなかった。そもそもドールの眼球は単体では何もできない。それは当然だ。何かをするための身体がないのだから。

　しかし、これは何だ。自律的に蠢く無数の眼は、シュマの理解を完全に超えていた。

　世水も言葉を発せず、少女の掌てのひらで増殖し続ける何かを見つめていた。

「──そうか。先生が……」

　唐とう突とつに、声がする。それはあり得ないはずのことだった。

　声を出したのは、地面に横たわっているラシカだった。世水に動きを拘こう束そくされたはずの少年。彼の命は身体から離はなれ、最早それは器でしかないはずだった。

　なのに──。

　ラシカの命はまだ、奇き跡せきの砂の器に宿っている。

「なっ!?」

　少年の声を聴きいたシュマの表情が、急激に強張った。あり得ない、と少女は思ったのだろう。

　けれどそれ以降、少年からの反応はなくなってしまった。

「おい……」

　やばい、やばい、やばい、と世よ水すいは眼球を見ながら内心で叫さけんだ。歪いびつで巨大な眼球から、強きよう烈れつな負の感情のようなものを彼は感じた。それは、もしかしたら錯さつ覚かくかもしれない。しかし、世水の精神は明らかにそれを恐おそれていた。本能的な感覚だろうか。世水の身体は、その存在が確実に危険だと判断してしまっていた。

　シュマの手に持っている眼球が、もうバスケットボールのような大きさになっている。百を超える眼球がひたすら震ふるえ、増え続けている。

　どう見ても、それは異様だった。何かが起きている。しかし、その何かがわからない。

「シュマ、その眼を捨てろ!!」

「えっ!?」

「ラシカがまだ話せるなら、取り出した眼球はラシカの核じゃない！　そうだろ!?」

「で、ですが……」

　シュマは躊ちゆう躇ちよした。慮りよ外がいの事態に、自身がどう行動すればいいのか混乱している。

　世水は小さく舌打ちし、それから体勢を変えた。

　手はまだ自由に動かせない。ラシカの両手と密着し、そもそも世水の手は既すでに砕くだけている。

　世水は足を使い、少女の持っている眼球の集合体を思い切り蹴けり上あげた。

　それが飛んで、公園の中へと転がっていく。

　世水が大きな声で言った。

「除じよ去きよ液えきも持ってるだろ!?　それを出してくれ！」

　それは瞬しゆん間かん接せつ着ちやく剤ざいを溶とかす薬品。ホームセンターで、それらは並んで販はん売ばいされていた。

　世水はさっき一言だけ話したラシカを見るが、少年の反応は再び完全に消え失せている。

　ラシカの命はどこに宿っているのだろうか。わかっているのは、あの蠢うごめく眼球が、世水たちの目的とは全く違ちがう何かという事実だけ。

「……は、はい！」

　シュマはリュックから除去液を取り出し、世水とラシカの手の間に付けていく。折れ曲がったまま硬こう直ちよくした指では、手て袋ぶくろを脱ぬぐこともできない。念のための用意が幸いした。

　少しずつ世よ水すいの手袋が動くようになっていくが、同時に、彼の手には深刻な激痛が走っていた。やはり手袋の内部は骨折している。

　世水はその間も、現在の状じよう況きようを確認しようと眼球の転がった方向を見つめる。

「何だ……あれ……」

　そして世水の口から言葉が漏もれた。それは、世水の視界が先程の蠢うごめく眼球を捉とらえたからだ。

　園内にあるそれは、未だに増ぞう殖しよくしている。明らかに異様だった。異形と言ってもいい。

　眼球が、徐じよ々じよに、何かの形を作り出そうとしていた。

　それは、人の形だった。

　二つの脚らしき部位、そして胴どう体たいがあり、腕うでが段々でき始める。その全てが眼球だった。

　眼球を材料に制作される人形。禍まが々まがしいものが生まれようとしていた。

　世水はそれを呆ほうけながら見つめていたが、隣となりで固まっているシュマに尋たずねる。

「……シュマ、あれはどいうことだ？　あれは……何だ？」

　黙だまって眼を見開いていたシュマは小さく首を振ふるだけ。

「わ、私にも、わかりません……」

　世水の両手袋が、完全にラシカの両手から離はなれた。彼はすぐに立ち上がり、シュマを見た。

「逃にげるぞ！」

　世水はそう言ってから、手首と腕を器用に使い、ラシカを持ち上げ自身の肩かたに乗せる。掌てのひらに激痛が走ったが、脅きよう威いが迫せまる状況に意識が向き痛覚が鈍にぶっていたので可能だった。

　少年は未だに、何の反応も示さない。しかし、さっき言葉を発したのは間ま違ちがいなかった。

「よ、世水さん、ラシカを連れていくのですか!?」

　シュマが目を丸くして言った。世水がそうすると少女は考えていなかったのだろう。

「俺はラシカを止めるつもりだ。それは、ラシカの命を、この身体から切り離すことだろ？」

「ラシカの眼球は……」

「シュマが取り出したのは、きっとラシカの本当の眼球じゃない。おそらくラシカの体内のどこかに、それは隠かくされているはずだ」

　その世水の推測は、ごく自然なものだった。ラシカがまだ言葉を話したこと。そして何より、あの蠢く眼球の集合体が、何もできないはずのドールの眼球であるはずもない。

「……え？　……え？」

　シュマが悲痛なほどの恐きよう怖ふを纏まとった声を出す。世水はつられて、少女が見つめている公園の方を見た。

「……は？」

　世水も思わず、シュマと同じような声を出してしまう。世水が確認した公園の中に、何もいなかったのだ。先程までそこで蠢いた人型の何かは、今は影かげも形もない。

　その時だった。二人の背後で、小さな物音が聞こえた。それは着地音だったのかもしれない。世よ水すいとシュマは同時に振ふり返かえる。

　そこには、いた。

　あの蠢うごめく眼球が、ほとんど完かん璧ぺきな人の形となって佇たたずんでいる。それはすぐ近くだった。距きよ離りで言えば五メートルもない。世水の心臓が、何かに摑つかまれたようにドクンと大きく波打った。

　その眼球体が、ゆっくりとした動作で世水たちに迫せまってくる。それは完全な二足歩行だった。

「……シュマ！　逃にげるぞ！」

　数秒も固まっていた世水がそう叫さけんだ。しかし、隣となりにいる少女の反応はない。

　世水が横目で彼女を見ると、少女は両りよう膝ひざを地面に着け、正座するようにへたり込んでいた。

「シュマ!!」

「思い出し……ました……」

　少女が震ふるえながら声を出す。彼女はまた腰こしを抜ぬかしているのかもしれない。

「何言ってんだ!?　早く立ち上がれ!!」

　ラシカを肩かたに抱かかえた世水が叫ぶ。しかし、少女は小さく首を左右に振ふるだけだった。

「ありえない……そんな……」

　シュマにはもう、世水の言葉は届いていない。

「あれは……人じん工こう魔ま生せい体たい……？」

「おい！　立ち上がれ！」

　世水は自由な左手を使い、両膝をついたシュマの背中を叩たたく。またも彼の掌てのひらには激痛が走ったが、直面する事態はそれ以上に危機的だった。

「確かに……材料は……人間の血液……でも……」

　シュマは途と切ぎれ途と切ぎれ、眼前にいる何かを見つめながら呟つぶやく。

　突とつ如じよ、安定していた蠢うごめく眼球体が異様な動きを見せ始めた。身体の一部分が急激に肥ひ大だい化かしたと思ったら萎しぼみ、それが様々な箇か所しよで発生する。

　ぼごぼごと苦しそうに異形は姿を変え続けてから、次にそれは起こった。身体の一部が、融ゆう解かいし始めたのだ。眼球が唐とう突とつに融とけだし、地面に朱色の液体が広がっていく。

「何だ……？」

　世水が疑問を口にすると、シュマがはっとして、やっと彼を見た。

「よ、世水さん、あれは、おそらく、失敗作です……」

「失敗作？」

「逃にげてください、あれはもう、壊こわれるだけのはず……」

「何言ってんだ!?　お前も行くんだよ！」

「す、すいません、怖こわくて、立ち上がれなくって……」

　シュマが怯おびえながら、引きつるような笑みを作った。少女は自身の置かれた悲劇的な状じよう況きようを悟さとったのか、表情には自じ虐ぎやくの色さえ浮うかんでいる。

　それを聞いた世よ水すいが、シュマの服を摑つかもうとした。しかし、手に力が入らない。だが、彼はそれでもシュマを抱かかえた。世水は少女を無理やり持ち上げる。

　少年と少女、二人を両りよう肩かたに抱えた世水は、眼球体に背を向けて走り出そうとした。

　その時に、また眼球体に異変が起こっていた。

　眼球集合体の身体が赤黒く染まり、全身が明らかに肥ひ大だい化かしていく。どう見ても異常な速度で体たい軀くが大きくなっていく。

「世水さん！　私のことはいいです！　早く逃にげて！」

　そう少女が叫さけんだと同時だった。

　眼球体から眩まばゆい閃せん光こうのようなものが一いつ瞬しゆんだけ放たれ、遅おくれて衝しよう撃げき音おんが響ひびく。

　人の形を保てなくなった何かが、轟とどろく大だい爆ばく発はつをした。




　　　　　○




　やっと雨が降った、と世水は思った。しかしそれは、期待していたものとは少し違ちがう気もする。彼が眼にしたのは、黒い雨。否、その色は朱だったかもしれない。

　その時になって、世水は自分の置かれている状じよう況きようを確認し始める。

　まず、彼は倒たおれていた。意識はいつの間にかはっきりしていたが、どうして自分が地面に寝ねそべっているのかはわからない。

　世水は顔を上げ、起き上ろうとすると全身に痛みが走った。その苦痛は掌てのひらだけじゃなく、背中や後頭部にまで及ぶ。彼は何とか上半身を起こしたが、立ち上がることが激痛により不可能だった。それからまた周囲を見み渡わたす。

　すぐに雨が弱まり、いつしか完全に黒い雨がやんだ。世水が自分の身体を見ると、まるで血に染まったような紅が衣服に張り付いている。

　しかし、それは気のせいではなかった。本当に辺り一帯に血の匂においが蔓まん延えんし、世水に状況を理解させる。

　爆発したのだ、と世水は思い出す。そして、先程まで降り注いでいた雨は、あの眼球が肥大した何かから漏もれ出だした血液なのだ。それはあれ自身の血なのか、それともラシカのものなのかまでは世水にわからない。

　巨大な爆発音を耳にしたからか、世水は聴ちよう覚かくも不調だった。頭の内部で異音が鳴り続け、外部からの物音を聞き取れない。彼は情報収集を全て視覚に頼たよらざるを得なかった。

　自分が肩に担いでいたはずの、シュマとラシカの姿が見えない。そう思い眼を凝こらしていると、遠くの方で何かが立ち上がった。それは緩かん慢まんな動作だったが、誰だれかが生きているということを表している。

　そして、それはラシカだった。少年の身体が、段々世よ水すいに近づいてくる。その足取りは酷ひどく重い。少年の靴くつ音おとが徐じよ々じよに聴きこえる。

　世水はその間、ずっと黙だまって待っていた。声を出す体力がなかったこともあるし、何よりも気力が少ない。彼が全身に感じた痛みは、それほどに強きよう烈れつだった。

　ラシカが座り込む世水の眼の前で立ち止まった。

「あのドールなら、あそこで寝ねているよ」

　ラシカが今まで通りの口調で言った。世水は少年の表情を見つめる。そこには確かに眼球がなかった。

　さっきまで一切の反応を拒こばんでいたラシカは、今は正常な状態に戻もどりつつあるらしい。

　世水はそれからラシカが指差した方を横目で確認し、何とかシュマを視界に捉とらえる。彼女も地面に俯うつぶせに倒たおれているらしい。もっと明確に姿を確認したかったが、彼の首はそれ以上は動きそうもなかった。

「峰みね城しろさん、ありがとう」

　ラシカが軽く頭を下げた。そしてそれと共に僅わずかな微ほほ笑えみを作る。

「………………何が……？」

　世水は何とか声を出した。そうしてからやっと、自分がまだ声を発することができるのだと彼は悟さとる。しかし、喉のどにも痛みは当然のように伴ともなってしまう。

「あなたは僕ぼくを助けようとしてくれた。それは、あなたの一連の行動から充じゆう分ぶんに理解できる」

　ラシカがそう言ったので、世水は彼がずっと意識を保っていたのだと悟さとった。しかし、どうして今になって少年は動けるのだろうか。

「でも、駄だ目めなんだ」

　ラシカが呟つぶやく。しかし、その意味が世水にはわからない。

「さっきの雨は血によるものだった。あれのおかげで、僕はまた動けるようになった」ラシカが天を見上げた。しかし、そこには曇くもり空ぞらしかない。「僕はもう後戻りはできないみたいだ。きっと、人を殺し過ぎたからだろう。もう止まれないんだ」

　ラシカが苦笑を浮うかべた。世水はそれを見て、言い返す。

「……止まれるよ。いつだって、やり直すことなんて簡単にできる」

「……ううん」ラシカが首を左右に振ふった。「僕はあなたを殺したい。あなたに感謝すらしているのに、そう思ってしまうんだ。僕はもう、世の中にいる全ての人を殺さなければいけない。さっきそう誓ちかったんだ」

　ラシカは自身の爪つめを見て、それから世水の顔を見つめた。

「……ラシカ、まだやりようはあるだろう？」

　世水が言葉を投げかけた。そして視線だけを天に向ける。明らかに厚い雲があった。さらに、僅かに雨の匂においさえも感じる。血に染まった公園にいながらなおもそれを感じ取ることができるなら、実際に降りだすのは時間の問題のはず。

「ごめんなさい。僕ぼくは無む抵てい抗こうなあなたを殺します。最後に何か言うことはある？」

「それなら、シュマ……いや、あのドールを、見み逃のがしてくれ」

　世よ水すいがゆっくりと言った。身体が痛い。先程の爆ばく発はつを至近距きよ離りで受けたのは本当に致ち命めい的てきだったのだろう。背中が全て火傷しているのかもしれない。

「その約束は」ラシカが微ほほ笑えんだ。「きっと守れる。僕の身体はおそらく、純じゆん粋すいに人の血を持った者を殺したがっている」

　ラシカが腕うでを振ふり上あげた。指先を世水に向け、殺気を発する。

「……俺おれは死ぬのか？」

　世水にそんな気はなかった。しかし一方で、彼は覚かく悟ごを決めつつある。

　挽ばん回かいする手段が皆かい目もく見つからなかった。何より、自分の身体が完全に言うことを聞かない。これでは何をすることもできず、まさになす術がなかった。

　世水は頭が再び痛くなっていた。思考が淀よどむ。この感覚は一体何を意味するのだろうか。

　彼は思った。自分は死を意識しているのかもしれない、と。

　世水の視界までも狭せまくなる。彼の肉体が精神より先に音を上げ始めているのだろう。

「……ごめんなさい」ラシカがまた謝った。「もう待てそうにない。さっきから、ずっと我が慢まんしているんだ」

　少年は腕に力を込め、そう宣言した。

「雨は降らない、か……」

　世水が眼を瞑つむったのと同時に、ラシカの爪つめが素早く振り下ろされた。




　　　　　○




　自分が何かを恐おそれているとき、美み玲れいは決まってその夢を見るような気がした。しかし、それは彼女の思い込みに過ぎない。本質的な部分はわからなかったが、事実として美玲はまたあの白い夢の世界を訪れていた。

　──えっと、バイトが終わって、それから……？

　美玲は思案したが、その続きが出てこない。彼女はショックから自身を守るため、意識を失う直前の記き憶おくが曖あい昧まいになってしまっていた。

　美玲の眼前には、ただの白い世界が広がっている。つい最近も見た夢のような気がした。今まで、これほどの短期間でここに来た覚えはない。

　白はく煙えんに包まれたような情景が美玲自身も覆おおい尽つくしていた。自分の手を見ても輪りん郭かくがはっきりしていない。それほどの濃こい白が空間を支配している。

「今日はいないのかな……」

　いつもこの夢で逢あう、得体の知れない人物を思おもい浮うかべる。もちろん記き憶おくにその人の詳しよう細さいな造形はない。美み玲れいは白はく煙えん越ごしに話す、その者の人格を覚えているのだ。

　立たち尽つくしていると、背後の煙けむりが急に動いたのを感じた。静かな世界だからこそ、状じよう況きようの些さ細さいな変化が手に取るようにわかる。

　美玲は振ふり向むいて、そちらを確認した。

「ああ、やっぱり今日もいるんだね……」

　そこには、いつもの人物が立っていた。煙のシルエットしか見えなくても、間ま違ちがいなくそうだと確信できる。

　美玲は何となくほっとした。少しだけ、懐なつかしい気持ちにさえなる。

「今日は何の用？」

　自分に問いかけるような気分で、美玲はその人に尋たずねてみた。

「……タイミングがいい」

　煙の先から相手が応える。威い厳げんのある、明めい瞭りような女性の声だった。いつもと同じ、聞き覚えのある声だと美玲は思い出す。

「何のこと？」

　よくわからず、美玲が首を傾かしげた。

「君のことを強制的に気絶させたくはなかった。何故かはわからないが、君は既すでに気を失っているようだね」

「意識はあるよ？」

「……事は一刻を争う。それは、世界で最も普ふ遍へんなもの。時間の価値は、貴重という言葉一つでは決して括くくることができない」

「あの、どういう意味？」

「すまない。今は話している暇ひまがない。君の人格には、ここからさらに一歩、深い場所で眠ねむってもらうことになる」

「言っていることがわからないよ。夢だから、いつもとは感じが違ちがうのかな……」

「それは幻想だ。夢ですら、その概がい念ねんは常に同一とは限らない。……いや、本当に時間がない。不本意ではあるが、君の力を少し借りることになる。君の身体、と言いい換かえてもいい。力は私のものと、君の潜せん在ざい的てきなものが合わさった結果となるだろう」

「うーん、今日の夢は会話が成立しないのかな……」

「本当にすまない。こういう形で君に負担をかけるとは考えていなかった。しかし、これは君のためにもなるはずだ。君はきっと、彼を失いたくないはずだ」

「誰だれのこと？」

「きっと、彼は生きることを選せん択たくする。そういう強い人間だと思う」

「だから、何を……あ、れ……？」美玲は瞼まぶたが急に重くなるのを感じた。「なん……だか、すごく、眠ねむい……ような…………」

　美み玲れいの腰こしががくんと落ち、その場に膝ひざをついた。立っていることができなくなり、座り込んでしまう。

「君の人格を傷つけることはない。身体に多少の刺し激げきがいくかもしれないが、それを考こう慮りよしても、現状ではこの手段しか………………」

　美玲の聴ちよう覚かくが鈍にぶくなり、途と中ちゆうから白い煙けむりの声が聞こえなくなった。耳を澄すまそうとするが、それ以上に重い睡すい魔まが身体を支配する。

　彼女の精神は、やがて活動するのをやめてしまった。美玲は倒たおれ、夢からすら完全に意識を失ってしまう。

　それを見つめていた夢の住人が、儚はかなげに呟つぶやく。

「……ありがとう。如月きさらぎ美玲」

　白い世界に響ひびく、感謝の言葉だった。




　　　　　○




　眼を閉じた世よ水すいの行こう為いは、一つの諦あきらめを表現した結果かもしれない。それはつまり、自身の死を受け入れたということ。そんな気はまるでなかった彼でも、それが避さけられないと確信してしまったのでは仕方ない。

　身体は言うことを聞かず、思考も円えん滑かつに進まない。目の前には死神の少年が微ほほ笑えみ、虐ぎやく殺さつの鎌かまを振ふり上あげる。抗あらがう手段は見つからない。

　だから世水は、諦めた。それは生を諦め、未来を諦めるという意味。不本意ではある。だが彼は観念してしまった。そういう潔さも、本来なら世水の魅み力りよくの一つだったかもしれない。

　眼を閉じた世水の視界には、ただの漆しつ黒こくが好き勝手に広がる。それはどうしようもなく自由な光景で、現実に自身が置かれている状じよう況きようとの差異を感じた。

　自分の命はあとどれほどだろう、と世水は暗黒の場で考える。おそらくは数秒か、あるいはそれ以下か。

　それどころか、もう既すでに死んでいるのかもしれない。そんな感情が彼の精神を支配し始めた。

　そこで、周囲に全く音がしていないことに気が付いた。耳が不調なのを差し置いても、あまりに静かすぎる。もしかしたら、死後の世界が無音なのだろうか。

「……君は死を選せん択たくしたのか？」

　不意に誰かの声が聞こえた。世水は驚おどろき、ほとんど反射的に眼を開く。何故か聞き馴な染じみのある声に感じた。

　そこで世水は、まだ自分があの公園にいることを知った。まだ自分は死んでいない。目の前に、寸刻前と同様に腕うでを振り上げているラシカがいる。

　しかし、その少年の様子がおかしかった。ラシカは完全に停止し、微び動どうする気配もない。世よ水すいは視線を一いつ瞬しゆんだけ上空に向けるが、雨は降っていなかった。

　続いて、もっと不自然な点に気が付いた。

　世界の色が違ちがう、と衝しよう撃げき的てきな事実に世水は眉まゆを顰ひそめる。最初は色が存在しないと思った。しかし、それを正確に言うならモノクロに近い。全ての存在が白と黒で構築されていた。まるで、味気を一切排はい除じよしたかのような情景。

　世水が疑問を抱いだくと同時に誰だれかの足音が聞こえた。靴くつ音おとだろう。人が地面を歩き、移動する雑音が耳に入る。今それ以外の音は発生していない。

　それは後方から発生しているようだった。世水は俯うつむいたままで、首を上手く動かすことができない。

　誰かが明らかに近づいてくる。世水はさっき聞こえた言葉を思い出した。あの声を発した人物だろうか。だとしたら……。

　今の世水が事態を予測するのは難しく、ただ茫ぼう然ぜんと待まち惚ぼうけを食うしかない。

　その人物が世水の視界に入った。やはり、彼の後ろから公園に入ってきたようだった。その人はラシカと世水の間に立って、二人の様子を確認する。それから世水の方に改めて向き直った。

「良かった。まだ生きているみたいだね」

　その人はラシカに背を向け、世水を見下ろすように言う。

　上半身を起こしたままの世水は、眼前に現れた人物を見つめた。

「……ああ」世水が呟つぶやく。「何が起こってる？」

　世水の漏もらした言葉に、その人は微ほほ笑えむ。それは女の子の笑顔だった。

「驚おどろいているな。それは当然か。気分はどうだ？」

　その少女が問う。少し楽しそうな表情に見えるのは、世水の勘かん違ちがいだろうか。

「……あんたは、誰だ？」

「見てわからないのか？」

　少女が両手を広げてみせた。しかし、世水は即座に反応することはできない。
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「……見ても信じられない」

「そう、その直観は正しい。どこかに噓うそがあるということだ」

「じゃあ、あんたはやっぱり、違ちがうのか？」

「完全に違う。私は如月きさらぎ美み玲れいではない」

　少女はそう言った。如月美玲の姿形を完かん璧ぺきに保った人間の発言だった。服装や声までの全てが、世水の妹と正確に同じものを有している。

　彼が見つめても、それは美玲にしか見えない。けれど人格が明確に違った。接した世水はすぐにそれを感じ取り、さらに思考が停てい滞たいしてしまう。

「正気じゃなくなったのは俺おれか？　それとも俺は、もう死んだのか？」

「そう思えることが、正常の証だ。君はまだ生きている」

「……あんたは美み玲れいじゃないんだろ？　あんたは誰だれだ？」

「話が早い」少女は嬉うれしそうに頷うなずいた。「この姿を見ても、そう納得できるのは柔じゆう軟なんだ」

「……あんたは何だ？　どうして美玲の姿に見える？」

　世よ水すいは動きにくい身体をどうにか制せい御ぎよし、少女に質問する。

「この身体は美玲自身のものだ。私が一時的に借りている」

　少女が堂々と言った。その仕草に、美玲らしさは露つゆほどもない。

「借りて……？」

「私の名はミルキという。君のもとに、シュマロマを送り込んだのは私だ」

「ああ、そうなのか……」

　そう応えたが、実際のところ、世水は現状をあまり理解できていない。場の雰ふん囲い気きに圧あつ倒とうされ、流されているという面もあった。現在の事態を吞のみ込こむには、まだ少し時間がかかる。

「シュマは血の雨を浴びてしまった」美玲、否、ミルキが眼を瞑つむった。「あの子の身体も、もう使い物にならないかもしれないな」

「何で、あんたが今いま頃ごろになって現れたんだ……？」

　世水は相手の言葉を懸けん命めいに理解しようと、鈍にぶくなった脳を酷こく使ししながら尋たずねた。

「その疑問は的確だ。本来、ここで起こった事象に私が直接干かん渉しようするべきではない」そう言ってミルキは眼を見開いた。「しかし君が現在直面している問題は、それなりに難易度が高い。最初に伝えた情報に不備があったので、私自身にも多大な落ち度がある。その責任を果たしに来たということだ」

「……今、何が起きてる？」

　世よ水すいはミルキから視線を外し、その後ろにいるラシカを睨にらんで言った。

「ドールの動きが止まっていることか？」

「いや……」世水が否定する。「世界の時間が止まってることだ」

「そう感じるのだろうね。だが、それは君の単純な勘かん違ちがいに過ぎない」

「……勘違い？」

「時間は絶対に止まらない」ミルキが断言した。「だが、その一方で時間という概がい念ねんは主観的なものでもある。これはあくまで擬ぎ似じ的てきな遅ち延えん行こう為いだ。君は時の流れが遅おそくなった、と思い込んでいるに過ぎない。……けれど、視認することはできないかもしれないが、ラシカだって完全に停止しているわけではない。非常に緩かん慢まんではあるが、君に向かって殺意を向け続けていることには変わりないのだ」

「主観？　じゃあ何故、俺たちの時間は同じなんだ？」

「認識の共通化を図った。君の集中力の限界を引き出し、体感時間を変動させ、美玲の身体で君と同じ感覚に到とう達たつする。そうすることによって、一時的に意志の疎そ通つうを可能にしているのだ」イルミが僅わずかに険けわしい表情を作りだした。「……少々無理やりな手段だが、超短期間ならそれができる。如月きさらぎ美玲の秘めた能力ならね。この子は最高だ。美玲の力は、普ふ遍へんと言われる時間の平等性すら歪ゆがめかねない。彼女自身の負担を考えれば、こんなことはもう二度とできないかもしれないが……」

「美玲に負担が？」

「ある程度は。しかし、それを差し引いても、私はこうするべきだと感じた」

「……よくわからない。あんたは何しに来た？　俺おれはもうすぐ死ぬのか？」

「私が死神にでも見えるのか？」

「見えなくもない」

「そう言うか。なら、本題に移ろう」ミルキは眼を細めた。「私は君に、いくつかの選せん択たくを提示しに来た」

「選択？」

「最初に私は聞いたね。もう一度聞き直そう。君は、死を選択したのだろうか？」

「……覚かく悟ごはした」世水の表情が歪む。「でも、自分で選んだわけじゃない」

「そうか。では、ここからが重要だ。君にはこれから、私が三つの選せん択たく肢しを出す。それは、全てがラシカを倒たおすための方法だ。そのどれかを決めるのが、君ということになる」

「……三つ？」

「一つ目は、このまま何もしないで、時の流れを受け入れること。それを選せん択たくすれば私はもういなくなり、世界は再びこれまで通りの速度で動き始める」

「何もしなかったら、ラシカは止まらないだろ？」

「いや、止まるよ。この空そら模も様ようなら、あと一時間もすれば必ず雨が降る。そうしてドールの動きが止まったら、あとは誰だれかに処理させればいいだけだ。そう。龍りゆう華か流る美みにでも依い頼らいすれば全ては済む話だ」

「一時間……」

「まあ、君は一秒後には殺されるだろうし、他にも多大な被ひ害がいが出るかもしれないが」

「………………」

「二つ目は、如月きさらぎ美み玲れいの力を完全に呼よび戻もどすことだ。つまり、再び私の依より代しろになってもらうという手段。そうすれば、彼女はどうにかしてラシカを止めるだろう。今の美玲がどれだけやれるかは不明だが、おそらく敗北することはない」

「……依代？　昔の、あれか……」

「美玲はそれを覚えていないが、彼女の最も近くにいた君は、よく覚えているようだね」

「……あんた、俺おれのことを知ってるのか？」

「君は美玲の兄だろう。呼び名が変わっても、その事実は変わらない。私たちは知り合いではなかったが、私は一方的に君のことを知っていた」

「そうなのか……」

「不思議な縁えんだ。面白いよ」ミルキが嬉うれしそうに言う。「しかし残念ながら、楽しんでいい事態ではないな。少なくとも、君にとってはね」

「美玲の力は戻るのか？　何かリスクは？」

「思いのほか冷静だな。いや、余計なことを思考する余よ裕ゆうがないだけか」

「……どうなんだ？」

「そうだな。それは私にもわからない。美玲の力を呼び戻したら、きっと彼女の身体には不都合が生じるだろう。一度は失ってしまった力だからな。それは取り戻すというよりも、また新たな力を与えるに近い。私の力と美玲が内に秘める力、それを合わせなければいけないからね。必然的に、負担は以前よりも遥はるかに重くなるだろう」

「不都合って何だよ」

「色々な問題だ。一番に考えられるのは……そうだな、記き憶おくの混こん濁だくだろう。既すでに彼女はその部分に負荷がかかっているので、おかしくなってしまうかもしれない」

「そんなの、駄だ目めに決まってるだろうが」

「君が殺されるよりはマシだろう。美玲自身だって納得できる」

「……三つ目は？」

「君が私の依より代しろになるという選せん択たく肢しだ。君自身が力を得て、ラシカに対処すればいい」

「……一つ質問がある」

「何だ？」

「俺おれがそれを受けると、俺の記き憶おくには何か問題が起こるのか？」

「君にとって、それは死よりも恐おそろしいのか」

「……答えられないのか？」

「いや、君は美み玲れいの場合とは違ちがう。彼女は過去に力を失っているから、再びそれを行うのは負担がかかるという意味だ。君自身の記憶に何かが起こることはない。だが……」

「だが？」

「リスクは当然ある。力を無む償しようで与えられ、それを誇こ示じできる世界など噓うそでしかない。得る力が強大なら、背負う条件も多大にならざるを得ない」

「危険があるのか」

「それは個人の見解によっても変わるだろう。依代が背負うのは、人の生だ。つまり、君自身の人生の価値が変わる」

「意味がわからない」

「依代は、死ねない」ミルキが厳おごそかに言った。「依代は老いることができない。身体を病むこともできない。そして何より、自死を選択することができない」

「………………」

　世よ水すいは眉み間けんにしわを寄せ、目の前で話す女性の言葉の内容を必死に理解しようとしていた。

「依代の生は、殺されること以外に終幕を迎えることができない。そして殺されることも当然容易ではない。自死不能の条件が自己の無む抵てい抗こうを許さない。これは人によっては、想像を絶する罰ばつに値するだろう。……いや、時間が経過していけば、いずれは全ての依代がそう感じてしまうはずだ。自己だけが永遠に生き続けることが、どれほど耐たえ難がたい事実なのかを悟さとっていくだろう」

　ミルキは今初めて苦笑してみせ、今述べた言葉が残ざん酷こくなものであると言いたげだった。

　逆に世水は、歪ゆがめていた表情をいつの間にか崩くずしていた。彼は下を向き、何か考え事をするように静かな顔をしている。

「今すぐ死ぬか、生きながら苦しみ続けるか。その二に択たくってことか……」

「少しなら待てる。深く悩なやめばいい」

「そういえば……美玲は力を失ったんだろ？　それはどういうことだ」

　世水はさっと顔を上げ、ミルキをまっすぐに見た。すると彼女は口元を緩ゆるめて応える。

「依代が死以外の道で解放されたのは、彼女の他に存在しない。原因も不明だ。君がそうなれるとは思わない方がいい」

　それを聴きいた世水はすぐに微ほほ笑えみ返し、小さな声でミルキに言う。

「あいつが助かったのなら、それで充じゆう分ぶん過すぎるよ」

「そういう価値観も、きっと愚ぐ考こうではないはずだ。全ての事象は自己がどう感じるかに集約されるのだから」

「……こんなの、選せん択たく肢しになってない。俺おれはずっと美み玲れいを守りたいって思ってた。俺はいつもあいつに守られてきたから。……いや、美玲だけじゃない。俺はいつだって誰だれかに救われて生きてきたんだ。だからこそ、次は…………」

　世よ水すいが眼を瞑つむりながら何かを思いだすように言った。それから眼を開き、静止しているように見えるラシカを睨にらんだ。

　あの少年を止めるべきなのは、雨でも美玲でもなく自分だと世水は感じた。世水は生しよう涯がいで幾いく度どか救われたと思える経験があったが、ラシカは未だかつてないのかもしれない。もう手て遅おくれだと少年は言ったが、それは彼の主観であって、世水の気持ちはそれとは違ちがう。

　だったら救いの手を一方的に差し伸べればいい。

　たった今ミルキが自分の前に立ちはだかったように、ラシカの前にも自身が立ちはだかればいいのだと世水は強く思った。

「どうした？　君が好きに判断すればいいことだ。……しかし一つ言っておくが、依より代しろの道に次などという安易なものはない。次の次はないのだからな。簡素に表現すれば、これからずっと君が背負うことになる。その覚かく悟ごができるかどうかだ」

「……いや、もう決めたよ」

　世水は左右に首を振ふり、溜息をつくかのようにそう呟つぶやいた。

「そうなのか？　では、教えてもらおうか」

　ミルキは右手を前にだし、促うながすような仕草を見せた。

　その姿を見み据すえた世水は、彼女をしっかりと見つめる。美玲の姿をした眼前の女性が、今はもう違う人物として捉とらえることができた。そして彼はゆっくりと、自分で選んだ手段を伝える。

「……俺に、力を与えてくれ」

　世水がそう言ったのを聞いて、ミルキは満足そうに笑みを浮うかべる。

「私の……いや、天の依より代しろになる場合、一つの役割が君に課される。それは、私たちの探しものを手伝うことだ。……とは言っても、これはあまり厳しい縛しばりではない。守らなければ何か罰ばつがある、というわけですらない。一応の確認だ。その役割については納得できるか？」

「先のことはよくわからないが、断って今死ぬよりも、俺はまだ生きたいんでね」

　表情を変えるのすら難しかった世水が、思ったことをそのまま言った。

「そうか。君ならそう言うと思っていた」

「今だって、美玲に何か負担がかかってるんだろ？　早くしてくれよ」

　世水は急かし、ミルキのことをしっかりと見み据すえる。

「ああ。そのために、私はここを訪れた」

　彼女は緩ゆるやかに手を伸ばし、やがて世よ水すいの左眼に触ふれた。




　　　　　※




　僕ぼくは峰みね城しろさんをどうしたいのだろうか。人間を全て殺すと決めた僕だったけど、彼が僕を必死に助けようとしていたのは充じゆう分ぶんに理解できた。でも、わからない。自分のことがわからない。自分の身体が自分の思うように動かない。

　唯ゆい一いつ、僕が今わかっていることを言えば、僕自身が峰城さんを殺そうとしていることだけだった。僕はそれを止められそうにない。自分のことなのに、自分のことでない感覚。

　峰城さんは僕の目の前で座り込んでいる。彼は眼を瞑つむっていた。それはおそらく、自身の死を受け入れたという意味だろう。

　僕は少し悲しくなった。でも、その感情がどこから来るのかわからない。

　峰城さんが観念しているのを見て、僕自身も決心がつく。

　彼は負けを認め、僕が決着をつける場面なのだろう。僕は最後に無言で、彼の喉のど元もとに向かって爪つめを思い切り突つき刺さした。

「……あれ？」

　一いつ瞬しゆん、何が起きたのか理解できなかった。僕の爪は峰城さんに触れず、ただ空気を裂さいただけだった。彼が眼の前から消えている。

「何で？」

　僕は再び手を引っ込めながら、現状を確認する。

　おかしい。峰城さんはもう、素早く動けるような状じよう況きようではなかった。それは間ま違ちがいない。なのにどうして、今ここに彼の姿がないのだろう。

　気配を背後に感じて、僕はすぐに振ふり返かえった。

「……どうして？」

　僕は呟つぶやく。そこには峰城さんが立っていた。彼は僕をまっすぐ見つめている。

「俺おれはラシカを止めるって言っただろ」彼が言う。「約束は守るよ」

「峰城さん、どうして動けるの？」

「君の身体は必要ない。いや、むしろ切きり離はなさなくちゃいけないものなんだ」

「何を言って──」

　そう尋たずねようとした時、僕の額に衝しよう撃げきが走る。一瞬しか見えなかったが、峰城さんの拳こぶしが僕の顔面を捉とらえたようだ。僕はそのまま後ろに吹っ飛び、さっきまで彼が座り込んでいた辺りで倒たおれる。

「どうして？　何が起こってる？」

　僕は額を押おさえながらすぐに立ち上がった。確かに今、峰城さんの攻こう撃げきを受けたはずだ。黒い手て袋ぶくろをした、彼の拳こぶしが微かすかに見えたのは間ま違ちがいない。

　でも──。

　何故拳が握にぎれる？

　骨は砕くだけてない？

　何故速く動ける？

　何故僕より速い？

　彼はどこに──？

　疑問が連続して浮うかび続ける。

　また彼を見失った。

　何が起きたのか、それが問題だった。峰みね城しろさんはもう動ける。それは確かだ。今の攻こう撃げきも、彼がやったのは確実。

　何故？　だって彼は、もう瀕ひん死しだったはずで……。

　不意に、僕の右みぎ腕うでが摑つかまれるのを感じた。

　でも、その時にはもう手て遅おくれだったのだろう。

　僕は不思議とそう思った。

　どうしてだろう。

　何が手遅れなのか、はっきりとはわからない。

　何が？

　そんなことは決まっている。

　僕は峰城さんに捕つかまって……。

　僕の腕に力が入るのを感じた。

　それは僕がしたことじゃない。

　それはとても短い感覚だった。

　彼によって、僕の腕が無理やり動かされる。

　その時、僕の指先が、僕の首に向かっているのを悟さとった。

　ああ──

　──そうか。

　彼は僕の爪つめで、僕の首を切り落とすのか。

　これが、峰城さんの選んだ選せん択たくなのだろう。

　それはきっと、僕を止めるために。




　　　　　○




　ラシカの頭部は胴どう体たいから切断され宙に浮ういた。重力に抗あらがえないそれはすぐに落下を始め、やがて世よ水すいの両りよう腕うでに抱かかえられるように収まる。彼の掌てのひらに痛みはもうなかった。

　世水が自由を奪うばった胴どう体たいは地面に崩くずれ落おち、もう何の反応も示していない。彼は手に持った少年の頭部と横たわった胴体、その二つを注意深く観察していた。

「おそらくは、頭部のどこかに本当の眼球が隠かくされているのだろう」

　美み玲れいの声が聞こえる。しかし、人格は彼女のものではない。

「……まだいたのか」

　世水は振ふり向むいてミルキの立つ方を見た。彼女は本当に近くにいたのだ。その場に彼女が存在するという事実が、先程交わした会話が現実だったと示している。

　ミルキはラシカの胴体を確認しているようだった。

「君の行いを見届けようと思ってね……」

「これで終わったのか？」

「そうなるだろう。……どうする？　今君が持っている、その少年の頭部。その中に、彼の命が吹き込まれた眼球が入っているのは明らかだ。君が解体し、それを取り出すか？」

「……いや」世水は首を左右に振った。「それはあんたがやればいい」

　ラシカの頭を黙もく視しし、それから世水は眼を瞑つむった。もう反応しなくなった少年の顔を、これ以上見つめ続けることはできない。

「わかった。その仕事は私が引き受ける。これは元々、私たちがまいた種だからね」

「自覚があるのか」

「だから来た。それだけだ」

　ミルキは頷うなずいてから、世水に近づいてくる。美玲の容姿をした彼女が、ラシカの頭部を世水から受け取った。

「君には感謝している」

「もう終わったことだろ？」

「……そうか。うん、そうかもしれないね」

　ふっとミルキが笑う。それは美玲ならしない仕草。世水は改めて、眼前に不可思議なことが起こっている事実に苦笑した。

　世水が彼女を見つめていると、彼の鼻に何かが触ふれた。驚おどろいてそこを触さわってみると、水すい滴てきのようなものが付着している。

「……あんた、もうすぐ雨が降るって言ったな」

　天を見上げ、世水が言った。

「ああ、そう言ったね。これで私の言葉通りになったようだ」

　ミルキも釣つられるように顔を上げて、空を眺ながめる。

「いや、これは雨じゃないよ」

「そうか？」

「これは、雪だ……」

　小さな声で呟つぶやいた世よ水すいは、急にその場で倒たおれてしまった。その音が周囲に響ひびき、それからすぐに雪が強くなる。

「体力を使い果たしたか。慣れなければいけないな」

　ミルキは世水の隣となりにしゃがんで彼の様子を窺うかがった。気絶してしまった彼の顔にそっと触ふれてみる。

　それから、彼女は手に持ったラシカの頭部を見つめた。

「……まさか人工魔生体ホムンクルスとはね。本当に驚おどろいた」

　彼女は何故か楽しそうに言ってから、ゆっくりと立ち上がった。それから公園の端はしの方で倒れていたシュマの様子を確認しに行く。

　少女は気を失っていた。爆ばく発はつの衝しよう撃げきと血の雨、そして降り始めた雪の全てが影えい響きようしているのだろう。

　ミルキは無言で振ふり返かえり、公園全体を見み渡わたした。

　複数の遺い体たいと、首を失った少年のドール。そして決着を導いた世水。それらは無造作に散らばり、降り注ぐ雪の着地点となっている。

　その場で急に、ミルキは盛大に咳せき込こんだ。それはしばらく続いたが、たった一人の彼女を案ずる者は当然いない。

　長い時間が経過してから咳せきは収まり、口元に当てていた掌てのひらをミルキは平然と見つめた。

「……ありったけの血、というほどでもない。僅わずかなものだったな」

　ミルキの無感情な言葉が、大気の静せい寂じやくに吸い込まれていく。いつもと同じ普ふ遍へん的てきな時間の流れ。雪の勢いは段々加速する。それらを乱す理由はもう何もなかった。










　エピローグ







　　　　　○




　二月十四日の午前十一時。公園で気絶してから、三十六時間連続で眠ねむっていた世よ水すいが目を覚ましたのは、その時刻だった。

　彼はいつの間にか自宅の布団に寝ねていて、どうやってここまで戻もどってきたかの記き憶おくがない。

　体を起こした世水は、窓から視界に入ってくる情景に眼を奪うばわれた。

　雪は既すでにやんでいる。だが、直前まで降っていたのだろう。そこから見える全てのものが真っ白に変色していた。不覚にも、それが綺き麗れいだと思ってしまう。

「積もったのか……」

　呟つぶやきながら、状じよう況きようを確認するために携けい帯たい電話に視点を移す。表示された日付と時刻に混乱したが、事実は受け止めるほかない。彼の潔さなら、それは不可能な話ではなかった。

　世水は流る美みに電話をかけることにした。現状を知るには、それが最も効率のいい行こう為いに思えたからだ。

　コールが鳴り続けるが、彼女は一向に出ない。留守録にも切きり替かわらないその回線は、業務用ですらないのだろう。彼が諦あきらめて電話を切ろうとした時、それを狙ねらったかのように流美の声が聞こえてきた。

『おはよう。やっと起きたのかな？』

「はい」世水は頷うなずいた。しかし、それを見ている者は誰だれもいない。「流美さんもですか？」

『もう十一時だよ。普ふ通つうは起きて活動している時間だから』

「普通は案外難しいって、よく言いますよね」

『何度か聞いたことあるね。でもまあ、そんなことはどうでもいいでしょう？　それよりも、君の体調はどうなの？』

「身体は何ともありませんよ」

『精神に問題でもあるの？』

「今のところは平気です」世水は苦笑しながら応える。「……あの、俺おれを家まで運んだのは、もしかして流美さんですか？」

『他にいないんだな、それが。君は高校生にしては、それなりに重いようだね』

「すいません。あの、俺が倒たおれた後って、一体どうなってんですか？」

『後始末は私がしたよ。といっても、残ざん骸がいは放置したけどね。あんなものは、誰がどう考えたって警察の仕事だから』

「あの……ミルキとかいう人はどこに？」

『帰ったよ。それ以外にないでしょう？　動かなくなっちゃったシュマちゃんと、壊こわれた少年のドールもミルキさんが持ち帰ったよ』

「流る美みさんは、ミルキさんとどういう知り合いなんですか？」

『プライベートなことを聞きたいなら、私の心を奪うばってからじゃないと難しいよ』

「それは難しすぎませんか？」

『それこそ君の幻想じゃない。ちょっと強引に迫せまれば、簡単に落ちるかも』

「まさか」

『試してみないとね、わからないよ』

「美み玲れいも無事に帰ったんですよね？」

『うん。でも、昨日はおそらく学校は欠席してるかな。眼を覚ましたら重い頭痛が一時的にするはずだって、ミルキさんが言っていたから』

「ええ……？　大だい丈じよう夫ぶなんですか、それ」

『それも君が確かめればいい。君は頭が痛かったりしないんだよね？』

「はい」

『鈍にぶいのかな？』

「丈夫なんだと思います」

『そう解かい釈しやくするのが正せい着ちやくだね。余計な心配をしなくて済むし』

「そうですね。……あの、色々とありがとうございました」

『理解しているとは思うけど、その台詞を言うべきなのは、明らかに私だよ。今回の件は、私が無理やり君に押おし付つけたようなものだからね』

「それは、確かに」

『ありがとう。あなたが私の友人で良かった』

「こちらこそ。また何かあったら連れん絡らくください」

『言われなくてもそうするよ。またよろしくね』

　流美は最後にそう言って、勝手に電話を切ってしまった。携けい帯たいを耳に当てたままの世水には、そっけない電子音だけが聞こえてくる。

　美玲は登校しているかもしれない。そう考えると、今から彼女に電話をかける気にはならなかった。授業中なら応答することは不可能だろう。とりあえず彼女にはメールを送る。

　次に、有あり栖すのことが気になった。彼女はまず間ま違ちがいなく病院にいるはずだが、それを確かめる術がない。世水は有栖にもメールを作成し、送信した。

　それから少しして、また世水は身体に疲つかれを感じた。彼が無言で天井を見つめていると、衝しよう撃げき的てきなことに再び眠ねむ気けが襲おそってきた。

　自分はどれだけ眠ねむる気なのだろう、と他ひ人と事ごとのように思う。世水はそれを調べるために、もう一度眼を瞑つむってみた。




　　　　　○




　夜の九時半になって、世よ水すいは寒空の中で一人息を吐はく。それがゆったりと色を白に変え、すぐさま大気に紛まぎれて消える。

　道路には固まった雪が溜たまっていて、それが心もとない街灯の光を反射する。そのおかげで、いつもより随ずい分ぶん外は明るかった。

　空を見上げると綺き麗れいな月が見える。その周囲に雲はない。役目がないということだろう。

　その場で世水がしばし待っていると、やがてその人がやってきた。アルバイトを終えたばかりの彼女は、少しだけ眼を見開きながら世水に言った。

「……本当に来たんだ？」

　美み玲れいの声だった。それはいつも通りの声。そして、いつも通りの人格でもある。

「約束は守る。いつだってね」

　世水が言った。しかし、それを聞いた美玲はくすりと笑う。

「噓うそばっかり。説得力ないなあ」

「とりあえず、帰ろうか」

　二人は並んで帰路につく。幼い頃ころから、幾いく度どもそうして歩んできたが、今日もそれと全く同じ光景だった。

「有あり栖すさんのこと、聞いた？」

「一ヶ月は入院するみたいだな」

　そういった旨のメールが有栖から来ていた。彼女曰いわく、世水がお見み舞まいに来なければ死ぬかもしれないほどの重症らしい。

「今度、お見舞いに行こうね」

「言われなくてもそうするよ」

「私、有栖さんが入院した日のこと、全然覚えてないんだよね……」

「一昨日のこと、全部？」

「ううん。バイトが終わるまでは、ちゃんと記き憶おくにあるよ」

「そうか……」

「怖こわいなあ。最近はこういうことなかったのに」

「もっと怖いことを忘れているのかもよ」

「……あのさあ、私のことを脅おどかして楽しいの？」

　美玲が眉み間けんにしわを寄せて、世水を疑うように見た。

「少しはね」

「変態……」

「どうして？」

「少なくとも、健全ではないと思う。何かが歪ゆがんでるんじゃない？」

「じゃあ、もっと健全なことを俺おれん家ちでやろう」

　見えてきたアパートを指して、世よ水すいが楽しそうに言った。世水は買っておいたケーキのことを思おもい浮うかべる。食事ほど本能的な行こう為いは存在しないと彼は考えた。

「……お母さんは、あんまり帰ってきてないみたいだね」

　美み玲れいも何かを連想したようだったが、すぐに切きり替かえてそう言った。

「きっと、息子に早く自立して欲しいんだろ」

「忙いそがしいだけでしょ」

「そうかもしれない」

「そう言えば」美玲は思い出すように呟つぶやく。「あの時の……そう、あの日、バイト先に世水が来たとき、一いつ緒しよにいた小さな女の子は結局誰だれだったの？」

「ああ……」世水が何となく下を向く。「誰だったんだろうな……」

「何それ？」

　二人は話しながら世水の住むアパートに到とう着ちやくする。二階に向かうため、二人は階段を上り始めた。

「……いや、俺にもわからない。本当に、少し話しただけだから」

　おそらくもう会えないだろう。世水はそう考えていた。むしろ、それが当たり前なのだ。あの少女と自分たちが住む世界は完全に違ちがい、本来それは交わらない。

　けれど、と世水は内心で強く思う。あの少女との別れは、もっと別の方法があったかもしれない。もっと平和的に、もっと自然な、まるで友人のような別れをすることができたかもしれない。世水はそう思わずにはいられなかった。

「仕方のないことの、一つだったのかな……」

　世水が呟くが、美玲はその意味がわからなかったらしい。不満そうに文句を言う。

「え～。それってどういうこと？　……ん？」

　階段を上ってすぐ、美玲が疑問の声を出す。彼女は不思議そうに世水を見た。

「何だよ？」

「何って、あの子は誰？　世水の家の前にいるよ？」

　美玲が小声で言った。誰かに聞こえてしまうと思ったのかもしれない。

「……誰が？」

「ほら……」

　美玲が手を前に出し、世水を促うながす。そこは美玲の言う通り、世水の住む部屋の前だった。

「えっ？」

　顔を上げ、そちらを確認した世水の口から、思わず声が出てしまう。

　同時に彼は、眼を限界まで大きくして驚おどろいていた。思考が停てい滞たいする。

「どうして……？」

　そこには、見たことのない少女が立っているのだ。

　歳としの頃ころで言えば、おそらく世よ水すいたちと同じくらいだろう。

　しかし、その少女を見て世水はすぐに思い当たる。

　その中ちゆう途と半はん端ぱに伸びた金色の髪かみ。色素の薄うすい眉まゆと瞳ひとみ。若干派手すぎるドレスのような服装。

　背せ丈たけは明らかに高い。雰ふん囲い気きも少し大人びている。

　世水は一人の幼い少女を連想した。けれど、彼女は──。

「でも……」

　世水が少女を凝ぎよう視しする。

　一方で彼女も世水をまっすぐに見つめた。大きな瞳ひとみがさらに見開く。その表情はいくつかの感情がない交ぜになった複雑なものだった。

「私のこと……誰だれだかわかります？」

　少女がやっと声を発する。それは何故か不安を押おし殺ころしたような声だった。そして同時に、どこか聞き覚えのある声でもある。

　世水は直観した。しかし、それが正しいと信じていいのかわからない。

　それでも。世水は躊ちゆう躇ちよすることなく尋たずねていた。

「……シュマ？」

　あり得ないと頭では否定しながらも、彼はそれを言葉にせずにはいられなかった。

　世水の返答を聞いた少女が、一いつ瞬しゆんだけはっとした後、満面に笑みを浮うかべた。

「そうです！」

　少女は世水に駆かけ寄よってそのまま勢いよく抱だきついた。

「お礼を言いに来ました！　あなたがいなかったら、私はきっとあの子に壊こわされていました。ありがとうございました。あの時は、それを伝えることができませんでしたので……」

「……本当に？」

「本当です」少女が頷うなずく。「少し見た目は変わってしまいましたが、むしろ、世水さんと同じくらいの年ねん齢れいに見えるでしょう？　私はそれも嬉うれしいんです」

　少女が密着し、世水の顔と少女の顔が触ふれそうな位置にある。

「良かった……」

　嬉しくなって、世水が少女の頭をなでる。もう二度と会うことのないと思っていた彼女が、目の前で元気にしている。それが幸せな事実でないなら、何がそうだと言えようか。

「…………………………」

　その光景を隣となりで眺ながめていた美玲は、驚きと共に、ある程度の苛いら立だちを覚えていた。

「世水ぃ、その子はだぁれ？　こんな、バレンタインの夜に、家の前で待たせてさぁ……」

「あ、いや……」

　世よ水すいが横目で美み玲れいを見ると、彼女は明らかに不ふ機き嫌げんな表情を構築しつつあった。

　しかし、シュマロマはそんなこと露つゆほども気にしてない。

「世水さん、私、世水さんのことが好きです！」

　眼を煌きらびやかに輝かがやかせ、少女が何の躊躇ためらいもなく宣言してきた。

「え!?」

　世水はびっくりして少女を見つめる。表情から前ほどの幼さは消え失せ、白かったはずの頰ほおが燃えるように紅こう潮ちようしていた。

「な、なんかキャラ変わってないか!?」

「そんなことありません！」

「世水ぃ」

「えっと……とりあえず、家に入ろうか、みんなで……」

　そう言って笑った世水の眼め尻じりには、少しばかり余計に水分が溜たまりつつあった。

　やがて一いつ滴てき、彼の眼から零こぼれ落おちる。少女と二人で切望した雨の代わりが、今になって降り注いだのかもしれない。





終わり









　あとがき







　初めまして、夢ゆめ澤ざわ章あきらです。イラストはちこたむさんに描かいていだだきました。

　この本を手に取っていただき、誠にありがとうございます。

　出版するならきっといつかはあとがきも書くのだろうとは思っていましたが、いざその局面になってみると何を記していいのかわかりません。現在、既すでに『あとがきの締しめ切きり』は過ぎている状じよう況きようですので、少しは焦あせらなければいけないのかもしれませんが……。

　明日から、来年から、来世から本気出す、みたいな感覚で生きてきたので必死になることが難しいです。

　本作の出版までの経けい緯いを書きます。


・第二十回電撃小説大賞四次選考落選。投とう稿こう時じのタイトルは『Doll knows heavenドール・ノウズ・ヘヴン』。



　自身の二作目で、投稿も二度目でした。一作目は第十九回電撃小説大賞三次選考落選。


・落選から五ヶ月後、電撃文庫の編集者から連れん絡らくがありました。



　確か『直せば出版できるかもよ。一いつ緒しよにやらない？』みたいな感じでした。当時、改かい稿こうしたものを他賞に投稿していたのでそれを伝えると、『そっちの結果がわかってからでもいいよ』と言われたのを覚えています。結局、他賞の選考もまだ始まっていなかったので取り下げてもらい、電撃文庫の編集者にお世話になることにしました。

　そこから何度か打ち合わせを重ねて八ヶ月で出版に至るようです。長いのか短いのかわかりませんが、とにかくどうにか形になって良かったと胸を撫なで下おろしました。

『他の作家さんをディスったりしなければあとがきは何を書いてもいいよ』と担当編集者に言われたのですが、ディスるという言葉の意味が明確にはわかりませんでした。おそらく、ネガティブなことを書いてはならない、ということなのでしょう。後でネット検けん索さくしてみます。

　本編の内容に関しては、既に読み終わった方もいるはずなので割愛します。

　ご感想などありましたら、是ぜ非ひ、お教えください。ツイッターなどでも呟つぶやいていただければ、作者はきっとそこにたどり着きます。もちろんディスっていただいても構いません。

　最後に、この小説の制作に関わった全ての方々に全力の感謝を。そして、いつだって自由な生き方を選せん択たくさせてくれた両親に特上の感謝を伝えます。
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夢ゆめ澤ざわ 章あきら

平成元年生まれ、埼玉県在住。スキなモノはマンガ、アニメ、ライトノベル、バスケットボール、アイスクリーム、チョコレート、ソフトキャンディ。ニガテなモノは紫外線。
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イラスト／ちこたむ

最近若い女のコと暮らし始めました。おさわり厳禁なので、ムラムラしても触らせてもらえず、いつか強引に抱きしめそうで心配です。あ、猫の話です。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「夢澤 章先生」係

「ちこたむ先生」係














本書は第20回電撃小説大賞応募作品『Doll knows heaven』に加筆・修正したものです。
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